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ごあいさつ

常陸大宮市は,茨城県の北西部,県都水戸市から約20kmの八溝山地及び阿武隈山地の南端

と関東平野周縁大地北端の境界部に位置し,東に久慈川,南に那珂川,中央部に緒川,玉川が

流れ,市の 6割を山林が占めている。

久慈川と那珂川の二大河川の沿岸には,肥沃な土地が開け,豊かな自然に恵まれ古くから

人々の生活の場となり,多くの歴史を重ねております。そのためこの地域には,古墳 。塚・集

落跡など多くの遺跡が存在しております。これらの遺跡は,当時の様子を知る手がかりとなる

ことはもちろんのこと,現代の私たちが豊かに生活をすることができる先人の業績でもありま

す。

このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは,私たちの大切な任務であり,郷土の発展

のためにも貴重なことと考えております。このたびの調査は,店舗の建設に伴い,周知の遺跡

である上ノ宿遺跡の発掘調査による記録保存を目的に行ったものであります。遺跡内からは ,

縄文・奈良・平安・中世時代の堅穴住居・土坑・柱穴状遺構・溝状遺構・土器等が多数検出さ

れました。この調査報告によって地域の祖先の遺業をしのぶことができるとともに,文化財に

対する意識が一層深まり,遺跡愛護の精神や郷土の文化を培う上で貴重な資料として役立てて

いただければ幸いであります。

最後になりますが,発掘調査にあたり格別のご指導を賜りました茨城県埋蔵文化財指導員の

川崎純徳先生,そしてご協力いただきました地元の関係者,また,一切の経費をご負担いただ

きました 大和リース株式会社様,適正かつ慎重な調査をしていただきました発掘業者 有限

会社日考研茨城様,各位に心から厚く感謝を申し上げます。

平成21年 12月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例

1.本書は、大和リース株式会社の委託を受けて、常陸大宮市教育委員会の指導のもと、有限

会社日考研茨城が行った、店舗建設に伴う記録保存調査を目的とした発掘調査報告書である。

2.本書は、下記の遺跡を収録したものである。

遺跡名 上ノ宿(かみのしゅく)遺跡
所在地 常陸大宮市宇留野3061-1他 14筆

調査面積 12,787笛

3.掘調査の現地調査及び整理調査は、下記の期間に実施した。

調査期間 平成20年 6月 11日 ～平成20年 12月 26日

整理期間 平成21年 7月 28日 ～平成21年 12月 27日
4.発掘調査組織は下記の通りである。

調査担当    遠藤 啓子[(有 )日考研茨城]現地・整理

調査員     大渕 淳志[(有 )日考研茨城]現地・整理

現地調査作業員 相田二郎、大谷和枝、岡崎稔、小野豊、佐藤貸、菅原裕子、佐賀実、

沢田すみ江、塩澤和紀、島崎清子、下山豊二、友部政夫、戸室均、

西宮芳江、藤岡勤、緑川覚吾、皆川典子、谷中昌、綿引昇市朗

整理調査員   大渕由紀子 。大野美佳[以上(有 )日考研茨城]
事務局     (有 )日考研茨城
調査指導    常陸大宮市教育委員会生涯学習課

5.本書の編集執筆は、小川和博・大渕淳志・遠藤啓子が行った。

6。 本書では以下のような遺構の略称に使用した記号は以下の通りである。

竪穴建物跡 :SI 土坑 。土坑墓 :SK 掘立柱建物跡 :SB ttiSD

堅穴遺構その他 :SX 柱穴 (ピ ット):P 旧石器時代調査地点 :PG 撹乱 :K

7.本書中の色調に関する表現は新版標準土色帖(農林水産技術会議事務局監修2000年版)に従

った。

8.本書で使用した図面の方位は、すべて座標北であり、標高は海抜高である。

9。 本書に掲載した遺物のスクリーントーンについては、いずれも黒色処理が施されているこ

とを示している。

10。 遺構および遺物の写真撮影は大渕淳志 。小川和博が行った。

11.調査の記録および出土遺物は、常陸大宮市教育委員会が保管している。

12.発掘調査および報告書の作成に当たり、以下の方々のご教示・ご高配を賜つた。記して、

深く謝意を表す次第です。 (敬称略・順不同)

茨城県教育委員会、 (財)茨城県教育財団、土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場、

川崎純徳、比毛君男、鴨志田篤二

口
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第 1章 序章

第 1章 序 立早

第 1節 調査に至る経緯
本発掘調査は、店舗造成に伴う事前調査である。平成19年 10月 26日 に大和リース株式会社から常陸大官市教育委

員会に埋蔵文化財の所在の有無の照会が提出され、それに基づき市教育委員会は、以前に今回の開発地域南側の上宿

上坪遺跡の発掘調査を平成15年 7月 から実施し、また、平成18年 5月 からも上ノ宿遺跡の発掘調査を行つた結果、

多数の遺構・遺物が確認されていること、立地条件が良く開発箇所の周囲に古代の集落が所在することが確認されて

いることから、平成20年 2月 6日 に茨城県教育委員会との協議により、本調査実施することとなり、有限会社日考

研茨城に調査依頼をおこなう。承諾後、常陸大宮市教育委員会 。大和リース株式会社・有限会社日考研茨城は三者協

議を行い、平成20年 6月 11日 ～同年 12月 26日 まで本調査を実施した。

(常陸大宮市教育委員会)

第 2節 調査経過 とその概要
上ノ宿遺跡の本調査は、平成20年 6月 11日 から同年12月 26日 まで実施した。確認調査の結果に基づき、開発予定

区域全面12,787� を調査することとなった。まず重機による表土除去から開始し、遺構確認のための精査を入力に

より行う。また更に調査区西側ならびに東側では排水施設掘削予定地に幅 2mの トレンチ様調査区および南西側では
浄化槽施設予定地を追加調査区として設定し発掘が実施されている。先の確認調査で把握されていた黒色上の落ち込

み部はすべて堅穴建物跡であることが判明し、これら竪穴建物跡を中心に丁寧な精査を繰り返した。いずれの竪穴建

物跡も奈良 。平安時代に属し、調査区北端を除くほぼ全面から検出され、とくに南側調査区に集中して展開されてい

ることが判明した。その他中世以降の掘立柱建物跡や土坑を検出する。またわずかであるが縄文時代後期の土坑も確

認されている。なお、北側では中世段階の方形区画遺構が検出され、区画内には中世墓、竪穴遺構、土坑や柱穴が集

中していた。

今回の本調査区における古代の竪穴建物跡は64軒である。

8世紀前半から11世紀代に比定され、確認できるいずれの建

物はカマドが設置され、屋内に柱穴をもたない屋内無柱建物

が主体を占める。建物内からは多量の土師器・須恵器のほか

灰釉陶器が出土しており、特に灰釉陶器では耳皿が注目され

る。また、北側では中世を中心とする溝に区画された方形区

画遺構が検出され、区画内には土坑墓をはじめ竪穴遺構や土

坑、柱穴が集中して確認された。

最後に平坦で遺構密度の薄い調査区の北西側に lヶ所旧石

器文化層を確認するため 2m× 2mの グリッドを設定し深掘

調査を実施した。上層の七本桜軽石層および今市軽石層と下

層にあたる�層鹿沼軽石層が鍵層となっているが、明確な旧

石器文化層を検出できず、基本層序のみの観察となった。

なお、調査区の設定にあたっては、国家座標を基準とし、

調査区北西隅のX軸 =61,040m、 Y軸 =52,380mの交点を基

準点する20m× 20mのグリッドを設定し、遺構の所在および

遺構外出土遺物のすべての地点を明確にすることとした(第 1

図)。

また、遺構の記録は実測図の作成と写真撮影により行った。

遺構の図化については堅穴建物跡・掘立柱建物跡の平面図、

土層断面図は20分の 1の縮尺で作図を行っている。また土坑、
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第 3節 調査経過

カマドの平面図および土層断面図については10分の 1の縮尺の図面を作成した。さらに遺構写真は35mmのカラー

リバーサル・カラーフィルムにより撮影を行なった。

(大渕淳志・遠藤啓子)

第 3節 調査経過
現場の本調査は平成20年 6月 11日 から平成20年 12月 26日 までの 5ヶ 月間にわたって実施した。また整理作業は平

成21年 7月 28日 から平成21年 12月 27日 まで 5ヶ 月にわたって実施した。以下その概要を工程表で表記した。

(大渕淳志・遠藤啓子)

隠
平成20年 平成21年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 月 8月 9月 0月 1月 12月

調査準備
表土除去
遺構確認

騨

遺構調査 細 盛

補足調査
撤  収 鰯

這物洗浄
注  記
写真整理

齋

第 4節 遺跡の位置 と周辺遺跡
1.遺跡の位置 (第 2・ 3図 )

遺跡は、北緯36° 32′ 51″ 95、 東経 140° 25′ 9〃 97の茨城県北部、常陸大宮市宇留野3061-1他 14筆に所在
する。ここは水郡線常陸大宮駅東わずか600m、 旧国道118号線に並行し、市街地の東端に位置する。付近の台地は

八溝山系から延びた丘陵の一部が北から西側に突出した洪積世の台地が形成され、東に久慈川、西に那珂川によって

大きく分断され、さらに市街地西に流れる玉川によって三分される。遺跡の立地する通称大宮台地は久慈川と玉川に

挟まれた南北に細長く延びた舌状台地で、久慈川と玉川が下岩瀬付近で合流することによって収東する。こうした大

宮台地は両河川とその支流によってさらに侵食され複雑な地形を呈している。遺跡は東に流れる久慈川の右岸で、直

接影響を受け、より開析された比較的幅広く平坦な台地上に立地していめため、遺跡の範囲が明確に線引きできない。

すなわち標高53.5m前 後の平坦面が南北800m、 東西1500mま で延びており、北は部垂城跡(040)、 南は宇留野城跡

(038)に よって境されるものの、西側は玉川まで達する広さがあり、東端に位置する本遺跡から西側の玉川まで小規

模な中富遺跡(062)のわずか 1遺跡しか確認されていない。こうした状況のなか本遺跡は南北700m、 東西200mと い

う大規模な範囲が遺跡として周知されている。さらに平成15年に発掘調査を実施した「上宿上坪遺跡(094)」 とはほ

ぼ同一遺跡と理解してもよいほど遺跡の境は明瞭ではない。なお東側の久慈川低地との比高差は約32.5mを測る。調

査前の現況は畑地で、遺跡西側は市街の中心地である。

(大渕淳志・遠藤啓子)

2.周辺の遺跡 (第 3図 )

上ノ宿遺跡が立地する常陸大官市は東に久慈川、西に那珂川と県内を代表する主要河川に狭まれ、さらに中央には

玉川が流れ、県北部において水利に恵まれた稀にみる肥沃な環境を呈している。そのため旧石器時代から中近世に至

るまで多くの遺跡が周知されており、各時期それぞれ学史的に古くから注目されている遺跡が多いのも特徴である。

いま時期ごとに主な遺跡を列挙してみても、旧石器時代の梶巾遺跡、縄文時代の坪井上遺跡、高ノ倉遺跡。弥生時代

の小野天神前遺跡、上岩瀬富士山遺跡、小祝梶巾遺跡。古墳時代の下村田一騎山古墳や糠塚古墳。奈良・平安時代の

小野源氏平遺跡や鷹巣原遺跡等が知られている。これらはいずれも県内の歴史を語るとき必ず代表的な遺跡のひとつ

として挙げられ、しかも全体的にみていずれも数少ない発掘調査によって明らかにされた成果であり、逆にみると市

内どの遺跡の調査を実施しても注目度の高い成果が期待できることを示唆している。

さて、ここで本遺跡周辺遺跡の概要について、すでに市教育委員会で報告されている分布調査に基づき簡単に触れ

2
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第 2図 遺跡周辺地形図 (1:2,500)



第4節 遺跡の位置と周辺遺跡

対
爾
ヽ

117上 の宿遺跡 005坪井上遺跡 010鷹 巣原遺跡 OH宮 中遼跡 016引 田前遺跡 017北村田遺跡 019西 坪井遺跡 024松吟寺古墳 026富 士山古墳群 027-騎 山古墳群
028根本古墳辞 030上岩瀬富士山遺跡 035根 本古墳 037前 小屋館跡 038字 留野城跡 040部垂城跡 042鷹巣瓦窯跡群 044大宮自然公園遺跡 045査峯遺跡
056小中遺跡 062中 富遺跡 065抽 ケ台遺跡 070春 日神社前遺跡 071堂 山A遺跡 072前三ケ尻A遺跡 073後三ケ尻A遺跡 074後 三ケ尻 B遺跡 075熊の石遺跡
076額山B遺跡 079姥賀遺跡 090大 塚遺跡 092抽 ヶ台古墳 094上宿上坪遺跡 098山 根遺跡 099見 渡遺跡 107念仏塚 110堂 山B遺跡 ■ 1高野A遺跡
42高野 B遺跡 115北村田B遺跡 118仲下遺跡 ■9駄木所遺跡 120泉坂下遺跡 121根本後坪遺跡 122念仏塚遺跡 123上高作遺跡 124六 丁遺跡  131高渡遺跡
132姥賀東遺跡 137前 三ヶ尻 B遺跡 142富 岡七ツ塚群

4   第 3図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1125,000)



第 1章 序章

ていきたい。まず旧石器時代の遺跡については「梶中遺跡(007)」 で調査され、槍先形尖頭器が出土し、「/1ヽ野天神前

遺 FVA」 でも細石核が採集されている。そのほか市内最古といわれている「小野高ノ倉遺跡」および上坪遺跡(033)、

鷹巣戸内遺fEVI(034)が知られている。次ぎの縄文時代になると急に遺跡数が増えてくる◇周辺では昭和51、 58年に調

査された「梶巾遺跡(007)」 をはじめ、「諏訪台遺跡(050)」 「宮中遺跡(011)」 「富士山遺跡(003)」 等21遺跡が知られ、

また正式な調査は行われていないが、「河井台遺跡(096)」 では多量の石鏃が採集されている。そのほか中期の大集落

として確認された「坪井上遺跡」「高ノ倉遺跡」があり、縄文早期・中期から弥生時代に営まれた 「小野天神前遺跡」

は、主となる晩期段階で土偶や亀形土製品をはじめ石剣、石棒、独鈷石等祭祀具が多数出土している。そして当遺跡

は県内でも数少ない弥生時代中期前半まで継統され、市内に限らず県内を代表する遺跡のひとつとなっている。その

ほか周辺地域では、後期の「富士山遺跡(003)」 や 「梶巾遺跡(003)」 が著名である。以上のほか弥生時代の遺跡は明

確ではないものが多い。

古墳時代では須恵器や形象埴輪を含めた豊富な埴輪の出土が知られている「鷹巣古墳群(023)」 のほか、前方後方

墳である「富士山 4号墳」は墳長38mを測り、県内でも最古の吉墳のひとつとして周知されている。また「糠塚古

墳(022)」 は80mの大形古墳である。なお集落跡も数は少ないが報告されている◇「梶巾遺跡(007)」 では前・中期の

住居跡が検出されている。さらに玉川左岸には「雷神山横穴群(091)」 と「岩欠横穴群(139)」 があり、いずれも 5基

ずつ確認されている。

次ぎの奈良 。平安時代では本遺跡を含め市内の大半の遺跡で確認されており、その数は115遺跡以上にのぼり市内

の全体的の実に80%を占めている。そのなかで主要遺跡のひとつが 「鷹巣原遺跡(010)」 である。 8世紀中葉から10

世紀にかけて32軒の住居跡が確認されている。さらに隣接して「鷹巣瓦窯跡(042)」 が知られており、ここで焼かれ

た瓦が住居跡のカマド構築材として利用されていた。そのほか最近調査された「上宿上坪遺跡(094)」 や 「上坪遺跡

(033)」 でも明確な集落跡として注目されている。これらに本遺跡が加わることで久慈川中流域における 8世紀から

10世紀にかけての拠点的集落がより鮮明になってきた。最後に中世では城跡として詳細な測量調査を実施した「前

小屋城跡(037)」 をはじめ「宇留野城跡 (038)」 や 「菅又城跡(100)」 が知られているが、平成15年に発掘調査した

「上宿上坪遺跡(094)」 では宇留野城跡北西側の一郭に位置する集落遺跡で、明瞭な郭跡は確認できなかったものの、

溝や土坑から古瀬戸の平碗・茶壷、志戸呂の悟鉢、常滑の甕や内耳土器、さらに硯の出土が報告されている。また近

世の塚としては「富岡七ツ塚群(142)」 が確認されている。

表 1 上ノ宿遺跡と周辺遺跡一覧

(遠藤啓子)

番 号 適跡名 蓬IBll 時代|=氏翔 ＯＥ一番 遺勧名 織 け 錯織||1疇鞠

上ノ宿遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 額山A遺跡 集落跡 奈良・平安

鷹巣原遺跡 集落跡 儒文、奈 良・平安、 中世 077 額 山 B遺跡 集落跡 縄文 、奈 良・ 平安

宮中遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 082 鷹巣原 B遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

引田前遺跡 集落跡 奈良・平安 088 馬場先遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安

017 北村田遺跡 集落助 縄文、奈良・平安、中世 090 大塚遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

西坪井遺跡 集落跡 弥生、古墳、奈良・平安 雷神山横八群 横穴群 古墳

024 松吟寺 古痕 古 墳 古 墳 092 抽 ヶ台古煩 古墳 古墳

027 ―騎山古墳群 古墳群 古墳 上宿上坪遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安

028 根本古墳群 古墳群 古墳 096 河井台遺跡 集落跡 奈良・平安

鷹巣戸内遺跡 集落跡 旧石器、奈良・平安 田子内遠跡 集落跡 奈良・平安

035 根本遺跡 包蔵地 古墳 098 山根遠勘 集落跡 不 明

037 前小屋館跡 城館跡 奈良・平安、中世 見渡遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

038 宇留野城跡 城館跡 中世 107 念仏塚 経 塚 近 世

部垂城跡 城館跡 中世 高野B遺跡 集落跡 奈良・平安

044 大宮自然公園遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 115 北村 田B還跡 集落跡 奈良・平安、中世

萱峯遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安 駄木所遺跡 集落跡 奈良・平安

小中遺跡 集落跡 奈良・平安 泉坂下遺跡 集落跡 弥生

062 中富遺跡 集落跡 縄文、奈良 。平安 122 念仏塚遺跡 集落跡 古墳

抽ヶ台遺跡 集落跡 奈良・平安、中世 上高作遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

068 石幸遺跡 集落跡 奈良・平安 六丁遺跡 集落跡 奈良・平安

春日神社前遺跡 集落跡 古墳、奈良・平安 富岡七ツ塚群 塚群 近世

072 前三ケ尻A遺跡 集落跡 縄文、奈良 ,平安 高渡遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

073 後三ケ尻 A遺跡 集落跡 奈良・平安 姥賀東遺跡 集落跡 古墳、奈良・平安

後三ケ尻 B還跡 集落跡 縄文、奈良・平安、中世 前三ヶ尻B違跡 集落帥 奈 良・平安

075 熊の石遺跡 集落跡 奈良 平安



第 4節 遺跡の位置と周辺遺跡

第 4図 遺構配置図 (1)
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第 1節 概要

第 2章 検出された遺構と遺物

第 1節 概要 (第 4・ 5図 )
上ノ宿遺跡は南北700m、 東西200mと いう広大な範囲が遺跡として周知されており、東に流れる久慈川の右岸で、

標高53.5m前後の平坦面上に立地している。なお、昭和56、 59年 に隣接する地点が発掘調査され、縄文時代および

古代の集落跡が確認されただけではなく、さらに中世では宇留野城跡と密接に関連する集落跡として注目されていた

遺跡であり、今回の調査ではその集落の広がりが確認できた。しかし、以前調査された地点に隣接しているとはいえ、

限られた範囲であつたが、ここから旧石器時代の石器、縄文時代の土坑、奈良 。平安時代の堅穴建物跡、円形有段遺

構、土坑、中世の掘立柱建物跡、溝、方形区画遺構、土坑墓、土坑等が検出された。なお、現状は畑地であった。

第 2節 旧石器時代の調査 (第 6～ 8図 )
第 1項 概要
今回の調査で、旧石器時代に係る文化層を確認するために、深掘調査を実施した。調査区北西側に2× 2mのグリ

ッドを設定して調査した。あいにく明確な十日石器文化層や遺物は検出できなかったものの、市内の資料蓄積としてロ

ーム層の調査を行い、今後の調査の資料に供したい。ここでの鍵層はⅢおよびⅣ層の今市・七本桜軽石層と�層の鹿

沼軽石堆積層である。なお、旧石器時代の遺物として安山岩製の剥片 2点が調査区南側より出土した。

第 2項 基本層序 (第 6図 )
I層 黒色土(10YR2/1)表 土。耕作土である。
Ⅱ層 黒褐色土(10YR3/1)ロ ーム粒子・スコリア粒を含む。
Ⅲ層 浅橙色パミス層(5YR8/4)七本桜軽石層(Nt― S)。 粒子が粗く、締まりがある。
Ⅳ層 橙色パミス層(5YR7/8)今市スコリア層(Nt-1)。 粒子は比較的粗いが締まりがある。
V層 にぶい橙色土(7.5Y7/4)白 色粒子を含む。比較的締まりに欠ける。軟質ローム層である。
Ⅵ層 にぶい黄橙色土(10YR6/4)白 色粒子を含み、締まりがあり、堅緻である。硬質ローム層。
Ⅶ層 にぶい黄橙色土(10YR7/4)白色粒子を含む。締まりがあり、堅緻である。
Ⅷ層 にぶい黄褐色土(10YR5/4)白 色粒子を含む。締まりがあり、堅緻である。
Ⅸ層 にぶい黄褐色土(10Y4/3)縮まりがあり、粘性にとむ。堅緻である
X層 浅黄橙色土(10YR8/4)黄 色パミス粒を多く含む。
�層 黄色土(2.5Y8/6)赤 城一鹿沼(Ag― KP)の堆積層である。粒子は比較的粗く、締まりがあるが、粘性に欠ける。
�層 褐色土(10YR4/4)か なり硬く粘性にとむ。

I 黒色土層(iOYR2/1)    表土層 耕作土
Ⅱ 黒褐色主層(10YR3/1)   ローム粒子 パミス社を含む
nl浅橙色パミス層(5YR3/つ   七本桜軽石層(Mt S)
Ⅳ 橙色パミス層(6YR7/8)   今市スコリア層(NtH)
Vにふい橙色ローム層(■5YR7/41 ソフトローム
Mにぷい責糖色ローム層(,OYRS/41′ ―ヽドローム
Ⅶ にふい責橙色ローム層(10YR7/4)白 こスコリアを含む
Ⅷ にふい黄褐色ローム層(,OYRツつ 白色スコリアを合む
Ⅸ にふい黄褐色ローム層(10YR4/0硬 く 粘性がある
X浅 黄橙色スコリア層(10YR3/4)バ ミス社を多二に含む
� 黄色パミス層(25YV6)  赤競‐慶沼軽石(Ag KP)
� 褐色ローム層(,OYP4/41   硬く 粘性がある

第 6図
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基本層序グリッド

膠 ＼/貸

第 7図  旧石器時代遺物分布図・基本層序グリッド配置図 (PGl)
0                 40m
l         l         l

第 8図 旧石器時代の石器

第 3項 発見された旧石器時代の遺物 (第 7・ 8図 )
調査区南偵1か ら安山岩製の剥片 2点が出土した。出土層位はV層にぶい橙色軟質ローム層上面である。第 8図 1は

安山岩製の剥片である。形状は菱形を呈する縦長剥片である。裏面には良好のバブルが発展している。長さ4.92cm、

幅4.26cm、 厚さ0.75cm、 重量 10。98g。 2も安山岩製の剥片。横長剥片。表裏面とも大きく剥離している。長さ
5.29cm、 幅7.3cm、 厚さ0.99cm、 重量29,96gを測る。

(小川和博)

第 3節 縄文時代の遺構と遺物 (第 9～■図)
第 1項 概要
調査区から縄文時代後期初頭の土坑 3基が検出された。なかでも土坑SK179か ら完形に近い深鉢土器が覆土下層

から出土している。また周辺から縄文土器と伴に磨製石斧・台石が検出された。

第 2項 土坑 (第 9。 10図 )
1)土坑SK178(第 9図 )



第 3節 縄文時代の遺構と遺物

A5340
A5340

SK178

1 黒福色土(10YR3/1) rl― ム粒子を少二含む
2暗掲色工(10VR3/3) ローム粒子を多く含む
3黒褐色■(10VRe/2) 日―ム粒子を少量含む
4黒褐色土(10YR2/2) ローム粒子を多く含む
5黄褐色■(iOVR5/6) 日―ム粒子を多く合む

第 9図 縄文時代の土坑 (SK178。 179・ 180)

0                  10cm
I         I         I

第10図 土坑SK179出 土遺物

1 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子を少
=合
む

?黒褐色土(10VR2/2) ローム粒子を少二合む
0暗褐色土(10YR3/4) ローム粒子をわすかに含む

と

―

‰
SK180

1 暗褐色土(iOYR3/3) ローム粒子をわすかに含む
2黒揚色主(iOVR3/1) ローム粒子を少二含む
3黒裾色■(iO漁 2/か  ローム粒子を多く合む
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第13図 堅穴建物S101出土遺物

第12図 竪穴建物S101実測図

調査区の南側に位置し、平面形は確認面で長径 1.27m、 短径1.26mを 測り、円形を呈する。また検出面からの深度

は最大53.Ocmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる円筒形である。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固

められた痕跡は認められない。覆土は 4層に分層でき、自然堆積層である。遺物の出土はなかったが、覆上の締 りの

状況から判断して縄文時代と推定する。

2)土坑SK179(第 9・ 10図 )

調査区の南側に位置し、平面形は確認面で長径1.27m、 短径1.20mを 測り、円形を呈する。また検出面からの深度

は最大60.8cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる円筒形である。底面はほぼ平坦で、全林的に軟弱であり踏み固

められた痕跡は認められない。覆土は 3層に分層でき、自然堆積層である。遺物は完形に近い深鉢土器をはじめ、大

型深鉢土器の破片等が覆土下層から出土した。時期は後期初頭 。綱取 1式期である。

第 10図 1は 4単位の波状口縁をもつ深鉢で、体部が外側に張り出す。波頂郡は C字状沈線、もしくは横長の C字

状沈線を口縁上端部まで延長させ、さらに縦位沈線で充填させる。口頸部は無文帯。胴部は二本の平行沈線による」

字文を配し、沈線間を無文とする。地文は単節LRを充填させる。綱取 I式。 2は大型の深鉢。幅狭の日縁部を無文

帯とし、横位の鎖状隆帯を区画文とする。地文は単節LR縄文。綱取 1式。 3は深鉢胴部破片。逆U字区画文を垂下

させるる区画内はLR縄文を地文とする。 1・ 2よ りも古期であろう。
3)土坑SK180(第 9図 )

調査区の南側に位置し、平面形は確認面で長径 1.07m、 短径 0。94mを測り、楕円形を呈する。また検出面からの深

度は最大44.9cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面はほぽ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕

跡は認められない。覆土は 3層に分層でき、自然堆積層である。遺物の出土はなかったが、覆土の締りの状況から判

断して縄文時代と推定する。

第 3項 遺構外の縄文時代の遺物 (第 11図 )
1)縄文土器 (第 11図 1～ 4)
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I 黒褐色土(10YR3/1) 耕作土

:1言:::と串1孝う1):::患三争ζ三全;3;少塚a皇含む

i 黒褐色土(10YR2/2) 日―ム粒子をわすかに含む
2暗灰黄色■(25Y72)粘土社を多

=に
含む

3黒褐色土(101R3/ク ) ローム粒子 焼土粒をわずかに合む
4灰責掲色土(10S R4/2)焼 土粒を多く合む
S灰白色粘土(10YRyl)構 築材

0        1m
I    I    I

第15図 竪穴建物S123カマド実測図
第14図 堅穴建物S128実測図

0            2m
I     I     I

1は二本の平行描線による交互充填施文。単節LRの細縄文を地文とする。後期初頭・称名寺 1式期。 2は単節L
R縄文施文。 3は単節RL縄文施文。 4も単節RL縄文施文。 2～ 4は中期終末 。加曾利E4式に比定される。
2)石器 (第 11図 5。 6)
5は緑色凝灰岩製の定角式磨製石斧。断面隅丸方形を呈し、全体を丁寧に研磨されている。刃部の一部に刃潰れが

認められる。長10.8cm、 幅4,37cm、 厚さ2.79cm、 重量220,Ogを測る。 6は凝灰岩製の台石。表面は平坦に研磨さ

れ、中央に凹部を有する。長さ181.Ocm、 幅 114。57cm、 厚さ51.07cm、 重量1,565.Ogを 測る。

第 4節 古代の遺構と遺物 (第 12～ 181図 )
第 1項 竪穴建物跡
1)竪穴建物跡S101(第 12・ 13図 )
調査区の中央に位置し、建物西側は第 1次調査において発掘済である(小ナ|1他 2008)。 今回東側約 1/3を 調査す
ることができ、これをもって完掘することができた。規模は南北軸長4.13m、 検出された東西軸長1.50mで、第 1次

調査分を加えると3.87mを 測り、平面形は方形となる。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-14° 一W
を示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は13.5～ 23.Ocmを 測る。壁溝は全周する。規模は上面

幅で 15,0～ 24.Ocm、 深さ3.5～ 14.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は 1本穿ってある。 Plは径41,0× 30,Ocmの
楕円形、深さ53.Ocmを 測る。覆土はレンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは第 1次調査で調査済みである。

北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好であった。

遺物は土師器・イ。須恵器・必、甕が出土している。 1は土師器・郭。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施して
いる。 2～ 5は須恵器である。 2・ 3は邦。 4は高台付杯。 5は甕の胴下半部破片で、外面は夕タキにより器面調整
を施している。
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第16図 竪穴建物S128出土遺物 0                  10cm
l        l        l

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

2)竪穴建物跡S128(第 14～ 16図 )

調査区の北西側に位置し、建物西側は未調査区域に広がっており、全容を把握できない。規模は南北軸長4.10m、

検出された東西軸長1.90mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸

方位はN-6° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は33.0～44.Ocmを 測る。壁溝は

北辺に掘削部の欠ける部分がみられるが、検出された東辺および南辺で確認される。規模は上面幅で16.5～ 23.5cm、

深さ2.0～ 8.Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は1本確認できた。 Plは径30.0× 29.Ocmの 円形、深さ28.Ocmを測
る。覆土は 5層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は良

好である。北壁面を22.0～ 60.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ

120cm、 検出された両袖間の最大幅101.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郭、高台付邪、甕。須恵器・甕が出土している。 1～ 17は土師器である。 1～ 8は杯で内面がヘ

ラミガキの後に黒色処理を施している。 1の底部は回転糸切り。 5は外面に判読できないが墨書されている。 9は高

台付不。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。10～ 17は甕。 10～ 14は内湾気味の体部から口縁部は強く

ゝ

ｌ

呂即
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ローム粒子をわすかに合む
ローム粒子 ロームブロックを多く合む
ローム粒子をわすかに合む
ローム拉子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームブロックを多く合む
ローム粒子をわずかに含む
ローム粒子を多く含む
ローム粒子をわすかに合0(カ マド)
ローム粒子 焼■粒をわすかに合む (カマド)
向―ム粒子 焼土社をわずかに含む (カマド)

1 黒褐色■(10YR3/21  ローム粒子をわずかに含む
つ 黒褐色主(10YR2/9) ローム村子 擁土拉をわずかに合む
3黒協色土(10YR2/長 ) ローム粒子 焼■社をわすかに合む
4灰白0猪土(10VRν 81 構築材

0        1m
l    l    l

―
学

第17図 竪穴建物S129実測図 0                   2m
I        I        I

第18図 堅穴建物S129カ マド実測図

外反し、口縁端部は摘み上げられている。 15～

17の底部は木葉痕を残置している。 18～ 20は須

恵器。 18。 19は平行タタキ。21・ 22は土製品・

管状土錘で、紡錘状を呈する。21は長さ4.04cm、

幅2.17cm、  了し径0,40cm、  重量 15,12g。  22とま長

さ2.77cm、 幅1.81cm、 孔径0.43cm、 重量7.10g。

これら出土遺物は10世紀前葉に比定される。

3)堅穴建物跡S129(第 17～ 19図 )
調査区の北西側に位置し、建物東側は未調査区

域に広がっている。規模は南北軸長3.80m、 検出

された東西軸長1.55mを測り、平面形は方形を呈

するものと推定される。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-8° 一Wを示す。床面は

平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高

は22.5～ 30.Ocmを測る。壁溝は北辺に一部掘削

部が欠ける部分がみられるが、検出された西辺お

よび南辺で確認される。規模は上面幅で20.0～

27.Ocm、 深さ3.0～ 6.Ocmの横断面U字状を呈す

第19図 堅穴建物S129出土遺物

る。覆土は 8層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を43.Ocm三角形に掘り込んで煙道部と

している。規模は焚口部から煙道部までの長さ110.Ocm、 検出された両袖間の最大幅50.Ocm、 袖部構築材は灰白色

粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・ITh。 石製品である砥石が出土している。 3は珪質千枚岩製の砥石。長方形を呈し、表
面および側面に研磨面が認めら、とくに表面は研ぎ減りし凹面となる。長さ15,7cm、 幅7.22cm、 厚さ1.90cm、 重

量420.5g。

これら出土遺物は 9世紀代に比定される。

4)竪穴建物跡S130(第 20。 21図 )
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第20図 竪穴建物S130・ 31実測図
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第21図 堅六建物S130出土遺物
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0                  10cm
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第22図 竪穴建物S131出土遺物

調査区の北西側に位置し、建物東側大半が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長4.58m、 検出された東西軸

長 0。73mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されているものとすると主軸方位は

N-3° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は49.5～ 55.Ocmを 測る。覆土は 6層 に

分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・邦、高台付杯、甕。須恵器・甕が出土している。 1～ 3は土師器である。 1は杯の体郡破片。内面

はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 2は高台付郭の高台部の破片。高台は貼付け、内面はヘラミガキの後に

黒色処理。底面に判読できないが墨書されている。 4・ 5は須恵器。甕の胴郡破片、外面は平行夕タキにより器面調

整を施している。

これら出土遺物は 9世紀代に比定される。

5)竪穴建物跡S131(第 20。 22図 )

調査区の北西側に位置し、建物東側大半が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長3.04m、 検出された東西軸
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I黒掲色■(10YR2/り  耕作土

す:g三翻二|  ::二患ヨと::きヱ:サ多:雪 :言:
5暗 褐色■(10YR3/a) ローム粒子をわずかに含む

第23図 堅六建物S132実測図

長0,41mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定さ

れる。カマ ドは北壁に設置されているものとすると主

軸方位はN-7° 一Wを示す◇床面はほぼ平坦で、壁

面は外傾気味に立ち上がり、壁高は12.5～ 23.5cmを

測る。覆土は 3層に分層でき、レンズ状堆積を示す自

然堆積である。

遺物は土師器・杯、甕が出土している。 1は FThの底
部破片。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 2は小型
甕。これら出土遺物は 9世紀代に比定される。

6)竪穴建物跡S132(第 23図 )
調査区の北西側に位置し、建物東側半分が未調査区

域に広がっている◇規模は南北軸長3.19m、 検出され

た東西軸長2.12mを 測り、平面形は方形を呈するもの

と推定される。カマドは北壁に設置されているものと

すると主軸方位はN-2° 一Wを示す。床面はほぼ平
坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は7.0～ 13.5cmを 測る。南壁際に梯子穴が穿ってある。径24.0×
22.Ocm、 深さ25.Ocm。 覆土は 5層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は出土しなかったが、 9世紀代と推定する。
7)竪穴建物跡S133(第 24～ 26図 )
調査区の南西側に位置し、建物東壁辺のみ未調査区域に広がっている。規模は南北軸長4.43m、 検出された東西軸

長4.51mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-15° 一Wを示す。床面はほぼ平
坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は23.0～ 36.Ocmを 測る。壁溝は北辺に一部掘削部が欠ける部分がみられる

が、検出された西辺および南辺で確認される。規模は上面幅で15.0～ 39.Ocm、 深さ6.0～ 23.5cmの 横断面U字状を
呈する。柱穴は主柱穴 4本が穿ってある。 Plは径62.0× 58.Ocmの円形、深さ58.5cmo P 2は 径40.0× 28.Ocmの
楕円形、深さ54.5cmo P 3は 径47.0× 43.Ocmの 円形、深さ4■ 5cmo P 4は 径62.0× 55.Ocmの 円形、深さ5■3cm
を測る。覆土は 4層 に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。
カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を26.0～ 32.Ocm三 角形に掘り込んで煙

道部としている。規模は焚口郡から煙道部までの長さ109.Ocm、 検出された両袖間の最大幅95.Ocm、 袖部構築材は

灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郭、甕。須恵器・郭が出土している。

1・ 2は土師器。 1は FThで底部回転糸切り痕を残す。流れ込み資料であろう。 2は甕。膨らむ体部から口縁部が僅
かに外反する。 3・ 4は須恵器・郷。底部回転ヘラキリ。

これら出土遺物は 8世紀後葉に比定される。

8)堅穴建物跡S162(第 27図 )
調査区の南側に位置し、建物東側大半が未調査区域に広がっている。検出された規模は南北軸長2.05m、 東西軸長

0.23mを狽1り 、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されたものとすると主軸方位はN―
12° ―Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は18.5～ 24.Ocmを 測る。覆土は 4層
に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。
遺物は出土しなかったが、覆上の状況から9世紀代と推定される。
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, 黒褐色■(10熙′2) ローム粒子をわずかに含む
2黒褐0■(10YR2/9) ローム粒子 ロームプロックを少二含む
も 黒褐色■(10YR2/2) ローム粒子 ロームブロックを多く含む
4黒褐色■(10M12/3) ローム粒子をわずかに合む

第 2章 検出された遺構と遺物

①＞
―
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F5370

第24図 竪穴建物S138実測図
0            2m
I     I     I

i 黒掲こと(10YR3/2) ローム粒子をわずかに含む
2黒褐色土(10YR2/0) ローム粒子 燒土社をわずかに合む
3灰白色粘虫 il143/8)格 菓tr

0        1m
1    1    1

第25図 竪穴建物S133カマド実測図
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第26図 堅穴建物S133出土遺物
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耕作土
ローム粒子をわずかに含む
ローム粒子を多■に含む
ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む
ローム粒子 ロームプロックを多く含む

耕作i
rl―ム粒子 ロームフロックをわすかに含む
ローム粒子 ロームプロックを多とに含む
ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む

第27図 堅穴建物S162・ 63実測図
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第28図 竪穴建物S163出土遺物

9)竪穴建物跡S163(第 27・ 28図 )

調査区の南側に位置し、建物東側が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長3.28m、 検出された東西軸長

1.52mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドが北壁に設置されているものとすると主軸方位は

N-10° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は21.5～ 28.Ocmを 測る。覆土は 3層

に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・郭、高台付杯、会。須恵器・甕が出土している。 1～ 7は土師器。 1は年の体部下半部の破片。ロ

クロ成形で、底部は二次底部面を有し、二次底部面および底部は回転ヘラケズリ。内面はヘラミガキの後に黒色処理

を施し、外面に判読できないが墨書されている。 3は高台付杯の高台部の破片◇高台は貼付け、内面はヘラミガキの

後黒色処理。 4～ 7は甕。 4・ 5は内湾気味の体部から日縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられている。 8は

須恵器・甕。胴部破片で、外面は平行タタキにより器面調整を施している◇

これら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

10)竪穴建物跡S164(第 29～ 31図 )

調査区の南側に位置し、建物東側は未調査区域に広がっている。規模は南北軸長4.20m、 検出された東西軸長

2.91mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-3° 一E

を示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は16.0～ 30.5cmを 測る。壁溝は北辺に一部掘削部

が欠ける部分がみられるが、検出された北辺西側、西辺および南辺で確認される。規模は上面幅で15.4～ 24.Ocm、

深さ4.0～ 8.Ocmの横断面U字状を呈する◇柱穴は主柱穴 2本と梯子六と思われる南辺際に重複して 3本穿ってある。

Plは径23.0× 20.Ocmの 円形、深さ55.3cmo P 2は径35.0× 22.Ocmの楕円形、深さ11.7cmo P3は径15,0×

18
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1 にぷい傷色■(■ 5VR5/3)ロ ーム粒子、焼土社をわすかに含む
2褐色■(75YR4/0)  燒土社を多量に、 ローム粒子をわずかに合む
3灰賞褐色土(10YR4/分 ローム粒を少二含む
4灰自色粘■liOYR3/う カマド構築材

I   I   I

第30図 堅穴建物S164カ マ ド実測図
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耕作土
ローム粒子をわすかに含む
ローム粒子 ロームノロックを多とに含む
ローム粒子 ロームプロックを多く含む
回―ム粒子 ロームプロックを多く含む
ローム粒子をわすかに含む

第29図 竪穴建物S164実測図
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第31図 堅穴建物S164出土遺物
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第32図 堅穴建物S165実測図

1 にふい褐色土(■ 5VR5狛 )ロ ーム粒子 焼■泣をわすかに含む
2灰 白色粘土(10VR3/つ カマト構築材

0        1m
I    I    I

第33図 堅穴建物S165カマド実測図

13.5cmの 円形、深さ13.9cmを測る。覆土は 5層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺

に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を36.0～ 48.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。

規模は焚口部から煙道部までの長さ87.Ocm、 検出された両袖間の最大幅125.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築

されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・ lTX、 高台付郷、蓋。石製品の磨石が出土している。

1～ 5は土師器。 1～ 3は甕。内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、口縁端部は摘み上げられている。 4・ 5

は底部に木葉痕を残置している。 6～ 11は須恵器。 10は蓋。墨書がみられる。12は砂岩製の磨石。長さ5,30cm、 幅

4.52cm、 厚さ1.02cm、 重量31.58g。 これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

11)竪穴建物跡S165(第 32～34図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長4.36m、 東西軸長4.59mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置され
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第34図 竪穴建物S165出土遺物

ており、主軸方位はN-8° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は6.0～ 18.Ocmを

測る。壁溝は西辺と北辺に一部掘削部が欠ける部分がみられるが、検出された東辺および南辺で確認される。規模は

上面幅で 18.0～ 30,Ocm、 深さ3.5～ 17.Ocmの 横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 4本穿ってある。 Plは径

38.0× 36.Ocmの 円形、 深さ32.3cmo P 2イ よ径36.0× 32.5cmσ9円形、 深さ63.5cino P 31ま 径35,0× 30.Ocmの F]形、

深さ65,Ocmo P 4は 径60.0× 52.Ocmの 円形、深さ35,3cmを 測る。覆土は 2層に分層でき、 レンズ状堆積を示す自

然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁面を30.Ocm半円形に掘り込ん

で煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ71.Ocm、 検出された両袖間の最大幅82.Ocm、 袖部構築材

は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郭、塊、甕。須恵器 。年、蓋、甕が出土している。 1～ 9は土師器。 1は杯。体部ヘラケズリ。

10～ 16は須恵器。12～ 14は蓋。扁平のツマミが付く。 15。 16は甕の胴部破片で、外面はタタキにより器面調整を

施している。これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

12)竪穴建物跡S166(第 35～ 37図 )

調査区の南側に位置する。規模は南北軸長2.89m、 東西軸長2.91mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-0° を示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は2.5～ 15.5cmを 測る。

覆土は 2層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良で

ある。北壁面の掘り込みはなく、規模は焚口部から煙道部までの長さ112.Ocm、 検出された両袖間の最大幅72.Ocm、

袖部構築材は灰白色粘上で構築されている。

遺物は須恵器 。甕の破片が出土。外面はタタキにより器面調整を施している。 9世紀代と推定される。

13)竪穴建物跡S167(第 38～ 40図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長3.00m、 東西軸長3.1lmを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-3° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は16.0～ 21.Ocmを測る。

壁溝は全周し、上面幅で8.0～ 21.Ocm、 深さ2.0～ 3.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 2層に分層でき、 レンズ

状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を62.0～
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, 灰掲色主(75YR4/2) 日―ムブロックを多二に含む
2褐色■(75Y開 6)  焼土粒を多Дに ローム粒子をわずかに含む
3灰白色猫土(10漁3/, カマト構築材

0        1m
l    l    l

第36図 竪六建物S166カマド実測図

黒褐色土(10YR2/2) ローム粒子をわずかに含む
暗褐色土(iOYR3/3) ローム粒子をわずかに含む

第35図 竪六建物S166実測図
0                 10cm
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第37図  堅穴建物S166出土遺物

63,Ocm三角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道郡までの長さ117.Ocm、 検出された両袖間の

最大幅86.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・皿、甕。須恵器・郭、甕が出土。 1～ 8は土師器。 1は皿で外面に塁書「大家」と習書されている。
2～ 4は甕。 5・ 6は須恵器。 5の郭底部は回転ヘラキリ。 6は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施
している。これら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

14)竪穴建物跡S168(第41～43図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長3.56m、 東西軸長3.39mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-11° ―Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は17.5～ 34.5cm

を測る。壁溝は北辺に一部掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で12.0～ 23.Ocm、 深さ16.Ocmの横断面U
字状を呈する。柱穴は梯子穴で、 Pと は径35,0× 23.Ocrlaの 楕円形、深さ35.Ocmを 測る。覆土は 3層 に分層でき、 レ
ンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁面を63.0～

76.Ocm三 角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚目部から煙道部までの長さ121.Ocm、 検出された両袖間の

最大幅102.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・郭、高FTNが出土。 1～ 4は土師器・甕。 1・ 2は内湾気味の体部から口縁部は強く外
反し、日縁端部は摘み上げられている。 5～ 7は須恵器。 5のイ底部は回転ヘラキリ。これら出土遺物は 8世紀後葉
に比定される。

15)竪穴建物跡S169(第44～46図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長3.32m、 東西軸3.61長mを測り、平面形は方形◇カマドは北壁東寄りに設

置されており、主軸方位はN-8° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は10.0～ 26.Ocm

を測る。壁溝はほぼ全周するが、カマ ド脇に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で13.5～ 28.Ocm、 深さ

0.5～ 14.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 5層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁

辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を50.0～ 71,Ocm楕 円形に掘り込んで煙道部としている。

規模は焚口部から煙道部までの長さ112,Ocm、 検出された両袖間の最大幅117.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構
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1 にぶい褐色土(■ roNRS/4)ロ ーム粒子 焼主粒をわずか含む
2 に示い褐色土(75漁 S/4)燒 土tiを 多量に ローム粒子をわずかに含む
9灰 自色活土(10Y躙力)カ マド構築材

0        1m
l    l    l

第39図 竪穴建物S167カマ ド実測図

1 黒褐色主印OYR2/2)
2暗掲色土(iOh R9/3)

第38図 堅穴建物S167実測図

回―ム粒子 ロームノロックをわずかに合む
ローム粒子 ロームプロックをわすかに含む

0            2m
I     I     I

第40図 竪穴建物S167出土遺物
0                  10cm
l        I        I

築されている。

遺物は土師器・杯、高台付イ、甕。 1の邪体部はヘラケズリ。 2～ 6は高台付lTN。 内面はヘラミガキの後に黒色処

理を施している。 2の外面に判読できないが墨書されている◇これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

16)竪穴建物跡S170(第47・ 48図 )

調査区の中央に位置する。建物東側半分が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長3.48m、 検出された東西軸

長1.54mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されているものとすると主軸方位は

N-7° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は8.5～ 15.5cmを測る。覆土は 4層 に
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1 褐色土(7 5YR4/6)  焼土粒を多量に ローム粒子をわすかに含む
2 に心(い裾色土(75YR5/4)   焼主粒を多二に ローム粒子をわすかに合む
3灰白色粘土(101R3/1)カ マト構築材

0        1m
l    l    l

第42図 堅穴建物S168カマ ド実測図

i 黒掲色■(iOYR2/2)
2黒褐色■(iOYR3/2)
3暗褐こ■(10YR3/0)

第41図 竪穴建物S168実測図

ローム粒子 ロームノロックをわすかに含む
ローム粒子 ロームブロックを多二に含む
ローム粒子 ロームフロックをわずかに合0

0           2m
I     I     I

第43図 堅穴建物S168出土遺物

分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・郷が出土している。 1の ITh内面はヘラミガキが施している。 9世紀代と推定する。
17)竪穴建物跡S171(第 49～ 51図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長3.16m、 東西軸長3.79mを測り、平面形は方形◇カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は8,0～ 18,5cmを

測る。壁溝は北辺東側と東辺北側に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で12.5～ 15,5cm、 深さ0.5～

6.5cmの 横断面U字状を呈する。柱穴は隅柱穴 4本と梯子穴 1本の計 5本が穿ってある。隅柱穴のPlは径19.0×
17.5cmの 円形、深さ2■Ocmo P 2は径 17.5× 16.5cmの 円形、深さ22.Ocmo P3は 径 16.5× 15.Ocmの 円形、深さ

23.Ocmo P 4は 径 18.0× 15.Ocmの 円形、深さ25,Ocm。 梯子六P5は径20,0× 20.Ocmの 円形、深さ8.Ocm。 覆土は
2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好で
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1 黒福色虫 iOYR2/2) ローム粒子 「H―ムブロックをわずかに含む
2褐色土(10YR4/4)  ローム粒子を多く、ロームプロックをわずかに含む
3暗傷色■liOYR3/3) ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む
4黒褐色■liOYR3/2) ローム粒子 ロームプロックを多二に含む
5暗褐色■(10YR3/4y  口_ム 粒子 ロームフロックをわずかに含む

第44図 竪穴建物S169実測図   。        2m
1    1    1

1 鵜色土(75Y庶4/6)  焼土粒を多二に、ローム粒子をわすかに合む
2 にぷい場色土(7う漁S/4)焼土粒を多二に、仰―ム粒子をわずかに含む
0灰黄褐色土(10YR4/2)ロ ーム粒を少二含む
4灰 白色IhittOYR3/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第45図 竪穴建物S169カマド実測図

第46図 竪穴建物S169出土遺物

ある。北壁面を47.0～ 50,Ocm楕 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ118.Ocm、

検出された両袖間の最大幅97.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。甕。須恵器 。杯、蓋、甕が出土。 1～ 4は土師器・甕で、 3の底部に木葉痕が残置している。 5～

9は須恵器。 6の坪底部は手持ちヘラケズリ。これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

18)竪穴建物跡S172(第 52～ 54図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長3.30m、 東西軸長3.85mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-11° ―Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は9.0～ 16.Ocmを測る。
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第48図 竪穴建物S170出土遺物
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第47図 竪穴建物S170実測図

壁溝は北辺西側、西辺北側に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で11.0～ 24.Ocm、 深さ2.0～ 11.5cmの

横断面U字状を呈する。柱穴は 8本穿ってある。主柱穴 4本と壁柱六 4本で、主柱穴Plは径 18.5× 17.Ocmの 円形、
深さ52.5cmo P 2は 径 18.5× 18.Ocmの 円形、深さ53.5cmo P 3は 径21.5× 19,5cmの 円形、深さ48.5cmo P 4は

径19.0× 17.Ocmの 円形、深さ49.5cm。 壁柱穴北側 P5は径 18.0× 15.Ocmの 円形、深さ40。 lcmo P 6は 径25.0×
21.Ocmの 楕円形、深さ37.Ocm。 壁柱穴南側 P7は 径22.0× 16.5cmの 精円形、深さ39.Ocmo P 8は径22.0×
20.Ocmの 円形、深さ47.Ocmを 測る。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺

に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁面を25.0～ 43,Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。規

模は焚口部から煙道部までの長さ117.Ocm、 検出された両袖間の最大幅132.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築

されている。

遺物は土師器 。郷、甕。須恵器 。甕。土製品である管状土錘 5点。 1～ 3は土師器。 1の不体部はヘラケズリ。 4
の須恵器 。甕の胴部破片で、外面はタタキにより器面調整を施している。 5～ 9は管状土錘である。計測は下記のと
おりである。

番号 長さcm ttcm孔径 重量g  番号 長さcm ttcm孔径 重量g  番号 長さcm ttcm孔径 重量g
5   5.96  1.62 0.47 14.26    6   5.81   1.26 0.40  8.18     7   5。 30   1.15 0,49  4.68

8   4.07  1.30 0.50  4.10     9   4,94   1,37 0.50  6.22

これら出土遺物は 8世紀前葉に比定される。

19)竪穴建物跡S173(第 55～ 57図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長4.63m、 東西軸長4.48mを 測り、平面形は方形◇カマ ドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-4° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は17.0～ 27.Ocmを測る。

壁溝はほぼ全周し、規模は上面幅で14.0～ 38.Ocm、 深さ2.5～ 17.5cmの 横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 4本

とカマ ド両脇の壁柱穴 2本の 6本穿ってある。主柱穴 Plは径33.0× 26.Ocmの楕円形、深さ43.Ocmo P 2は 径
36.0× 30.Ocmの 楕円形、深さ62.5cmo P 3は 径44.5× 40,Ocmの円形、深さ53.Ocmo P 4は 径55.0× 47.Ocnlの 精

円形、深さ63.5cm。 壁柱穴西側P5は径34.0× 24.Ocmの 楕円形、深さ40.Ocm。 東側P6は径34.0× 29.Ocmの楕円
形、深さ47.Ocm。 覆土は 4層に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、
遺存状況は比較的良好である◇北壁面を51,0～ 60.Ocm三角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙

道郡までの長さ144.Ocm、 検出された両袖間の最大幅 135.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・ FTh、 甕。石製品である砥石。 1～ 4は土師器 。甕。 5～ 10は須恵器で、 5・ 7,8

26
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第49図 竪六建物S171実測図
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第54図 竪穴建物S172出土遺物
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2暗褐色土(10VR3/3) ローム粒子 ロームブロックをわすかに合む
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0            2m
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2黒掲色土(10YR3/2) ローム粒子、焼土粒をわずかに含む
0灰白色粘土(iOYR8/1)カ マド構築材

0        1m
1    1    1

第53図  竪穴建物S172カマド実測図
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第55図 竪穴建物S173実測図
0            2m
l     l     l

1 黒揚色土(10VR3/2) ローム粒子 焼三社をわずかに合む
2 にぶい褐色虫 75漁蜘 _燒土社を多二に ローム粒子をわすかに含む
3灰白色粘■(10Y艇掬 )カマド構築材
4騒灰質泥岩     カマド構築材

0        1m
l    l    l

第56図  竪穴建物S173カマ ド実沢1図

の底部回転ヘラキリ。 9は手持ちヘラケズリ。 10は甕で外面はタタキにより器面調整を施している。 11は凝灰岩製

の砥石。わずかに弓なりに湾曲し、断面長方形。表面および両側面に研磨面がみられ、とくに図左側面の研ぎ減りは

著しい。長さ14.49 cm、 幅5.64cm、 厚さ4.35cm、 重量465,Og。 これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

20)堅穴建物跡S174(第 58・ 59図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長4,48m、 東西軸長5.03mを測り、平面形は方形。削平されているが、カマ

ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-10° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高

は1.0～ 6.5cmを測る。壁溝はほぼ全周し、規模は上面幅で10.0～ 22.Ocm、 深さ4.0～ 13.Ocmの 横断面U字状を呈す

る。柱穴は主柱穴 4本 と梯子穴 1本の 5本穿ってある。主柱穴 Plは径32.0× 30.Ocmの 円形、深さ47.5cmo P 2は
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第57図 竪六建物S173出土遺物

＼

1 0cm □

径41.5× 28.Ocmの精円形、深さ71,Ocmo P 3は 径51.0× 48.Ocmの 円形、深さ32.5cmo P 4は 径43.0× 39.Ocmの

円形、深さ22.4cm。 梯子穴 P5は径36.5× 34.Ocmの 円形、深さ20.lcmを 測る。覆土は黒褐色土の単一層。自然堆
積である。カマドは削平され、規模等について不明である。

遺物は土師器・甕。須恵器・蓋。土製品である管状土錘。 1～ 3は土師器。 4は須恵器。 3の底郡はヘラケズリ。

5は管状土錘で、紡錘状を呈する。長さ 4.46cm、 幅 1.45cm、 孔径0.60cm、 重量7.72g。 これら出土遺物は 8世紀

中葉に比定される。

21)竪穴建物跡S175(第 60～ 62図 )

調査区の中央に位置し、建物西側半分は未調査区域に広がっている。規模は南北軸長 5。54m、 検出された東西軸長

2.70mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されており、主軸方位はN-11° 一

Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は3.Ocmを測る。壁溝は東辺に一部掘削部が欠ける部

分がみられる。規模は上面幅で12.0～ 19.Ocm、 深さ4.0～ 12.Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 2本検出
できた。 Plは径38.5× 34.Omの円形、深さ67.lcmo P 2は 径45,0× 42.Ocmの 円形、深さ61,9cmを 測る。覆土は

明瞭ではない。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を6.Ocm半円形に掘り込んで煙道

部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ71.Ocm、 検出された両袖間の最大幅72.Ocm、 袖部構築材は灰白

色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕が出土。 1の 口縁部は短く外反する。 2の底部に木葉痕が残置する。これら出土遺物は 8世紀代
に比定される。

22)堅穴建物跡S176 (第 63・ 64図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長2.24m、 東西軸長2.25mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-12° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は6.5cmを測る。柱穴

は梯子久 1本が穿ってある。 Pl径 21.0× 18.5cmの 円形、深さ26.Ocmを 測る。覆土は自然堆積であろう◇カマ ドは
北壁辺に設置されているものの、遺存状況は不良で、袖部が削平されている。北壁面を28.0～ 44.Ocm半円形に掘り

込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道部までの長さ70.Ocm、 検出された両袖間の火床部は最大幅43.Ocm

を預1る。
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第58図 竪穴建物S174実測図

第59図 竪穴建物S174出土遺物
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遺物は土師器・甕が出土。底部破片である。 9世紀代と推定する◇

23)竪穴建物跡S177(第 65・ 66図 )

調査区の中央に位置し、建物東側は未調査区域に広がっている。規模は南北軸長3.61m、 検出された東西軸長

3.82mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。削平されているが、カマ ドは北壁に設置されており、主軸

方位はN-13° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は7.5～ 20,Ocmを測る。壁溝はほぼ全

周し、規模は上面幅で11.0～ 23.Ocm、 深さ0.5～ 16.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 1本 と梯子穴 1本

の 2本が検出できた。主柱穴Plは径26.5× 19.5mの楕円形、深さ57.5cm。 出入日部の規模は、南北軸長67.Ocm、

東西軸長101,Ocmを 測り、その内側に梯子穴P2が穿ってある。径59.0× 42.Ocmの 円形、深さ5。2cmを測る。カマ

ドは削平され規模等は不明である。覆土は 4層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。
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1 にぷい褐色土(7 6N RS/41焼 主粒を多二に ローム粒子をわすかに含む
2灰白色活土(10YRB/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第61図 竪穴建物S175カマド実測図

第60図 堅穴建物S175実測図
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0                  10cm
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第62図 竪穴建物S175出土遺物

遺物は土師器・杯、甕。須恵器・杯、甕。石製品である紡錘車、鉄製品である鉄鏃が出土している。 1～ 5は土師

器。 1の郷底部は回転ヘラケズリ。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。4の甕底部に木棄痕が残置する。

6～ 9は須恵器。 6。 7の杯底部はいずれも手持ちヘラケズリ。 9は甕の胴部破片で、外面はタタキにより器面調整

を施している。 10は滑石製紡錘車。側面を直線的に削って調整して円筒形としており、丁寧な造作である。上面径

4.36cm、 下面径4.07cm、 高さ2.88cm、 孔径0.69cm、 重量 103.5g。 11は鉄鏃の茎部折損品。錆化が著しい。長さ

3,31cm、 刃幅1.23cm、 刃厚さ0.21cm、 重量4.18g。

これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

24)竪穴建物跡S178(第 67～ 69図 )

調査区の中央に位置し、北東および南東側に撹乱を受けている。規模は南北軸長2.44m、 東西軸長3.37mを 測り、

平面形は長方形を呈する。カマ ドは東壁に設置されており、主軸方位はN-87° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面

は外傾して立ち上がり、壁高は6.5cmを測る。覆土は自然堆積である。カマドは東壁辺に設置されており、遺存状況

はやや不良である。北壁面を50.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口郎から煙道部までの長さ
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第64図  竪穴建物S176出土遺物
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i 黒褐色主(iOYR3/1) ローム粒子をわすかに含む

第63図 堅穴建物S176実測図

73.Ocm、 検出された両袖間の最大幅66.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は須恵器・ FTXが出土。 2の杯底部は回転ヘラケズリ。 9世紀前葉と推定する。

25)竪穴建物跡S179(第 70～ 72図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長2.54m、 東西軸長2.73mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-6° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾気味に立ち上がり、壁高は3.0～ 10.Ocmを測る。

覆土は自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を5.0～ 8.Ocm半 円形に

掘り込んで煙道部としている。規模は焚田部から煙道部までの長さ74.Ocm、 検出された両袖間の最大幅65.Ocm(袖

部なし)、 を測るものと推定する。

遺物は鉄製刀子 1点のみである。 1は刃先及び茎端を折損している細身の刀子。現存する長さ6.67cm、 刃幅

0.50cm、 背幅0.36cm、 重量6.66g。 出土は刀子 1点のみであり、時期を確定できないが、 9世紀代であろう。

26)竪穴建物跡S180(第 73～ 75図 )

調査区の中央に位置し、規模は南北軸長3.31m、 東西軸長3.99mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-4° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は11.5～22.5cmを 測る。

壁溝は北辺に一部掘削部が欠ける部分がみられるが、検出された西辺および南辺で確認される。覆土は 2層に分層で

き、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁面を

52.0～ 61,Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道部までの長さ84.Ocm、 検出された両袖

間の最大幅118.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・高台付郭、甕、甑。鉄滓 1点が出土。 1は高台付郭の底部破片。内面はヘラミガキの後に黒色処理

を施している。 5は鉄滓で、婉形津である。重量は150.5gである。

9世紀代と推定する。

27)竪穴建物跡S181(第 76・ 77図 )

調査区の南西側に位置し、規模は南北軸長2.77m、 東西軸長2.86mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-12° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は2.5cmを測る。

覆土は自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を20.0～ 35.Ocm楕円形

に掘り込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道郡までの長さ68.Ocm、 検出された両袖間の最大幅67.Ocm、

袖部構築材は灰白色粘土で構築されている◇

遺物は土師器・甕の口縁部破片が 1点出土している。出土遺物は 8世紀代であるが、遺構の形状から9世紀代と推

四
回ゆ
∞
〇
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2黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子 ロームプロックを多ゑに合む
e暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む
4黒侶色■(10YR2/2) ローム粒子 ロームプロックを多く含む

第65図 竪穴建物S177実測図
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第66図 竪穴建物S177出土遺物
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第 2章 検出された遺構と遺物

B5350   装

C―

A―

, 黒褐色■(10VR3/2) ローム粒子 焼主粒をわずかに含む
2 にぷい福色■(7SYRS/4)焼土粒を多Дに □―ム粒子をわすかに含む
3灰 白色粘主印OVR8/i)カ マド構築″

0        1m
1    1    1

第68図 竪穴建物S178カマド実測図

i 黒褐色■(iOYR9/1) 霞―ム粒子をわすかに含む

c5350 ―C′

第67図 竪穴建物S178実測図 第69図 堅穴建物S178出土遺物
0            2m
l     I     I

定する。

28)竪穴建物跡S182(第 78～ 80図 )

調査区の南西側に位置し、規模は南北軸3.40長 m、 東西軸長3.12mを 測り、平面形は台形に近い方形。カマ ドは北

壁に設置されており、主軸方位はN-14° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は11.0～

20.5cmを 測る。壁溝は南辺西側、西辺南側で確認され、その規模は上面幅で10.0～ 17.5cm、 深さ1.5～ 2.Ocmの横

断面U字状を呈する。覆土は自然堆積である。カマドは東壁辺と北壁辺の2ヶ 所確認でき、すでに東壁辺カマ ドは破

壊され、新期に北壁辺に設置されている。北壁辺の遺存状況は比較的良好である。北壁面を26.0～ 43.Ocm半円形に

掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ74.Ocm、 検出された両袖間の最大幅100.Ocm、

袖部構築材は灰白色粘土。また東壁面は43.0～ 53.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。火床の規模は長さ

58.Ocm、 最大幅70,Ocmを 測る。

遺物は土師器・辱、皿、甕。須恵器・甕。石製品として砥石が出土。 1～ 9は土師器。 1～ 4は杯で、 3の底部に

判読できないが墨書されている。 11は珪質千枚岩製の垂飾り。小型の撥形を呈し、右端部が欠損している。また頂

部に穿孔されている。長さ 5.03cm、 幅3.14cm、 厚さ0.72cm、 重量 17.74g。 これら出土遺物は 9世紀後葉に比定

される。

29)竪穴建物跡S183(第 81図 )

調査区の南西側に位置し、北西側および南東側に大きく撹乱を受けている。規模は南北軸長2.35m、 東西軸長

2.82mを 測り、平面形は長方形を呈する。カマ ドの設置は不明である。北軸を主軸とすると、主軸方位はN-1° 一

Eを示す。床面はほぼ平坦で、明瞭な壁面を確認できるのは少ないが、壁高は1.0～ 2.Ocmを測る。覆土は確認でき

なかった。

遺物の出土はなく、時期は不明である。
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第 4節 古代の遺構と遺物
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i 黒掲色土(iOYRO/2) ローム粒子 焼土粒をわすかに含む
2 にぷい桐色土(7辞R6/4)焼主粒を多二に コーム粒子をわすかに含む
0灰 自色粘■(iOYRB/1)カ マド構築材

0        1m
1    1    1

第71図 竪穴建物S179カマド実測図

i 黒褐色主印ON lle/1) 日―ム粒子をわずかに含む

0           2m

第70図 竪穴建物S179実測図 静

こ

9    ■ 。 1

第72図 竪穴建物S179出土遺物

30)竪穴建物跡S184(第 82・ 83図 )

調査区の南西側に位置する。建物西側大半が未調査区域に広がっている。確認できる規模は南北軸長3.00m、 検出

された東西軸長0,65mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されているものとする

と、主軸方位はN-12° ―Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は11.5～ 17.Ocmを測る。覆
土は 5層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は須恵器・郭が出土している。 1の邦底部は回転ヘラキリ。 8世紀後葉に比定される。
31)竪穴建物跡S185(第 84～ 86図 )

調査区の南西側に位置し、規模は南北軸長2.85m、 東西軸長3.23mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-9° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は16.Ocmを測る。柱穴
は梯子穴 1本穿ってある。 Plは径42.0× 25.Ocmの 楕円形、深さ22.5cmを測る。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状
堆積を示す自然堆積である。

カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を22.0～ 42.Ocm箱形に掘り込んで煙道部とし

ている。規模は焚口部から煙道部までの長さ80.Ocm、 検出された両袖間の最大幅79.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土

で構築されている。

遺物は土師器・イ、皿、高台付杯、甕が出土。 1～ 7の郷内面はヘラミガキの後に黒色処理。 4の外面に判読でき
ないが墨書されている。 8。 9は皿、 10は高台付lTh。 いずれも内面はヘラミガキの後に黒色処理。11～ 22は甕。こ

れら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

32)竪穴建物跡S186(第 87～ 89図 )

調査区の南西側に位置し、西側でS187と重複している。本跡が新期である。規模は南北軸長2.24m、 東西軸長

2.52mを 測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-4° 一Wを示す。床面は平坦で、壁
面は外傾して立ち上がり、壁高は2.0～ 5.5cmを 測る。覆土は自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、

遺存状況は不良である。北壁面を35.0～ 42.Ocm三角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚田部から煙道部ま

での長さ75,Ocm、 検出された両袖間の最大幅63.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘上で構築されている。

遺物は土師器・郷、皿、鉢。須恵器・杯が出土。 1～ 5は土師器。 1・ 2の郭内面はヘラミガキの後に黒色処理。
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第 2章 検出された遺構と遺物
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i にぷい褐色土(iOVR4/3)ロ ーム粒子焼■粒をわずかに合む
2掲色■17 5YR4/4)  焼主粒を多二に、日―ム粒子をわずかに合む
3灰自色粘■(10YR9/1)カ マト構築″

0        1m
l    l    l

第73図 竪穴建物S180カマド実測図

1 黒掲色土(10VR2/2)
2黒掲色土uOYR3/2)

第73図 竪穴建物S180実測図

ローム粒子 「H―ムフロックをわずかに含む
ローム粒子を多二に合む

0            2m

鍮
Ψ
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一

第75図 竪穴建物S180出土遺物
0                  10cm
I        I        I

3・ 4は皿。外面に墨書「真家」と習書されている。 4の外面には「家」と墨書されている。 5は鉢で、内面はヘラ

ミガキの後に黒色処理。これら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

33)竪穴建物跡S187 (第 87・ 90図 )

調査区の南西側に位置し、北東側でS186に切られている。規模は南北軸長2.67m、 東西軸長2.54mを測り、平面形

は方形。カマドは北璧に設置されており、主軸方位はN-0° を示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上が

り、壁高は1.Ocmを測る。覆土は 8層 自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。

北壁面を45.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道部までの長さ49,Ocm、 検出された両

袖間の最大幅51.Ocm。

遺物は土師器・甕が出土。 9世紀代に比定される。
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i 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子をわすかに合む

第76図 堅六建物S181実測図
0            2m
l     1     1

第 4節 古代の遺構と遺物

0                  10cm
i        l        l

第 77図  堅穴建物S181出土遺物

34)竪穴建物跡S188(第 91～ 93図 )

調査 区の南西側 に位置 し、規模は南北軸長

4,07m、 東西軸長4.10mを沢1り 、平面形は方形。

カマ ドは北壁に設置されてお り、主軸方位はN―

5° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾し

て立ち上がり、壁高は7.5～ 22.Ocmを測る。壁溝

は全周し、規模は上面幅で 11.0～ 24.Ocm、 深さ

1,0～ 8.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は梯子

穴 1本穿ってある。径39.0× 31.Ocmの 楕円形、深

さ23.3cmを測る。覆土は 3層に分層でき、レンズ

状堆積を示す自然堆積である。

カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁面を59.0～ 72.Ocm三角形に掘り込んで煙道

部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ117.Ocm、 検出された両袖間の最大幅114.Ocm、 袖部構築材は

灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。甕。須恵器 。ITh、 甕が出土。 1は土師器・甕。 2は須恵器・蓋。扁平のツマミが付く。 3は甕の胴

部破片で、外面はタタキにより器面調整を施している。これら出土遺物は 8世紹中葉に比定される。

35)竪穴建4/JttS189 (第 94～ 96図 )

調査区の南西側に位置し、南側が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長2.90m、 検出された東西軸2.98長m
を測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-8° 一Wを示す。

床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は11.0～ 17.5cmを 測る。覆土は 4層 に分層でき、レンズ状

堆積を示す自然堆積である。カマ ドは新旧 2基確認でき、2基ともに破壊されているが、北側カマ ド1が新期である。

北壁面を31,0～47.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚田部から煙道部までの長さ83.Ocm、 検出さ

れた両袖間の最大幅53.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。古期のカマ ド2東壁面を31.0～40.Ocm半

円形に掘 り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ67.Ocm、 検出された両袖間の最大幅

51.Ocm。

遺物は土師器・邪、甕。須恵器・長頚瓶、甕が出土。 1～ 7は土師器。 l～ 3の郭内面はヘラミガキの後に黒色処

理。底部回転ヘラケズリ。 8・ 9は須恵器。 8は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。これ

ら出土遺物は 9世紀後葉に推定される。

36)竪穴建物跡S190(第 97～ 99図 )

調査区の北西側に位置し、南側大半が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長0.28m、 検出された東西軸長

3.54mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されており、主軸方位はN-7° 一W
を示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は17.0～ 25.Ocmを測る。覆土は 5層 に分層でき、

レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁面を

34.50cm半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ62.Ocm、 検出された両袖間の

最大幅113.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・高台付 lTh、 甕。須恵器・郷が出土。 1の高台付イ内面はヘラミガキの後に黒色処理。 3の須恵器・
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1 黒褐色■liOYRe/2) ローム粒子 焼土社をわずかに含む
2灰賣褐0■liOYR4/2)ロ ーム粒を少二含む
3灰白色粘虫 ,OYR3/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第79図 堅穴建物S182カ マド実測図
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郭。底部は回転ヘラケズリ。これら出土遺物は 9世紀前棄に比定される。

37)竪穴建物跡S191(第 100。 101図 )

調査区の北西側に位置し、南東隅部のみ検出されている◇規模は検出された南北軸長2.34m、 東西軸長2.67mを 測

り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されているものとすると、主軸方位はN-3° 一

1 黒褐色土(10VR2/2) ローム粒子 ‐焼土社をわずかに合む
2黒褐色主(10YR3/2) ローム粒子を多

=に
合む

第78図 竪穴建物S182実測図 0            2m
i     l     l

_盆_8
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第82図 竪穴建物S184実測図

第83図 堅穴建物S184出土遺物

Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は3.0～ 7.Ocmを 測る。壁溝は確認面で全周 し、
その規模は上面幅で17.0～ 20,Ocm、 深さ3.0～ 5.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴1本穿ってある。 Pl
は径21.0× 21.Ocmの 円形、深さ33.Ocmを測る。覆土は 5層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・邦が出土◇内面はヘラミガキの後に黒色処理。底部は回転ヘラケズリ。これらは 9世紀前葉に比定

される。

38)竪穴建物跡S192(第 102～ 105図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長4.56m、 東西軸長4.40mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-9° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は21.0～43.Ocmを

測る。壁溝は北壁辺、東壁辺北側、西壁辺北側に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で9.5～ 21.Ocm、 深

さ1.0～ 11.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 2層 に分層でき、埋め戻し土層である。カマドは北壁辺に設置され
ており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を40.0～ 62.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口

部から煙道部までの長さ119,Ocm、 検出された両袖間の最大幅114.Ocm、 袖部構築材は凝灰岩と灰自色粘土で構築

されている。

遺物は土師器・郭、皿、鉢、台付甕、甕。須恵器・甕、灰釉陶器・長頚瓶が出土。 1～ 51は土師器。 1～ 17は 17X

で、FTX内面はヘラミガキの後に黒色処理。 13。 15の底部回転糸切り。20。 21は墨書土器。 18。 19,22～ 30は皿、

内面はヘラミガキの後に黒色処理。31は鉢。内面はヘラミガキの後に黒色処理。32は台付甕。33～ 51は甕。33～

45は内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられている。46・ 47は底部に木葉痕を残置する。

52は灰釉陶器・長頸瓶の口縁部破片。65は瓶の底郡破片。55は管状土錘。細長い紡錘状を呈する。長さ7.01cm、 幅

1,73cm、 孔径0.40cm、 重量 14.5g。 56は結晶片岩製の砥石。下端を折損している。形状三角形を呈し、両面 。両狽J

面に研磨面がみられる。長さ8.51cm、 幅3.62cm、 厚さ2.27cm、 重量83.Og。 57は鉄津。重量41,32g。 これら出土

遺物は 9世紀後葉から10世紀前半に比定される◇

39)竪穴建物跡S193(第 106～ 108図 )
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第88図 堅穴建物S186カ マ ド実測図

' 
黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子をわすかに含む
2暗偶色土(10YR3/3) ローム粒子 ロームプロックをわすかに含む

3黒掲色■(10YR3/1) ローム粒子をわずかに含む

第87図 堅穴建物S186・ 87実測図   。        2m
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第89図 竪穴建物S186出土遺物
0                  10cm
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第90図 竪穴建物S187出土遺物 10cm

調査区の南側に位置 し、規模は南北軸長5,10m、 東西軸長 5。32mを測 り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置され

てお り、主軸方位はN-1° ―Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾 して立ち上が り、壁高は4.5～ 14,Ocmを測
る。壁溝は全周し、規模は上面幅で10,0～ 21.Ocm、 深さ0.5～ 6.Ocmの横断面 U字状を呈する。柱穴は主柱穴、壁柱
穴、カマ ド脇の壁柱穴、梯子穴の計7本穿ってある。主柱穴は 3本で、 Plは径44.5× 42.Ocmの 円形、深さ53.8cm。
P2イま径34.0× 29,Ocmの 円形、 深さ23.3cmo P 3イ よ径40.0× 38.Ocmの 円形、 深さ66.8cm。 壁柱穴 P4イま径23.0×
16.Ocmの 楕円形、深さ51.5cm。 カマ ド脇壁柱穴西側 P5は 径 28.0× 21.5cmの円形、深さ31.Ocm。 東側 P6は 径
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第92図 竪穴建物S188カ マ ド実測図

1 褐色土(10YR4/6)
2暗褐色主(iOVR3/3)
3黒褐色■(iOVR2/3)

第91図 竪穴建物S188実測図

ローム粒子を多二に含む
rl―ム粒子 ロームノロックをわすかに含む
ロームI■子ロームプロックを多く合む

0                   2m

 ヽ        /1

第93図 堅穴建物S188出土遺物
0                    10cm
l         l         l

32.0× 31.Ocmの 円形、深さ42,7cm。 梯子穴 P7は径49.0× 32.Ocmの楕円形、深さ45.5cmを 測る。覆土は 2層 に分

層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良である。北壁

面を45,0～ 46.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ118.Ocm、 検出され

た両袖間の最大幅 108,Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郷、婉、甕◇須恵器・甕。石製品である磨石が出土。 1～ 6は土師器。 1不外面に判読できない

が墨書されている。 2は婉。体部が内傾する。 6の甕底部に木葉痕が残置する。 7は甕の胴部破片で、外面はタタ

キにより器面調整を施している。 8は安山岩製の磨石の破片。両面に磨面が認められ、石斧状を呈する。長さ

5.91cm、 幅7.52cm、 厚さ2.84cm、 重量 14.Og。 これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

40)竪穴建物跡S194 (第 109。 110図 )

調査区の南西側に位置し、東および西側が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長4.54m、 検出された東西軸

長 1.29mを 測 り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置たものとすると、主軸方位はN一

8° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は30.0～ 53.5cmを測る。覆土は 8層に分層

でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。
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第94図 竪穴建物S189実測図
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第97図 竪穴建物S190実測図

第99図 竪六建物S190出土遺物
0                  1 0cm
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遺物は土師器・ FTh、 高台付不、盤、高郷、甕。砥石が出土。 1の郭内面はヘラミガキの後に黒色処理。 2～ 6は高

台付郷。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 12・ 13は珪質千枚岩製の砥石。 12は上端部を欠損してい

る。表面および両側面に研磨面がみられる。長さ14.13cm、 幅6.57cm、 厚さ1.18cm、 重量 150,Og。 13は表面と左

側面に研磨面がみられる。長さ7.29cm、 幅4.69cm、 厚さ1.13cm、 重量51.98g。

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

41)竪穴建物跡S195(第 111～ 114図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長3.48m、 東西軸長3.36mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-16° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は38.0～ 51.Ocm

を測る。壁溝は北壁辺西側に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で11.0～ 25.5cm、 深さ7.Ocmの横断面

U字状を呈する。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、

遺存状況は比較的良好である。北壁面を42.0～ 70.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙

道部までの長さ112.Ocm、 検出された両袖間の最大幅113.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。郷、高台付郷、皿、鉢、甕。須恵器・壷、甕が出土。 1～ 27は土師器。 1～ 5は ITXで内面はヘラ

ミガキの後に黒色処理。 6・ 7・ 11・ 12は高台付邦で内面はヘラミガキの後に黒色処理。 8～ 10は皿。内面はヘラ

ミガキの後に黒色処理。 8は墨書土器。13～ 20。 24・ 26は甕。13～20は内湾気味の林部から口縁部は強く外反し、

口縁端部は摘み上げられている。26は底部に木葉痕を残置。21～ 23・ 25。 27は鉢。28～ 32は須恵器。32は須恵

器・壷の底部を再利用した転用砥石である。ちょうど底郡面を海面としている。径 11.5cmを測る。33～ 35は管状土

錘である。33は長さ2.60cm、 幅1.93cm、 孔径0,35cm、 重量10.92g。 34は長さ2,78cm、 幅 1.80m、 孔径0.18cm、

重量9.10g。 35は細長い紡錘状を呈する。長さ2.61cm、 幅0.93m、 孔径0.21cm、 重量2.20g。 36は刀子。刃先のみ

残存する。錆化が著しい。現存長6.90cm、 刃幅1.95cm、 背厚0.29cm、 重量16.56g。 これら出土遺物は 9世紀後棄

に比定される。

第 2章 検出された遺構と遺物
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第101図 竪穴建物S191出土遺物

42)竪穴建物跡S196(第 115～ 117図 )

調査区の南西側に位置し、規模は南北軸長2.70m、 東西軸長2.96mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-23° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は17.5～ 28,Ocm

を測る。覆土は 3層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況

は比較的良好である。北壁面を61.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ

116.Ocm、 検出された両袖間の最大幅113.Ocm(袖部片側なし)、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郷、高台付 lTh、 盤、甕。須恵器・高邦が出土。 1～ 9は土師器。 1～ 4は ITh内面のヘラミガキの後

に黒色処理。 6は盤。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 5。 9は高台付 lTh。 7・ 8は甕。10は須恵

器・高イ。これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

43)竪穴建物跡S197(第 118～ 120図 )

調査区の北西側に位置し、規模は南北軸長3.15m、 東西軸長3.81mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-20° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は18.0～ 26.5cm

を測る。柱穴は梯子穴 1本穿ってある。径31,0× 24.5cmの 楕円形、深さ6.5cmを測る。覆土は 4層 に分層でき、レ

ンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を35,0

～54.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ100.Ocm、 検出された両袖間

の最大幅132.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・17k。 須恵器・甕が出土。 1・ 2は土師器・杯内面はヘラミガキの後に黒色処理。 2の底部は回転ヘ

ラケズリ。 4～ 7は須恵器 。甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。これら出土遺物は 9世紀

後葉に比定される。
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第103図  堅穴建物S192カマド実測図

1 晴褐色土(iOYR3/2)
2暗掲色■(10YRe/3)

第102図  竪六建物S192実測図

ロームt■子 ロームプロックをわすかに含む
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44)竪穴建物跡S198(第 121～123図 )

調査区の北西側に位置し、規模は南北軸長3.57m、 東西軸長3,90mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-23° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は33.0～

43.Ocmを 測る。壁溝は北壁辺西側に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で12.0～ 21.Ocm、 深さ11.5cm

の横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴1本穿ってある。径21.0× 17.5cmの楕円形、深さ28.Ocmを 測る。覆土は 4

層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好であ

る。北壁面を52.0～ 53.Ocm三角形に掘り込んで煙道郡としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ143.Ocm、

検出された両袖間の最大幅149.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器 。坪、高台付杯。鉄滓が出土。 1～ 8は土師器・甕。 1～ 3は内湾気味の簿部から口縁

部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられている。 4・ 5は底部に木葉痕を残置する。 7～ 9は須恵器。10は鉄滓。

重量は32.96gを測る。これら出土遺物は 8世紀後棄に比定される。

45)竪穴建物跡S199(第 124～126図 )

調査区の北西側に位置し、規模は南北軸長3.28m、 東西軸長3.56mを測り、平面形は方形。カマ ドは北東壁隅に設

置されており、主軸方位はN-15° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は 1.5～

13.5cmを測る。柱穴は梯子穴1本穿ってある。径30.0× 24,Ocmの楕円形、深さ11.Ocmを測る。覆土は自然堆積であ

る。カマドは北東壁隅に設置されたいわゆるコーナーカマドである。遺存状況は比較的良好である。北壁面を56.0～

62,Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ86.Ocm、 検出された両袖間の最

大幅90.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・杯。須恵器・郭、甕が出土。 1の土師器 。lThは内面はヘラミガキの後に黒色処理。 2。 3は須恵器。

2は ITh。 3は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。これら出土遺物は 8世紀後葉に比定され

る。
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第105図  竪穴建物S192出土遺物 (2)

46)竪穴建物跡S1100(第 127～ 129図 )

調査区の北東側に位置し、規模は南北軸長3.44m、 東西軸長3.83mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁東寄りに

設置されており、主軸方位はN-24° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は14.0～

25.5cmを 測る。壁溝は北東壁辺に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で13.0～ 23.Ocm、 深さ0.5～

7.Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴 1本穿ってある。径79.0× 49.Ocmの 円形、深さ3.2cmを測る。覆土

は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好

回

0                  10cm
I        I        I

(1/4)



第4節 古代の遺構と遺物

）く、＼」けゝ、、、‐′′／／イ

一　

　

　

一

´
／　　　　
　　　　
　　　　
　　　
　　　　
　　　　
　　　
ヽ
、

ｌ

ω

ｌ
ｌ
∞
、

E5370

第106図  堅穴建物S193実測図
0            2m
1     1     1

>|

き5360

i 灰責色土(25Y6/2) 燒土粒を多量に、 回―ム粒子をわすかに合む
2赤掲色土(5YR4/6) 焼土社を多二に ローム粒子をわすかに合む
9 にぶい赤褐色土(5YR4/3)焼 主社を多■に ローム粒子をわすかに合む
4灰自色粘■(,OVR3/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第107図  堅穴建物S193カ マ ド実測図

である。北壁面を45.0～ 51.Ocm箱 形に掘り込んで煙道部としてい

る。規模は焚口部から煙道部までの長さ101.Ocm、 検出された両

袖間の最大幅118.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されてい

る。

遺物は土師器・高台付 lTh、 甕。須恵器・杯、甕が出土。 1は土
師器・高台付郭。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 3・ 4は須

恵器。 3の lTh底部は回転ヘラキリ。これら出土遺物は 9世紀前葉
に比定される。

47)竪穴建物跡S1101(第 130～ 132図 )

調査区の北東側に位置し、規模は南北軸長2.92m、 東西軸長2.59mを測り、平面形は方形。カマ ドは東壁に設置さ

れており、主軸方位はN-82° 一Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は5.5～ 14.5cmを

測る。壁溝は東壁辺と南壁辺に認められ、規模は上面幅で13.0～ 15.5cm、 深さ3.Ocmの横断面U字状を呈する◇覆
土は 2層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは東壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良

好である。北壁面を33.0～ 50.Ocm箱形に掘 り込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道郡までの長さ

100,Ocm、 検出された両袖間の最大幅91.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。
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第108図  竪六建物S193出土遺物

遺物は土師器・甕。須恵器・甕が出土。 1は土師器・甕。日縁端部は摘み上げられている。 2は須恵器・甕。日唇

部が強く外反する。これら出土遺物は 9世紀代と推定する。

48)竪穴建物跡S1102(第 133～ 135図 )

調査区の北東側に位置し、規模は南北軸長3.99m、 東西軸長3.35mを測り、平面形は長方形。カマ ドは北壁に設置

されており、主軸方位はN-11° ―Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上が り、壁高は14.0～

25.Ocmを測る。壁溝は北東壁辺南側に掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で6.0～ 19,Ocm、 深さ0.5～

3.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴 1本穿ってある。径40.0× 22.Ocmの楕円形、深さ47.5cm。 覆土は 3

層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好であ

る。北壁面を69,0～ 71.Ocm三角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚田部から煙道部までの長さ131.Ocm、

検出された両袖間の最大幅124.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・高台付郭、甕。刀子が出土。 1・ 2は土師器・高台付FTh。 内面はヘラミガキの後に黒色処理。 3～

5は甕。内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、日縁端郡は摘み上げられている。 6は刀子。刃部のみ残存する。

錆化が著しい。現存長6.53cm、 刃幅3.17cm、 背厚0.57cm、 重量 19.06g。 これら出土遺物は 9世紀前棄に比定され

る。

49)竪穴建物跡S1103(第 136～ 138図 )

調査区の北東側に位置し、規模は南北軸長2.84m、 東西軸長3.23mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-20° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は3.0～ 8.Ocmを

測る。壁溝は全周し、規模は上面幅で18,0～ 58.Ocm、 深さ7.0～ 16.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 3層 に分

層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北

壁面を58.0～ 61.Ocm三 角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ121,Ocm、 検出さ

れた両袖間の最大幅109.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・婉。須恵器 。郷、蓋が出土。 1・ 2の土師器・婉は丸底で、外面ヘラケズリ。 3は須恵器・郷。

底部は回転ヘラケズリ。 4・ 5は蓋。扁平のツマミが付く。これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

50)堅穴建物跡S1104(第 139～ 141図 )
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第109図  竪穴建物S194実測図

掲灰色土(10YR4/1) 耕4土
黒褐色■(,OY魚 3/2) ローム粒子 ロームプロックをわすかに含む
黒褐色主(10YR3/2) ローム粒子 ロームプロックを多く含む
黒褐0主(iOYR2/9) ローム粒子 ロームフロックを多く含む
暗掲色主(10VR3/3) ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む
にふい資褐色主(iOVRS/3)ロ ーム粒子を多く合む

0            2m
l     1     1

＼

第 110図  堅穴建物S194出土遺物

調査区の北東側に位置し、建物斜め中央に溝SDllに よって切られている。規模は南北軸長3.42m、 東西軸長
4.23mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-25° 一Wを示す。床面はほぼ平坦
で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は30.0～ 38,Ocmを 測る。壁溝は全周し、規模は上面幅で12.0～ 23.Ocm、 深さ

1.0～ 8.5cmの横断面U字状を呈する。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁

辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を53.0～ 59.Ocm三 角形に掘り込んで煙道部としている。

規模は焚回部から煙道部までの長さ104.Ocm、 検出された両袖間の最大幅105.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構

築されている。

遺物は土師器・然、甕。須恵器・邦。刀子、砥石が出土。 1～ 9は土師器。 1の郷底部は回転ヘラケズリ。内面は
ヘラミガキの後に黒色処理◇4～ 9は甕。内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、口縁端部は摘み上げられている。

10は須恵器 。高台付郭。11は刀子。刃部・茎部ともに折損している。錆化が著しい。関は刃・背に直角に付けられ

ている。現存長4.23cm、 刃幅1.20cm、 背厚0.29cm、 重量4.46g。 12は砂質凝灰岩製の砥石である。ほぼ自然礫に
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〔【鼠稼懇塁留施/。犠圭経底多曇に1目二会篭子患吃手余に暮忠
4灰 自色粘土(iOYR8/1)カ マド構築財

0        1m
I    I    I

第112図  竪穴建物S195カ マド実測図

1 黒褐色土(10漁 2/3)
2黒褐色土(,OWla/2)
0暗褐色土(10YR3/e)

第111図  堅穴建物S195実測図

ローム4_子  ロームプロックを多く含む
ローム粒子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 国―ムプロックをわすかに合む

0            2m
I     I     I
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第113図  堅六建物S195出土遺物 (1)
0               10crn
l        l        l



第4節 古代の遺構と遺物

;昴
弓号写三旱三三弓三戸三三三写三
「
FiΞ

三三::阜:::::::〒三「〔〔120

22

723

⑤
∩
ｙ

◎
∩
▼

◎

ｍ

Ｗ

３５

第114図  竪穴建物S195出土遺物 (2)
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i 黒褐色■(iOYR3/2)
2黒掲色■(10VR3/つ
3暗褐色土(10YR3/3)

第115図  堅穴建物S196実測図

④

ローム粒子 ロームプロックを多く含む
ローム粒子 焼主粒をわすかに含む
ローム粒子 ロームフロックをわすかに合む

0            2m
1     1     1

' 
黒褐色土(10漁9/1) ローム粒子 焼土粒をわすかに合0
2灰責色■(?5YO/2) 焼上粒を多■に、ローム粒子をわずかに含む
3 にぷい責褐色主10YW9)焼土粒を多二に、ローム粒子をわすかに含む
4灰白色お土(10YR3/1)カ マド構築II

0        1m
l    l    l

第116図 竪穴建物S196カマド実測図

第117図 竪穴建物S196出土遺物

近く磨面は側面と裏面で確認できる。長さ24,30cm、 幅8.30cm、 厚さ8.86cm、 重量 1480.Og。

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

51)竪穴建物跡S1105(第 142～ 144。 146。 147図 )

調査区の南側に位置し、西側でS1107と重複し、本跡が新期である。規模は南北軸6.25長 m、 東西軸長5,04mを測

り、平面形は長方形。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-11° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほ

ぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は17.0～ 36.5cmを決1る。柱穴は主柱穴 4本、壁柱穴11本の計15本穿ってある。主柱

穴 Plイま径42.0× 38.Ocrnの 円形、 深さ97.2cmo P 2イよ径44.0× 37.Oclllの 円形、 深さ42.5cmo P 3イま径61.0×

54.Ocmの 円形、深さ80.9cmo P 4は 径50.0× 45.Ocmの 円形、深さ86.3cm。 壁柱穴 P5は梯子穴を兼ねる。径

47.0× 39.Ocmの 円形、深さ54.lcm。 壁柱穴北西隅P6は径40.0× 39。Ocmの 円形、深さ57.Ocm。 北東隅P7は径

39.0× 35,Ocmの 円形、深さ61.5cm。 東壁辺北側からP8は径42.OX39.Ocmの 円形、深さ5■7cm。 北側P9は径
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、
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第 4節 古代の遺構と遺物

1 黒楊色主(iOYRO/2)
2暗掲色主(,OYR3/3)
3黒掲色主(,OYR2/3)
4黒褐色■(10YR2/2)

第118図  竪穴建物S197実測図

ローム粒子 ロームブロックを多く含む
ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む
ローム粒子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームフロックを多く合む

0            2m
l     l     l

柄ヽ区畔〇〇

B5360 ――B′

i 黒褐色土(iOYRe/1) ローム粒子 焼■粒をわすかに合む
2濃衰橙色土(10YR3/4)焼 土I■を多■に ローム粒子をわすかに合む
3褐色土(10YR4/3)  焼土社を多量に ローム粒子をわずかに含む
4灰 白色粘主(10YRB/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第119図  竪穴建物S197カマド実測図

ヽⅧ
第120図  竪穴建物S197出土遺物

0                 10cm
l       I       I

35.0× 34.Ocrnの 円形、深さ39,Ocm。 南東隅 P10は径38.0× 35.Ocmの 円形、深さ61.5cm。 南西隅 P llは径 58,0×

49.Ocmの 円形、深さ70.8cm。 西壁辺南側か らP12は径 55.0× 46.Ocmの 円形、深さ72,7cmo P13は径 45.0×

38.Ocmの 円形、深さ53.Ocmo P14は径39,0× 36.Ocmの 円形、深さ26.3cmo P15は径30.0× 28.Ocmの 円形、深さ

56

ゝ

／
や
ヽヽ

ヽ

＼
、す
――ノ



第 2章 検出された遺構と遺物

―
―
∞
、雪Ａ

―
―
∞
、

A豆980
,身ζ:ぞ喜二1措を常拿::写宮i:i!三客毒ヨ:Zξ拿:言

g
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第122図  竪穴建物S198カマド実測図
1 黒福色■(10YR3/1)
2黒福色■(iOYRe/21
S黒掲色主(10YR2/3)
4暗掲色土(10YR3/3)

第121図  竪穴建物S198実測図

ローム粒子 焼主取をわずかに含む
ローム粒子 ロームブロックを多く含む
ローム粒子 ロームプロックを多く含む
ローム粒子 ロームプロックをわずかに合む

0            2m
I     I     I
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第123図 竪穴建物S198出土遺物
0               10Cm
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了

A塁80

i 黒掲色土(10V庶 3/つ  ローム粒子 焼■粒をわずかに合む
2暗掲色土(10Y庶3/0) 焼■粒子をわずかに合む
0灰白色粘■(10YR3/1)カ マド構築材

0        1m
l    1    1

第125図 堅穴建物S199カ マ ド実測図
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∞1 黒褐色■(iOVR3/2) ローム粒子 ロームプロックをわずかに合0

第124図  竪穴建物S199実測図
0            2m
l     l     l

第126図  竪穴建物S199出土遺物

28.Ocmを測る。覆土は 2層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、

遺存状況は比較的良好である。北壁面を92.0～ 106.Ocm楕 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙

道部までの長さ156.Ocm、 検出された両袖間の最大幅156.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郷、皿、高台付邦、甕。須恵器・郭、甕。灰釉陶器・婉、長頸瓶。円面硯、管状土錘、砥石、鉄

製鎌、刀子、釘、鉄滓が出土。 1～46は土師器。 1～ 27は必。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。底
部は回転ヘラケズリ。 1・ 2・ 12～ 19は墨書土器。 2は 「仲生」 12は 「家」、 14。 15「大」。他は判読できない。

28～ 33は高台付年の高台部の破片。高台は貼付け、内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。34～ 46は甕。

48～ 52は須恵器。 50～ 52は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。54～ 56は灰釉陶器。

54・ 55は婉。56は長頸瓶。58～ 64は管状土錘である。計測は下記のとおりである。

番号 長さcm ttcm孔径 重量g  番号 長さcm ttcm孔径 重量g  番号 長さcm ttcm孔径 重量g
58   7.01  1.43 0.58 13.30    59   5.60   1,75 0.46 11.12    60   5。 36   1.75 0.43  10.80

61   4.94  1.99 0.38 13.66    62   5,02   1.84 0.30 11.28    63   3.54   1.86 0.26  8.74

64   2.52  1.48 0.36 11.90

65は結晶片岩製の砥石。ほぼ完存する。表裏面および側面に研磨面がみられる。長さ6,78cm、 幅4.33cm、 厚さ
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第 2章 検出された遺構と遺物

1 淡責灰色土(25Y8々 )焼 土粒を多量に ローム粒子をわすかに含む
つ オリーフ黒色■(5Y3/1)焼 ■粒を多二に、ローム粒子をわずかに合む
9浅責橙色■(iOYRν 41焼土粒を多二に ローム粒子をわすかに合む
4灰 自色狛■(10VR3/1)カ マ ド構築材

0        1m
l    I    I

第128図  竪六建物S1100カ マド実測図

' 
黒褐色■(10YR2/3)
⊇ 黒褐色■(iOYR3/2)
0暗褐色土(10YR3/3)

第127図  堅穴建物S1100実測図

ローム粒子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームフロックをわすかに合0

0            2m

第129図  竪穴建物S1100出 土遺物

2.57cm、 重量88.Og。 66は鉄製鎌の折損品。刃先蔀分を残存する。刃先に向かって次第に狭くなっている。現存長

9.03cm、 刃幅3.24cm、 背厚0,86cm、 重量38.50g。 67は刀子の刃部のみの破片。現存長1.20cm、 刃幅 1.60cm、 背

厚0.58cm、 重量 1.66g。 68・ 69は鉄製釘であろう。折損品。いずれも断面は四角形を呈する。68は長さ3.33cm、

幅0.88cm、 厚さ0.63cm、 重量2.58g。 69は長さ3.05cm、 幅 1,00cm、 厚さ0.51cm、 重量2.04g。 70。 71は粘土塊。

70は長さ4.18cm、 幅4.83cm、 厚さ2.38cm、 重量22.94g。 71は長さ3.24cm、 幅3.95cm、 厚さ1.64cm、 重量

13.90g。 これら出土遺物は 9世紀後葉に比定される。

52)竪穴建物跡S1106(第 149図 )

調査区の南側に位置し、東側半分は削平されている。したがって西側のみが残存する。規模は南北軸長2.87m、 東

西軸長3.70mを測 り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN―

20° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は7.Ocmを 測る。壁溝は西壁辺、北壁辺西側

のみ確認でき、規模は上面幅で14.0～ 20.Ocm、 深さ2.0～ 3.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は自然堆積である。

カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は極めて不良である。北壁面を46.0～ 67.Ocm半 円形に掘 り込んで煙

道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ82.Ocm、 検出された両袖間の最大幅52.Ocm(袖部片側なし)、
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, 褐灰色■(10YR5/1) ロームl・子 焼土社をわすかに含む
2明赤褐色■(5YR5/8)焼 主粒を多量に ローム粒子をわずかに合む
9灰自色粘土(1∝R3/1)方 マド構築材

0        1m
t      1      1

第131図  竪穴建物S1101カ マド実測図

第130図  竪穴建物S1101実測図

肇離離:離筆H離爵::ξ難1攀難霞ヨ
i 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子 ロームノロックを多く含む
2黒褐色土(10Y寂 ?/2) ローム粒子 ロームフロックを多く含む

♀ !碑

第132図  竪六建物S1101出 土遺物

袖部構築材は灰自色粘土で構築されている。

遺物は土師器・坪が出土。杯の体部下半部の破片である。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 9世紀代に比定され

る。

53)竪穴建物跡S1107 (第 142・ 143。 145・ 148図 )

調査区の南側に位置し、東側でS1105に 切られている。規模は南北軸長5,90m、 東西軸長3.21mを測り、平面形は

方形。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-5° 一Wを示す。床面はほぽ平坦で、壁面は外傾して立ち上

がり、壁高は3.0～ 8,Ocmを測る。壁溝は北壁辺東側に一部掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で17.0～

25.Ocm、 深さ6,0～ 12.Ocmの 横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 2本 と入口部施設内に梯子穴 1本確認できる。

主柱穴Plは径48.0× 47.Ocmの 円形、深さ39,Ocmo P 2は 径47.OX 37.Ocmの円形、深さ19.Ocmを 測る。なお、南
壁際中央に浅い掘り込みの入口部施設があり、施設内には梯子穴が穿ってある。入口部施設の規模は長軸102.Ocm、

短軸81.Ocm、 深さ12.Ocmの方形を呈し、梯子穴は径40.0× 38.Ocm、 深さ35.Ocmを 測る。覆土は自然堆積である。

カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を50,Ocm楕 円形に掘り込んで煙道部としている。

規模は焚口部から煙道部までの長さ63.Ocm、 検出された両袖間の最大幅60.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築さ

れている。

遺物は土師器 。ITh、 甕。須恵器・杯、蓋。釘、鉄滓が出土。 1～ 9は土師器。 1の郷体部はヘラケズリ。 2～ 9は

甕。 7～ 9の底部に木葉痕が残置する。10'11は須恵器。10の坪底部は回転ヘラケズリ。11の蓋。扁平のツマミが

付く。12は鉄製釘であろう。折損品。断面は四角形を呈する。長さ6.28cm、 幅1,14cm、 厚さ0.70cm、 重量7.32g。

13イま鉄津。 重量33.20gを測る。

これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

60
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1 黒掲色主(10YR3/1) ローム粒子 燒土社をわすかに含む
2暗褐色i(iOYR3/3) 焼土粒子をわすかに合む
3灰 自色粘■(10VR3/1)カ マド構築材

0        1m
l    I    I

第134図 竪穴建物S1102カマド実測図

, 黒掲色主(iOYR2/3)
2黒裾色■(,OYl13/り
3暗 IB色主(,OYRO/a)

第133図 竪穴建物S1102実測図

ローム粒子 ロームフロックを多く含む
日―ム粒子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームノロックをわすかに含む

0           2m
l     I     I

第135図 竪六建物S1102出 土遺物

54)竪穴建物跡S1108(第 151～153図 )

調査区の南側に位置し、西側が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長3.72m、 検出された東西軸長2.28mを

測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN-8° 一Wを示す。

床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は18.0～ 30,Ocmを測る。壁溝は全周し、規模は上面幅で13.0
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第137図 竪六建物S1103カ マド実測図

i 黒褐色主(iOYR2/3)
2暗褐色■(iOYR3/8)
3黒褐色土(iOYRγ 2)

第136図 竪穴建物S1103実測図

ローム粒子  ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む
ローム粒子 ロームプHッ クを多く含む

0            2m
l     l     l

第138図 竪穴建物S1103出 土遺物

～28,Ocm、 深さ0.5～ 11.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積であ
る。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は西側半分が未調査区域に延びている。北壁面を43.Ocm三角形に

掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ98.Ocm、 検出された両袖間の最大幅58.Ocm、 袖

部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・不、高台付lTh、 盤、甕。管状土錘・刀子が出土。 1の杯底部は回転ヘラケズリ。内面はヘラミガキ
の後に黒色処理。 2～ 4は高台付郭。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 5・ 6は盤。内面はヘラミガキの後に黒色

処理。 9は管状土錘◇細長い紡錘状を呈する。長さ4.29cm、 幅1.30cm、 孔径0.36cm、 重量6.76g。 loは刀子。刃
部の折損品。錆化が著しい。現存長8.00cm、 刃幅0.86cm、 背厚0.29cm、 重量10.20g。

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

55)竪穴建物跡S1109(第 154・ 155。 157図 )

調査区の南側に位置し、S1110、 120を切って構築している。規模は南北軸長4.99m、 東西軸長5,80mを 測り、平

面形は長方形。カマドは北壁に設置されており、主軸方位はN-8° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾し
て立ち上がり、壁高は12.0～ 35.Ocmを 測る。壁溝は北壁辺西側、西壁辺、南壁辺西側で掘削されており、その規模

は上面幅で11.0～ 23.Ocm、 深さ2.0～ 4.Ocmの 横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴 1本穿ってある。径21.0×

62
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i 褐灰色土(iOYR5ノ 1) ローム粒子 焼土社をわずかに合む
2淡黄灰色土(25Yνつ 焼土粒を多二に ローム粒子をわすかに合む
3暗掲色土(10YR3/a) 焼土粒子をわすかに含む
4灰 白色粘■(iOYRVつ  カマド構築材
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ローム粒子 ロームフロックを多く含む
ローム粒子 ロームフロックを多く合む
rl―ム粒子 ロームプロックをわずかに合む

0           2m
I     I     I

i 黒褐色土(itlYR3/1) ローム粒子 燒土粒をわすかに含む
2明赤掲色土(5hR5/81 焼土粒を多二に、ローム粒子をわずかに合む
3暗福色土(iljYR3/8) 焼主粒子をわずかに含む
4灰 白色粘■(10YR3/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第140図 竪穴建物S1104カ マド実測図

1 黒褐色■liOYR3/2)
2黒福色■liOYR2/2)
a暗褐色■(iOYR3/0

第139図 竪穴建物S1104実測図

脚ヽ
　】

第141図 堅穴建物S1104出 土遺物
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i 黒褐色土(iOYRe/?) ローム粒子 ロームブロックを多く含む
2黒掲色土(iOY像2/0) ローム粒子 ロームノロックを多く含む

i 黒褐色土(10ⅥRe/?) II― ム粒子 ロームブロックを多く含む
2暗褐色土(10YR3/0) ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む

D5370

――E′

第 142図  竪穴建物S1105。 107実測図
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0            2m
l     l     l

第143図  竪穴建物S1105。 107実測図 (2)

1 黒褐色■(10VR3/1) ローム粒子 焼土粒をわずかに含む
2朔赤掲el土 (6Y盛ん)焼土粒を多

=に
 ローム粒子をわすかに含む

3灰白色粘土(10YR3/1)力 宰ド構築財

0        1m
l    I    I

第145図 竪穴建物S1107カ マ ド実測図

1 黒褐色土(10YRe/1) ローム粒子 燒土粒をわずかに合む
2 にふい責色土(?5Y6/4)焼 土粒を多二に、ローム粒子をわすかに合む
3種色土(5YR6/6)   焼■粒を多とに、ローム粒子をわすかに含む
4灰 白色4■ lЮYお/1)カ マド構築猪

第144図  堅穴建物S1105カ マド実測図   。      lm
l   1   1

20.5cmの 円形、深さ42.Ocmを 測る。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺

に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北西壁面を53.0～ 58,Ocm箱形に掘り込んで煙道部としている。

規模は焚日部から煙道部までの長さ111.Ocm、 検出された両袖間の最大幅112.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構

築されている。

遺物は土師器・邦、高台付邪、皿、耳皿、甕。須恵器・甕。灰釉陶器・皿、耳皿。管状土錘、砥石が出土。 1～

28は土師器。 1～ 11・ 16は lThで 内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 12～ 15。 17は皿。外面に判読で

きないが墨書されている。 18は高台付郷。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 19は ロクロ成形で、高台は貼付け、

内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。20は耳皿。高台部の一部を欠損。日縁端縁を両側から折り曲げて

いる。内面ヘラミガキの後黒色処理を施している。21～ 27は甕、日縁端部は摘み上げられている。29～ 32は須恵

器 。甕。29は 口唇部が外方へ折り曲げられている。日縁部は横走波状文。30～ 32は外面が平行タタキにより器面調

整を施している。28は灰釉陶器・皿の高台部破片◇33は灰釉陶器・耳皿。口縁部の一部を欠損する。口縁側縁を両

側から折り曲げている。底部は回転糸切り痕を残している。11世紀中葉。34・ 35は管状土錘。34は長さ2.90cm、

幅2.16cm、 孔径0.26cm、 重量 14.72g。 35は細長い紡錘状を呈する。長さ4.52cm、 幅 1.03cm、 孔径0.23cm、 重量

4.50g。 36は凝灰岩製の砥石。上端を欠損している。表裏両面、右側面に研磨面がみられ、とくに右側面は研ぎ減り

が著しく弓なりになっている。長さ15,80cm、 幅4.82cm、 厚さ3.12cm、 重量300.Og。 これら出土遺物は11世紀中
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第 146図  竪穴建物S1105出土遺物 (1)
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第147図  竪穴建物S1105出 土遺物 (2)
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第148図 竪穴建物S1107出 土遺物

0                  10cm
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葉に比定される。

56)竪穴建物跡S1110 (第 154・ 156図 )

調査区の南側に位置し、S1109およびS1120に よって切られている。規模は南北軸長0.88m、 検出された東西軸長

3.39mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されているものとすると、主軸方位は

N-9° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は8.0～ 21.5cmを 測る。壁溝は西壁辺お

よび南壁辺で掘削されてり、その規模は上面幅で12.0～ 22.Ocm、 深さ1.0～ 7.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は

自然堆積である。

遺物は管状土錘 1点のみである◇長さ3.42cm、 幅 1.82cm、 孔径0,39cm、 重量 10.34g。 構築時期はS1109の 11世

紀よりも古期である。

57)堅穴建物跡S1111(第 158～ 160図 )

調査区の南側に位置し、S1112を 切って構築している。規模は南北軸長3,16m、 東西軸長3.21mを測り、平面形は

方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されており、主軸方位はN-10° 一Wを示す。床面はほぼ平

坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は22.0～ 35.5cmを 測る。柱穴は梯子穴 1本穿ってある。径44.0× 31.Ocmの

精円形、深さ24.6cmを 測る。覆土は 4層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置

されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を42.0～47.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は

焚口部から煙道部までの長さ91,Ocm、 検出された両袖間の最大幅135.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されて

いる。

68
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第 149図  竪穴建物S1106実測図   I    I    I
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第150図  堅穴建物S1106出 土遺物

6° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、

る。

遺物は須恵器 。盤、蓋、甕が出土。 3の蓋

は扁平のツマミが付く。4は甕の胴部破片で、

外面はタタキにより器面調整を施している。

これら出土遺物は 8世紀中葉に比定される。

58)竪穴建物跡S1112(第 158・ 161図 )

調査区の南側に位置し、S1112によって切

られている。規模は南北軸長2.94m、 検出さ

れた東西軸長1.28mを 測り、平面形は方形を

呈するものと推定される。カマドは北壁に設

置されているものとすると、主軸方位はN―

壁高は21.0～ 35,Ocmを測る。覆土は自然堆積であ

遺物は土師器・甕、粗製土器が出土。 1は内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられてい

る。 3は粗製土器で鉢形を模した手捏土器。底部に木葉痕を残置する◇ 8世紀代と推定する。
59)竪穴建物跡S1113(第 162・ 163図 )

調査区の北西側に位置し、西側大半が未調査区域に広がつている。規模は南北軸長5,04m、 検出された東西軸長

1.52mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されているものとすると、主軸方位は

N-12° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は57.0～ 65.5cmを 測る。壁溝は北辺

掘削部が欠ける。規模は上面幅で21.0～ 30,Ocm、 深さ2.0～ 8.Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 2本が検

出できる。 Plは径40,0× 37.Ocmの 円形、深さ45,9cmo P 2は 径37.5× 25,Ocmの 楕円形、深さ49.5cm。 北壁際 P

3は径26.0× 17.Ocmの精円形、深さ40.3cmを 測る。覆土は 5層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

北東隅に貯蔵穴P3が設置され、長軸 112.Ocm、 短軸84,Ocmの楕円形、深さ8,3cmを測る。
遺物は土師器・碗、甕。須恵器・邦、高台付杯、蓋、甕が出土。 1～ 8は土師器。 1は碗。 2～ 8は甕。 2～ 5は

内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられている。 9～ 17は須恵器。 9～ 12は邦。底部は

いずれも手持ちヘラケズリ。 15は蓋。日縁端部は  擬宝珠状のツマミが付く。16～ 17は甕の胴部破片で、外面は
タタキにより器面調整を施している。これら出土遺物は 8世紀後棄に比定される。

60)竪穴建物跡S1114(第 164～ 166図 )

調査区の南側に位置し、規模は南北軸長2.81m、 東西軸長2.99mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され

ており、主軸方位はN-11° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は14.0～21.5cmを

測る。壁溝は北西壁隅辺に掘削されている。規模は上面幅で8.0～ 16.Ocm、 深さ1.0～ 5.5cmの横断面U字状を呈す

る。柱穴は梯子穴 1本穿ってある。径22.0× 21,Ocmの 円形、深さ51.5cmを 測る。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状

堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を47.0～

49,Ocm箱 形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ99.Ocm、 検出された両袖間の最大

幅141.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。
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1 暗灰責色土(?5Y7か  ローム粒子 焼■粒をわすかに含0
2褐灰色■(10V庶5/1) ローム粒子 焼土社をわずかに合む
3灰 自色粘主(10YRB/1)カ マド構築材

0        1m
l    1    1

第152図 竪穴建物S1108カ マド実測図

A5380 _A′

第151図 竪穴建物S1108実浪I図
0            2m
1     1     1

Ⅲ9

第153図 竪穴建物S1108出 土遺物

葦 義
'  910

0                  10cm
I         I         I

遺物は土師器・杯、甕。須恵器・高台付IThが出土。 1～ 6は土師器。 1の杯は内面がヘラミガキの後に黒色処理を

施している。 2～ 6は甕。 2・ 3は内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、日縁端部は摘み上げられている。 7は

須恵器・高台付郷。これら出土遺物は 8世紀後葉に比定される。

61)竪穴建物跡S1115(第 167・ 170図 )

調査区の北西側に位置し、建物東側大半が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長2.89m、 検出された東西軸

長0,71mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されているものとすると、主軸方位

はN-7° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は7.0～ 12.Ocmを 測る。壁溝は全周し、
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第154図 堅穴建物S1109。 110。 120実測図
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竪穴建物S1110出土遺物
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第155図  竪穴建物S1109カ マド実測図
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第159図 堅穴建物S1111カ マド実測図
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第160図  堅穴建物S1111出 土遺物
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第162図  竪穴建物S1113実測図
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A5370

i 灰黄掲色土(iOYRS/2)ロ ーム粒子 焼土粒をわずかに合む
2褐灰色土(10YR5/1) ローム粒子 焼土粒をわすかに含む
3灰白色粘■l101R3/1)カ マド構築材

0        1m
l      l      l

第165図  竪穴建物S1114カ マド実測図
1 黒掲0■ (10YR3/2)
2黒 色■(10VR2/1)
3黒 福色■00YR2/2)

第164図  竪穴建物S1114実測図

-6第166図  竪穴建物S1114出土遺物 0                10cln
l         l         l

規模は上面幅で12.0～ 23.Ocm、 深さ1.0～5.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 4層 に分層でき、レンズ状堆積を

示す自然堆積である。

遺物は土師器・郷、甕が出土。 1は lThの体部下半部。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。これら出土

遺物は 9世紀前葉に比定される。

62)竪穴建物跡S1116(第 167・ 168・ 171図 )

調査区の北西側に位置し、西側大半が未調査区域に広がっている。規模は南北軸長 1.90m、 検出された東西軸長
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第169図 竪穴建物S1117カ マド実測図
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第168図 竪穴建物S1116カ マド実測図

第170図  竪穴建物S1115出土遺物
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第171図  竪六建物S1116出土遺物

1

第172図  竪六建物S1117出土遺物

0.42mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは東壁に設置されており、主軸方位はN-75° 一

Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は9.5～ 22.Ocmを 測る。覆土は 3層に分層でき、レ

ンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは東壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を47.0～

49.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ66.Ocm、 検出された両袖間の最

大幅63.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・ITXが出土。 1の土師器・甕は口縁部が外反し、口縁端部は摘み上げられている。これ

ら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

63)竪穴建物跡S1117(第 167・ 169。 172図 )

調査区の北西側に位置し、建物東側・西側は未調査区域に広がっている。規模は南北軸長3.30m、 検出された東西

軸長2.22mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN―

9° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は1.0～ 14.5cmを測る。壁溝は北辺に一部掘

削部が欠ける部分がみられるが、検出された東辺および南辺および北辺で確認される。規模は上面幅で14.0～

22.Ocm、 深さ1.0～ 5,Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である◇北壁面を32.0～ 35.Ocm箱 形に掘り込んで煙道部

としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ76.Ocm、 検出された両袖間の最大幅100,Ocm、 袖部構築材は灰白

色粘土で構築されている。

遺物は須恵器 。蓋が出土。天丼部は回転ヘラケズリ。 9世紀前葉に比定される。

64)竪穴建物跡S1118(第 173・ 174図 )

調査区の南西側に位置し、S1119に よって大半が切られている。確認できる規模は南北軸長2.97m、 東西軸長

1.07mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されているものとすると、主軸方位は

N-2° ―Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は10.0～ 20.5cmを測る。覆土は 2層に分

層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・甕が出土。底部は木葉痕が残置している。 9世紀代と推定する。

65)竪穴建物跡S1119 (第 173・ 175図 )

調査区の南西側に位置し、北西側、北東側は未調査区域に広がつている。規模は南北軸長3.47m、 検出された東西

軸長3.68mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されているものとすると、主軸方

位はN-1° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は7.0～ 17.Ocmを測る。壁溝は北壁

辺 。東壁辺に掘削し、規模は上面幅で14.0～ 19.Ocm、 深さ2.0～ 8.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 2層に分層

でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。
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―A′ 第174図  竪穴建物S1118出 土遺物

1 暗褐色■liOYRe/3) ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む
?黒褐色土(10YR3/21  ローム粒子 ロームフロックを多■に合む

I黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子 ロームブロックを多く合む
2贈褐色土(10YR4/3) ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む

第173図  堅穴建物S1118,119実測図

0                  10cm
I        I        I

第175図 竪穴建物S1119出 土遺物

遺物は土師器・高台付邦、甕。須恵器・邦、甕が出土。 1・ 2は土師器。 2の甕底部は木葉痕を残置する。 3～ 5

は須恵器。 3の ITh底部は回転ヘラキリ。 4・ 5は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。 12

～14は平行タタキ。15は平行夕タキにより格子目状を呈する。これら出土遺物は 8世紀後葉に比定される。

66)竪穴建物跡S1120(第 154図 )

調査区の南側に位置し、S1109に 切られ、S1110を切って構築している。規模は南北軸長5,65m、 検出された東西

軸長3.80mを測 り、平面形は長方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されており、主軸方位はN―

8° ―Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は14.0～ 17.5cmを測る。覆土は自然堆積であ

る。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北東壁面を81,Ocm三角形状に掘り込んで煙道部と
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i 黒掲色土(iOYR3/1) ローム粒子を多く含む
2黒掲色■(iOVR2/2) ローム粒子をわすかに含む
3黒褐色■(iOYR2/2) ローム粒子を多く合む
4黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子を多く含む
5黒色土(10VR2/1)  ローム粒子をわすかに含む
6黒褐色土(,O漁?/2) ローム粒子を多く含む

0                  1 0Cm
l        l        l

第177図 円形有段遺構SX01出土遺物

第176図  円形有段遺構SX01実測図   。        2m
l    1    1

している。規模は焚口部から煙道部までの長さ92.Ocm、 検出された両袖間の最大幅70,Ocm。

遺物の出土はない。構築時期はS1109の 11世紀よりも古期である。

第 2項 円形有段遺構
1)円形有段遺構SX01(第 176・ 177図 )

調査区の南側に位置し、いわゆる氷室と想定される円形有段遺構である。平面形は円形を呈し上径2.80X2.59m、

下径 1.35× 1.21m、 底面までの深さ131.Ocmで、壁面は外傾して立ち上がる。底面中央に径0,89× 0.70mの円形の掘

り込みがみられる。掘り込みの深さは48.Ocmで ある。覆土は 6層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は須恵器・不、甕が出土。 1の杯底部回転ヘラケズリ。胎土に海綿骨針を含む。 2の郭底部も回転ヘラケズリ。

3は甕胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。 4は鉄斧。有袋式無肩の手斧。小型で整った造りで

ある。長さ8.4cm、 幅0.38cm、 重量131,Ogを 測る。これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

第 3項 土坑 (第 178～ 181図 )
1)土坑SK170(第 178・ 180図 )

調査区の中央に位置し、平面形は楕円形。長径3.09m、 短径2.03m、 深さ58.6cm。 壁面は外傾して立ち上り、底

面は平坦。全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は 4層の自然堆積層である。遺物は土師

器・甕。須恵器 。ITh、 高台付郵が出土 (第 180図 1～ 4)。 3の ITh底部は回転ヘラケズリ。 4の底部にヘラ記号。 8

世紀後半に比定できる。

2)土坑SK176(第 178。 180図 )

調査区の南側に位置し、平面形は円形。長径 1.26m、 短径1.17m、 深さ26.4cm。 南側に0,79× 0.55cm、 深さ

0.12cmの 精円形ピットを伴う。壁面は外傾して立ち上り、底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた

痕跡は認められない。覆土は 2層の自然堆積層である。遺物は土師器 。郷が出土(第 180図 5)◇ 5は底部回転ヘラケ
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1 ・ 2(SK367)

3(SK369)

学 5 4 ・ 5(SK370)

第181図 土坑(古代)出土遺物 (2)

ズリ。 9世紀後葉に比定される。

3)土坑SK184(第 178。 180図 )

調査区の南西側に位置し、平面形は精円形。長径 1.52m、 短径 1.43m、 深さ54.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は全誉的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム

粒 。ロームブロックを含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土師器・郷、甕が出土(第 180

図 6～ 9)。 7は郷底部は回転ヘラケズリ。 9世紀後葉と推定する。

4)土坑SK187(第 178。 180図 )

調査区の南側に位置し、平面形は楕円形◇長径 1.94m、 短径 1.79m、 深さ56.3cm。 壁面は外傾して立ち上がる。

底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。北側に33.0× 30.Ocm、 深さ8.2cmの

円形ピットを伴う。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層であ

る。遺物は土師器・皿。須恵器・郷、短顕壺が出土(第 180図 10～ 12)。 10は底郡回転ヘラケズリ。11の底郡は回転

ヘラケズリ。 8世紀後葉に比定できる。

5)土坑SK191(第 178・ 180図 )

調査区の南側に位置し、東側でSK370、 西側でSK369に よって切られている。平面形は円形を呈するものと推定

できる。確認面で長径 1.07m、 短径0,42m、 深さ13.lcmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦で、

全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、締りが

なく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土師器・皿が出土(第 180図 13)。 13は底部回転ヘラケズリ。 9世紀

代と推定する。

6)土坑SK192(第 178。 180図 )

調査区の南側に位置し、南側でSK369に よって大きく切られている。平面形は確認面で楕円形。長径0,93m、 短

径0.25m、 深さ12.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められ

た痕跡は認められない◇覆土は 2層の自然堆積層である◇遺物は土師器・甕が出土(第 180図 14)。 9世紀代と推定で

きる。

7)土坑SK203(第 178図 )

調査区の南側に位置し、平面形は円形。長径1.46m、 短径1.38m、 深さ13.9cmを 測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は 2層の自然堆積層である。

遺物は出土していないが、覆土の状況から古代と推定できる。

8)土坑SK204(第 178。 180図 )
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第 2章 検出された遺構と遺物

一 A′

第185図  井戸SE01・ 02実測図 0       1m
l   l   l

調査区の南側に位置し、平面形は円形。長径 1.01m、 短径0.93m、 深さ8.Ocm。 壁面は壁面は外傾して立ち上がる。

底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、

締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土師器・郭、甑が出土(第 180図 15。 16)。 15の郭は底郡回転

ヘラケズリ。内面ヘラミガキの後黒色処理。17は体部上部に把手が付く。 9世紀代に比定される。

9)土坑SK206(第 178・ 180図 )

調査区の南側に位置し、平面形は円形。長径 1.20m、 短径 1.18m、 深さ30.Ocm。 壁面は外傾して立ち上がる。底

面はやや鍋底状で全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム

粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は須恵器
。杯が出土(第 180図 19)。 19の雰は底部回

転ヘラキリ。 8世紀後葉に比定できる。

10)」ヒ坑SK209(第 179。 180図 )

調査区の南側に位置し、西側が未調査区域に延びている。平面形は確認面で円形を呈し、長径1.43m、 短径 1.13m、

深さ56.7cm。 やや東側で径50.0× 42.Ocm、 8.5cmの楕円形ピットを伴う。 壁面は外傾して立ち上がる。底面は

ほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を

含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土師器・郷。須恵器・高台付坪、蓋が出土(第 180図

20～ 22)。 22の lTkの底部回転ヘラケズリ。22の蓋のカエリは強く屈曲する。 8世紀後葉に比定できる。

11)土坑SK210(第 179'180図 )

調査区の南西側に位置し、北伴部が未調査区域に延びている。平面形は円形を呈するものと推定する。長径 0。 78m、

短径0.31m、 深さ20,Ocm。 壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕

跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層であ

る。遺物は土師器・邦が出土(第 180図 23)。 23の ITXは 内面ヘラミガキの後黒色処理。 9世紀代と推定する。

12)土坑SK212(第 179。 180図 )

調査区の北東側に位置し、平面形は楕円形。長径 1.88m、 短径 1.47m、 深さ63.5cmを 測り、壁面は壁面は外傾し
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第 2章 検出された遺構と遺物
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第 188図  方形区画遺構SX02実測図 (2)

て立ち上がる。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一

層で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は鉄製釘が出土(第 180図 24)。 両

端が折損する。錆化が顕著で現存の長さ7.27cm、 厚さ0.57cmを 測る。時期は明確ではないが、古代と推定できる。

13)土坑SK240(第 179。 180図 )

調査区の北東側に位置し、北側で長径 0。 71m、 短径0.44m、 深さ56.5cmの 方形土坑と重複している。また北側が

未調査区域に延びている。平面形は楕円形を呈し、確認面で長径107m、 短径 1.00m、 深さ41.5cmを測 り、壁面は

外傾して立ち上がる。底面は西側が深いがほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆

土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土師器・高

台付rTxが出土(第 180図 25)。 25は底部回転ヘラケズリ。内面ヘラミガキの後黒色処理。外面に墨書 「木ヵ」が習書さ

れている。 9世紀前葉に比定され。

14)土坑SK248(第 179・ 180図 )

調査区の北東側に位置し、平面形は楕円形。長径 1.43m、 短径0.93m、 深さ43.3cmを測り、壁面は壁面は外傾し

て立ち上がる。底面は鍋底状で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層

で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土師器・lTXが出土(第 180図 24)。

24は内面ヘラミガキの後黒色処理。 9世紀代と推定できる。

15)土坑SK331(第 179。 181図 )

調査区の北東側に位置し、平面形は楕円形。長径 1.50m、 短径 1.22m、 深さ37.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少

量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物の出土はなかったが、覆土の状況から古

代と推定できる。

16)土坑SK367 (第 179。 181図 )

調査区の南西側に位置し、 2基のピットが接している。平面形は楕円形。長径0.81m、 短径0,70m、 深さ55,Ocm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はやや鍋底状を呈し、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は土

師器・郭と鉄製紡錘車が出土(第 180図 1・ 2)。 1の lThは 内面ヘラミガキの後黒色処理。 2は鉄製紡錘草。軸が半分

折損している。現存軸長14.52cm、 軸径0.42cm、 弾み車径4.49cm、 厚さ0.28cmを測る。 9世紀代に比定できる。

17)土坑SK369(第 178。 181図 )

調査区の南側に位置し、東側でSK191、 北西側でSK192を 切って構築している。平面形は楕円形で、長径 1.93m、

短径 1.30m、 深さ22.3cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固めら

れた痕跡は認められない。覆土は 2層に分層でき自然堆積である◇遺物は土師器・不が出土(第 181図 3)。 3の杯は

底部回転ヘラケズリ。内面ヘラミガキの後黒色処理。 9世紀代に推定できる。

18)土坑SK370(第 178・ 181図 )
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調査区の南側に位置し、西側でSK191を 切って構築している。平面形は円形で、長径 1.12m、 短径 1.12m、 深さ

14.3cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は西側が深いがほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた

痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層で

ある。遺物は土師器・郷、高台付郭が出土(第 181図 4・ 5)。 4は内面ヘラミガキの後黒色処理。 5の底部は回転ヘ

ラケズリ。内面ヘラミガキの後黒色処理。 9世紀代と推定する。

第 5節 中世以降の遺構 と遺物 (第 183～191図 )
中世以降の遺構として、掘立柱建物跡 7棟、井戸 2基、方形区画遺構 1基、溝状遺構 10条、土坑墓21基、土坑

193基、柱穴1,064基 が検出された。

第 1項 掘立柱建物跡
1)掘 立柱建物跡SB08(第 183図 )
調査区南東隅に位置する。遺構は南北方向の柱穴列のみ検出され、調査区外に展開するようである。検出された規

模は 2間で、平面形態が不明な側柱建物である。軸方位は南北柱列でN-10° 一Wを示す。 1間幅、最大2.20m、

最小2.10mの 間隔である。柱穴の規模は径35,0～ 40,Ocm、 深さ16.9～23.5cmの 規模をもち、平面形は円形を呈する。

各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以降の

所産と推定される。
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i 黒掲色主(10YR3/1) rl― ム粒子を多く含む
2黒色■(iOYR?/1)  コーム社子をわずかに合む
3黒褐色主(iOYR?/2) ローム粒子を多量に合む
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2)掘 立柱建物跡SB09(第 183図 )
調査区南側に位置する。規模は 1間×2間で、平面形態が東西方向に長い長方形を呈する側柱建物である。軸方位

は東側柱列でN-77° 一Wを示す。概して 1間は1,8m前後の間隔をもつが、最大1.85m、 最小1.01mの間隔である。

柱穴の規模は径16.0～ 86.Ocm、 深さ13.0～40.6cmの規模をもち、平面形は円形もしくは精円形を呈する。各柱穴の

底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以降の所産と推

定される。

3)掘 立柱建物跡SB10(第 183図 )
調査区南西隅に位置する。遺構は南北方向の柱穴列のみ検出され、調査区外に展開するようである。検出された規

模は 1間で、平面形態が不明な側柱建物である。軸方位は南北柱列でN-9° 一Wを示す。 1間幅2.50mで ある。柱

穴の規模は径36.0～ 58.Ocm、 深さ16.5cmの規模をもち、平面形は円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによる

硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以降の所産と推定される。

4)掘 立柱建物跡SBll(第 183図 )
調査区南西隅に位置し、東側の一部が未調査区域に延びている。規模は 3間×3間で、平面形態がほぼ正方形を呈

する側柱建物である。軸方位は東側柱列でN-10° 一Wを示す。概して 1間は1.8mで、最大1,90m、 最小1.40mの
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第192図  土坑墓SK266・ 267・ 276・ 279。 280・ 281・ 285出土遺物

間隔である。柱穴の規模は径41.0～ 68.Ocm、 深さ13.6～ 63.6cmの規模をもち、平面形は円形もしくは楕円形を呈す

る。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以

降の所産と推定される。

5)掘 立柱建物跡SB12(第 183図 )
調査区西側に位置する。遺構は南北方向の柱穴列のみ検出され、調査区外に展開するようである。検出された規模

は 2間で、平面形態が不明な側柱建物である。軸方位は南北柱列でN-9° ―Wを示す。 1間幅、最大1,75m、 最小
1.70mの間隔である。柱穴の規模は径24,0～ 48.Ocm、 深さ22.3～46.6cmの 規模をもち、平面形は円形・方形を呈す

る。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以

降の所産と推定される。

6)掘立柱建物跡SB13(第 184図 )

調査区北側、方形区画遺構SX02の 南側に位置し、SB14に近接している。規模は桁行 3間 ×梁行 2間に東側に庇が

付く。主軸方位はN-88° 一Eを示す。桁間は1.1～ 1.6m、 梁間は1.6mと 1,8mの 間隔である。柱穴は 9本検出され、

径31.0～ 60.Ocm、 深さ24,0～ 38.Ocmで ある。柱当たりによる硬化面は確認できなかった。出土遺物はないが、掘形

MK285)
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第193図  土坑SK265出 土遺物

が比較的簡素であることから中世以降と

推定される。

7)掘立柱建物跡SB14(第 184図 )

調査区北側、方形区画遺構SX02の 南

側で、区画溝SDllと 重複し、本跡が新

規である。規模は桁行 3問×梁行 2間と

推定される。主軸方位はN-15° 一W

を示す。溝SDllと 重複しているため、

桁行東西列 1本ずつが検出できなかっ

た。桁間は1.6～ 1,7m、 梁間は1.5mと

2.Omの間隔である。柱穴は 8本検出さ

れ、径 29.0～ 46.Ocm、 深さ 18.0～

27.Ocmで ある。柱当たりによる硬化面

は確認できなかった。出土遺物はないが、

掘形が比較的簡素であること、中世溝

(15世紀後半か ら16世 紀前半 )で ある

SDllを 切つて構築していることから近

世以降と推定される。

第 2項 井戸跡
1)井戸跡SE01(第 185図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北

に位置する。規模は長径1.16m、 短径

1.08mを測り、開口部と下位面がほぼ同

じの円筒形の素掘り井戸で、平面形は円

形を呈する◇壁面は検出面からほぼ垂直

の筒状に掘り込まれている。掘削痕はみ

られず、起伏もなく比較的丁寧な造りで

ある。なお湧水のため底面まで完掘する

ことができなかったが、湧水層までは検

出面から275cmで ある。上層はレンズ

状堆積を示す自然堆積である。遺物の出

土はないが、周辺から判断して中世の構

築である。

2)井戸跡SE02(第 185。 186図 )

調査区の北側に位置する。規模は長径 1.25m、 短径1.18mを測り、開口郡と下位面がほぼ同じの円筒形の素掘り井

戸で、平面形はほぼ円形を呈する。壁面は検出面からほぼ垂直の筒状に掘り込まれている◇掘削痕はみられず、起伏

もなく比鞭的丁寧な造りである。なお湧水のため底面まで完掘することができなかったが、湧水層までは検出面から

210cmである。上層はレンズ状堆積を示す自然堆積である。遺物として陶器・油受け皿の日縁部破片。近世である。

第 3項 方形区画遺構SX02(第 187～ 189図 )
調査区北端で検出された遺構で、地山であるローム面を一段掘削し削平した造成地である。広場的な空間をもち、

土坑墓をはじめ、井戸(SE01)、 方形竪六遺構、土坑、柱穴などが集中して検出された。但し、北側および西側が未

調査区域に延びているため、南辺と東辺の一部が明らかにされたのみで、全容は把握できない。まず、南限と東限を
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第 2章 検出された遺構と遺物

区画するのが濤SD10。 11の 2条で、外側がSD10、 内側がSDll。 いずれも南東隅から北方向に向かつて延びており、

外側のSDllは東西方向から南東側から鈍角の120° の角度で広がっていく。ここを区画 1と 呼称する。主に墓域と

した空間である。

また内側の溝SD12は東西方向から南東側で直角に北走する。ここを区画 2と呼称する。主に竪穴遺構や土坑、さ

らに建物跡と推定される柱穴群が集中している。これら2条の内側には比較的幅のある直線溝・溝SD15が掘削され

ている。なお、これら3条の区画溝については次項溝状遺構において詳細している。

まず溝SDllで区画されている区画 1での空間は南東側に限られているが、 ここに土坑墓20基が集中して検出され
た。存続期間については、副葬品である銭貨の出土から中世後期から近世中期にかけてであろう。確認された墓域

(区画 1)の規模は南北 17.2m、 東西13.4mで ある。また内側の溝SD12・ 15に 区画された区画 2内では井戸 1基、土

坑墓 1基、方形竪穴遺構 。土坑が123基 と柱穴672基が検出された。ほぼ全面に遺構が検出されている。存続期間に

ついては出土遺物から中世後期から近世後期と判断できる。確認された規模は南北31.2m、 東西61.9mを測る。

これら区画の性格については、区画 1は明らかに墓域であり、区画 2では方形竪穴遺構や土坑あるいは粘土貼土坑

の集中から墓地を伴う。小規模な貯蔵施設空間と推定される。また区画 1と区画 2の関係については、今後の北側調

査に委ねるほかないが、出土遺物の検証から判断してほぼ同時期に造成されたものと推定できる。

第 4項 溝状遺構
1)濤状遺構SD07(第 182図 )

調査区南東側、ほぼ直線的に東西に走る溝である。東側が未調査区域に延びている。軸はN-75° 一Eに とり、

検出された長さ6.28m、 幅0.53～ 0.65m、 深さ6.5～ 21.5cmを測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU字状

を呈し、畑地区画を目的とした根切り溝と思われる。遺構の年代については、出土遺物もなく、不明な点が多いが、

覆土の状態から近世以降で扱うべきと判断した。

2)溝状遺構SD08(第 182照 )

調査区南側から西側および東側排水溝予定地であるトレンチ区で検出されたほぼ直線的な東西溝である。調査区の

関係で部分的であるが、ほぼ調査区域を横断して、さらに東西方向に延びている。軸はN-79° 一Eに とり、全長

は35m以上である。また幅0.24～ 0.54m、 深さ2.7.5～ 28.Ocmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU状

を呈する。区画溝と推定される。遺構の年代については、出土遺物もなく、不明な点が多いが、覆土の状態から中世

以降で扱うべきと判断した。

3)溝状遺構SD09(第 182図 )

調査区南端中央。ほぼ直線的に南北に走る溝で、南側は未調査区域に延びるため全貌を明らかにではない。軸は

N-5° 一Wに とり、全長は20m以上である。検出された長さ6.34m、 幅0.29～ 0.49m、 深さ2.5～ 5.25cmを 測る。

壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU字状を呈し、畑地区画を目的とした根切り溝と思われる。遺構の年代につ

いては、出土遺物もなく、不明な点が多いが、覆土の状態から近世以降で扱うべきと判断した。

4)溝状遺構SD10(第 182図 )

調査区北側、ほぼ直線的に東西に走る溝である。東側が未調査区域に延びている。軸はN-66° 一Eに とり、検

鎚された長さ57,24m、 幅0.30～ 0。 76m、 深さ4.5～ 32.5cmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU字状

を呈し、畑地区画を目的とした根切り溝と思われる。遺構の年代については、出土遺物もなく、不明な点が多いが、

覆土の状態から近世以降で扱うべきと判断した。

5)溝状遺構SDll(第 187・ 189図 )

調査区北側、方形区画遺構の南側を区画する溝で、東端で南北方向に向きを変え、北走する。また西側は未調査区

域に延びており、区画の範囲を把握できず、方形区画するものか、あるいはコの状区画するものかは不明。まず南限

する東西方向の軸はN-81° 一W。 東側の北走する軸はN-22° ―Eに とり、検出された全長 77.56m、 南側長さ

74.56m。 東側長さ3.Om、 幅0.68～ 1.24m、 深さ30.5～ 72.8cmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形は逆

台形の箱形を呈する。方形区画遺構の区画溝で、北側には溝SD12お よび溝SD15が並行している。年代は中世から

近世であり、方形区画遺構に関連しており中世で扱うべきと判断した。区画 1と 呼称する。遺物として、土師質土
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器・小皿の完形品が出土している(第 189図 12)。 日径7.9cm、 器高2.25cm。 ロクロ成形で、底部に糸切り痕を残す。

15世紀後半から16世紀前半に位置する。

6)溝状遺構SD12(第 187図 )
調査区北側、方形区画遺構の南側を区画する溝で、溝SDllおよび溝SD15に 挟まれている。なお、溝SDllと 同じ

く東端で南北方向に向きを変え、北走する。また西側は未調査区域に延びており、区画の範囲を把握できず、方形区

画するものか、あるいはコの状区画するものかは不明。まず南限する東西方向の軸はN-85° 一W。 東側の北走す

る軸はN-8° 一Eに とり、検出された全長75,86m、 南側長さ60。 36m。 東側長さ15.5m、 幅0.44～ 2.50m、 深さ2.0

～16.8cmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU字状を呈する。方形区画遺構の区画溝で、南側には溝
SDll、 北側には溝SD15が並行している。年代は中世から近世であり、方形区画遺構に関連しており中世で扱うベ

きと判断した。区画 2と呼称する。

7)濤状遺構SD13(第 187図 )
調査区北西側の排水溝予定地であるトレンチ区で検出されたほぼ直線的な南北溝である。調査区の関係で部分的で

あるが、方形区画遺構の西側区画溝と推定される。軸はN-5° ―Eに とり、検出された長さ1.37m、 幅1.07～
1.12m、 深さ32.5cmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形は逆台形の箱形を呈する。方形区画遺構の区画

溝で、南側で溝SD12と 接続できそうであるが、未調査区に当たるため不明である。年代は中世から近世であり、方

形区画遺構に関連しており中世で扱うべきと判断した。区画 2に関連するものと推定される。

8)溝状遺構SD14(第 187図 )
調査区北東端、方形区画遺構内の区画 1内に位置する。ほぼ直線的な東西溝であるが、軸はN-65° 一Eに とり、

検出された長さ7.26m、 幅0,36～ 0.66m、 深さ21,0～ 38.5cmを測り、東測は未調査区域に延びている。区画 1内の墓

域内に掘削されているが、墓地との関連性は把握できず、壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU字状を呈し、畑
地区画を目的とした根切り溝と思われる。遺構の年代については、出土遺物もなく、不明な点が多いが、覆上の状態

から近代以降で扱うべきと判断した。

9)溝状遺構SD15(第 187・ 189図 )
調査区北側、方形区画遺構の内側を区画する溝である。並行する溝SDll・ 12と異なり、南限となる東西方向の直

線溝である。軸はN-79° 一W。 長さ43.20m、 幅0,34～ 2.82m、 深さ8.8～ 14.5cmを 測る。壁面は外傾して立ち上

がり、横断面形はU字状を呈する。方形区画遺構の区画清で、南側には溝SDllお よび溝SD12が並行している。年
代は中世から近世であり、方形区画遺構に関連しており中世で扱うべきと判断した。区画 2と呼称する。遺物として

陶器・土師質土器が出土している(第 189図 1～ 11)。  1・ 2は常滑・甕壺類の胴部破片。 3～ 8は土師質土器・内耳
鍋。 3は 口径37.Ocmの 口縁部。耳部を残存している。 9。 10は底部破片。丸味をもつ。 11は安山岩製の石臼。摩減
のため擦り目が 3条のみ確認。下臼である。

第 5項 土坑墓 (第 190～ 193図 )
1)土坑墓SK265(第 190。 193図 )
調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、平面形は楕円形を呈し、主軸方位はN-29° 一Eを示す。長軸

0,89m、 短軸 0。 73m、 深さ31.5cmを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土上面に自然礫による葺石が施されている。

床面上より入骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と

推定される。骨片以外の遺物として、上面より石臼が出土している。第193図 1は安山岩製の上臼で、 6分画 6溝。

径32.6cm、 厚さ14.9cmを測る。掘形から判断して中世に比定できる。

2)」L坑墓SK266(第 190。 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、平面形は楕円形を呈し、主軸方位はN-30° 一Eを示す。長軸
1.01m、 短軸0,79m、 深さ13.lcmを測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より

銭貨 5枚が出土(第 192図 1～ 5)。 皇宋通費(北宋1033年 )、 元祐通費(北宋1086年 )、 洪武通費(民 1368年 )各 1枚、不

明 2枚である。人骨については検出できなかった。中世に比定できる。

3)土坑墓SK267(第 190。 192図 )
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調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、北側で土坑墓SK275と 重複し、本跡が新期である。平面形は楕

円形を呈し、主軸方位はN-16° 一Wを示す。長軸 1.41m、 短軸0,70m、 深さ30.Ocmを 測る。床面はほぼ平坦であ

る。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人骨である頭部と副葬品である銭貨 5枚が検出された。人骨は頭

部を北側に置き、壁に接している。顔は東側に向く側臥屈葬であろう。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないこと

から直葬と推定される。銭貨は開元通費(唐 621年 )2枚、同じく開元通費(唐845年・紀地銭)1枚、豊祐通費(北宋

1034年 )、 永楽通費(明 1408年 )各 1枚である (第 192図 6～ 10)。 中世に比定できる。

4)土坑墓SK268(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-0° を示す。長軸 1.25m、

短軸0.75m、 深さ18,lcmを測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人骨と推

定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。骨片以

外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世に比定できる。

5)土坑墓SK269(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-65° 一Eを示す。長軸

0.83m、 短軸0.60m、 深さ20.Ocmを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より

人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。

骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世に比定できる。

6)土坑墓SK270(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、土坑墓SK270、 SK339に切られている。平面形は長方形を呈し、

主軸方位はN-34° 一Eを示す。長軸0,96m、 短軸0,76m、 深さ29,3cmを 測る。床面はほぼ平坦で、柱穴が 2本穿

ってある(径 27.0× 24.Ocm、 深さ10.3cm、 径 19.5× 18.Ocm、 深さ15.5cm)。 覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床

面上より人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推

定される。骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世に比定できる。

7)土坑墓SK271(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、土坑墓SK272に 切られている。平面形は長方形を呈し、主軸方

位はN-3° 一Eを示す。長軸0.74m、 短軸0.63m、 深さ34,4cmを測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土

層の様相を示す。床面上より人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認できな

いことから直葬と推定される。骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世に比定できる。

8)土坑墓SK272(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、土坑墓SK271を切り、東側は未調査区域に延びている。平面形

は長方形を呈し、主軸方位はN-87° 一Eを示す。長軸0.94m、 短軸0,90m、 深さ51.9cmを測る。床面はほぼ平坦

である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの

構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近

世に比定できる。

9)土坑墓SK273(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-0° を示す。長軸0.99m、

短軸0.64m、 深さ21.6cmを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し上層の様相を示す。床面上より人骨であ

る頭部と脚部が検出された。頭部を北東側に置き、壁に接している。顔は東側に向き、膝を曲げていることから側臥

屈葬であろう。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。人骨以外の遺物は検出されなか

ったが、中世と推定する。

10)土坑墓SK274(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、土坑墓SK270、 SK339を切って構築している。平面形は長方形

を呈し、主軸方位はN-6° 一Wを示す。長軸 1,31m、 短軸0.78m、 深さ58.Ocmを測る。床面はほぼ平坦である。覆

土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕

跡が確認できないことから直葬と推定される。骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世に比定で
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きる。

11)土坑墓SK275(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、南側で土坑墓SK267に よって切られており、本跡が古期である。

平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-16° 一Eを示す。長軸0.84m、 短軸0.55m、 深さ23.5cmを 測る。床面はほ

ぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人骨である頭部と脚部が検出された。頭部を西側に置

き、壁に接している。顔は北側に向き、膝を強く曲げていることから側臥屈葬であろう。棺桶などの構造物の痕跡が

確認できないことから直葬と推定される。人骨以外の遺物は検出されなかったが、中世に比定できる。

12)土坑墓SK276(第 190・ 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-76° 一Wを示す。長軸
1.27m、 短軸0,84m、 深さ59.3cmを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より

人骨である頭部と腕、背、腰、脚部が検出された。頭部を西側に置き、壁に接している。顔は北側に向き、膝を強く

曲げていることから側臥屈葬であろう。棺桶などの構造物に埋葬されたものと推定される。人骨以外には銭貨 6枚、

キセルが副葬品として出土している。銭貨は寛永通費でいずれも「文銭」と呼ばれている新寛永(第 189図 15～ 20)。

鋼製品・喫煙具であるキセルは雁首と吸口(第 189図 28)が 出土している。雁首は火皿から煙管端部まで遺存し、火皿

は半球で、上端部がわずかに内傾する。首部は湾曲し、火皿の底中央に接合する。長さ7.2cmである。近世中期に比

定できる。

13)土坑墓SK277(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-27° 一Eを示す。長軸

0.83m、 短軸0,63m、 深さ43.3cmを測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より

人骨である頭部、背、脚部が検出された。頭部を北西側に置き、壁に接している。胸部は北東側、脚部は南側に位置

しており、しかも膝を強く曲げていることから側臥屈葬であろう。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから

直葬と推定される。人骨以外の遺物は検出されなかったが、人骨の遺存状況から判断して近世の可能性が高い。

14)土坑墓SK278(第 191・ 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、北側で近世墓SK281に 切られている。平面形は長方形を呈し、

主軸方位はN-23° 一Eを示す。長軸0.78m、 短軸0,76m、 深さ35.2cmを 測る。床面上より人骨と推定される骨片

がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。骨片以外の遺物は検

出されなかったが、中世に比定できる。

15)土坑墓SK279(第 191・ 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-12° 一Wを示す。長軸
1.17m、 短0.82軸 m、 深さ96.4cmを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より

人骨である頭部、胸部、脚部が検出された。頭部を北東側に置き、全体が東壁に接している。顔は西側に向き、膝を

強く曲げていることから側臥屈葬であろう。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。人

骨の他、副葬品として銭貨が 1枚出土している(第 189図 11)。 天聖元費(北宋1023年)は折損している。中世に比定で

きる。

16)土坑墓SK280(第 191・ 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、平面形は長方形を呈し、主軸方位はN-89° 一Eを示す。長軸

1.12m、 短軸0.80m、 深さ19,8cmを 測る。床面はほぼ平坦で、北東隅に柱穴(径 30.0× 23.5cm、 深さ5.5cm)が穿っ

てある。本跡との関連は不明である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人骨と推定される骨片と副葬品

である土師質土器・小皿(第 189図 28)が出土している。孔径14.Ocm、 器高2.5cm。 ロクロ成形。15～ 16世紀。棺桶

などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。中世に比定できる。

17)土坑墓SK281(第 191・ 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、中世墓SK278を切っている。平面形は円形を呈し、長軸1.05m、

短軸0.90m、 深さ47.8cmを 測る。床面はほぼ平坦である。覆土は自然埋土層の様相を示す。床面上より人骨である

頭部、胸部、脚部が検出された。頭部を北側に置き、壁に接している。顔は下向きで膝を強く曲げていることから座
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葬であろう。棺桶内埋葬されていたものと推定する。人骨以外には銭貨 6枚が副葬品として出土している。銭貨は寛

永通費でいずれも古寛永である(第 189図 21～ 26)。 これら副葬品から近世前期に比定できる。

18)土坑墓SK285(第 191・ 192図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 2内 に位置し、平面形は楕円形を呈し、主軸方位はN-74° 一Wを示す。長軸

1.17m、 短軸0.65m、 深さ41.9cmを測る。床面は鍋底状である。覆土は埋め戻し土層の様相を示す。床面上より人

骨と推定される骨片と、副葬品である銭貨3枚、内耳土鍋の小破片 1点が出土している(第 189図 12～ 14・ 29)。 銭貨

12は紹興元費(南宋1131年 )、 その他は判読不明である。29は土師質土器・内耳鍋の胴部破片である。また棺桶など

の構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。中世に比定できる。

19)土坑墓SK287(第 191図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、平面形は楕円形を呈し、主軸方位はN-86° 一Eを示す。長軸

0。90m、 短軸0.61m、 深さ7.lcmを測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し上層の様相を示す。床面上より人

骨である頭部と脚部が検出された。頭部を西側に置き、壁に接している。顔は東狽けに向き、膝を強く曲げていること

から側臥屈葬であろう。棺桶などの構造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。人骨以外の遺物は検出

されなかったが、中世に比定できる。

20)土坑墓SK339(第 190図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内 に位置し、土坑墓SK270を切り、土坑墓SK274に 切られている。平面形は

長方形を呈し、主軸方位はN-28° 一Eを示す。長軸1.30m、 短軸0,72m、 深さ39.5cmを測る。床面はほぼ平坦で

ある。覆土は埋め戻し土層の様相を示す◇床面上より人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構

造物の痕跡が確認できないことから直葬と推定される。骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世

に比定できる。

21)土坑墓SK340(第 191図 )

調査区の北側、方形区画遺構区画 1内に位置し、東側は未調査区域に延びている。平面形は長方形を呈し、主軸方

位はN-43° ―Eを示す。長軸 0。 70m、 短軸0.66m、 深さ18.2cmを測る。床面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻し

土層の様相を示す。床面上より人骨と推定される骨片がわずかに残存していた。棺桶などの構造物の痕跡が確認でき

ないことから直葬と推定される。骨片以外の遺物は検出されなかった。掘形から判断して近世に比定できる。

第 6項 土坑 (第 187・ 194～198区 )
中世および近世の土坑墓以外で明確に中世と判断できるものを一括する。長方形を基調とする方形堅穴遺構と呼称

されているもので、いわゆる粘土貼土坑も含まれる。出土遺物は豊富ではないが、覆土中に包含されていた。また出

土遺物が検出できない土坑についても形状および覆上の状況から判断して中世とした。なお、それ以外は近世以降の

土坑とし、それらは個々の記述は割愛して一覧表としてまとめた(表 2)。

1)土坑SK201(第 194図 )

調査区の北東側に位置し、平面形は長径2.17m、 短径2.16mの 方形を呈する。深さ40。9cmを測 り、壁面は外傾気

味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層であ

る。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

2)土坑SK202(第 182・ 198図 )

調査区の中央に位置し、平面形は長径0.935m、 短径0,90mの 円形。深さ37.8cmを 浪1り、壁面は外傾気味に立ち上

がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物と

して土師質土器・内耳鍋の口縁部破片が出土している(第 198図 2・ 3)。 中世後期・ 15世紀後半から16世紀前半であ

る。

3)土坑SK204(第 132・ 198図 )

調査区の中央に位置し、平面形は長径 1.01m、 短径0.935mの 方形。深さ18.3cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上

がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物と

して土師質土器・内耳鍋の口縁部破片が出土している(第 198図 4)。 中世後期・15世紀後半から16世紀前半である。



第 5節  中世以降の遺構と遺物

4)土坑SK211(第 194。 198図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内 北東隅に位置し、南側が撹乱を受けている。平面形は長径 1.52m、 短径0.93m

の方形を呈するものと推定される。深さ10,3cm、 壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固

められた痕跡は認められない。北西隅に径34.0× 17.Ocm、 深さ7.9cm。 南東隅に径45.0× 33.5cm、 深さ8.lcmの柱

穴が伴う。覆土は黒褐色土の単一層の埋戻し土層である。遺物として瀬戸美濃系・橋鉢の底部破片が出土している。

鉄釉を施し、内壁面の悟目は縦方向。見込みは同心円状を呈する。大窯期から登窯期に相造し、中世末から近世に比

定される(第 198図 1)。

5)土坑SK214(第 194図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内北東側に位置し、平面形は長径 1.30m、 短径1.20mの方形を呈し、深さ72.6cm

を測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐

色上の単一層で埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世と推定する。

6)土坑SK216(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北側に位置し、西側の一部が撹乱を受けている。平面形は長径 1.70m、 短径

1.53mの隅丸方形を呈し、深さ57.6cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固めら

れた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。遺物として土師質土器・内耳鍋の口縁部破

片が出土している(第 198図 5。 6)◇ 5は内耳が遺存している。中世後期・ 15世紀後半から16世紀前半である。

7)」ヒ坑SK219(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北側に位置し、平面形は長径 1.46m、 短径0.79mの長方形を呈し、深さ44.6cm

を測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。北西隅に径

31.0× 25.Ocm、 深さ7.Ocm。 南東隅に径32.OX31.Ocm、 深さ26.5cmの 柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の単一層で埋

戻し土層である。遺物として土師質土器・内耳鍋の口縁部破片が出土している(第 198図 7)。 中世後期・15世紀後半

から16世紀前半である。

8)土坑SK221(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北側に位置し、平面形は長径 1.55m、 短径1.13mの長方形を呈し、深さ13.6cm

を測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。南壁辺に径

45,0× 40.Ocm、 深さ42.9cmの 柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、

覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

9)土坑SK224 (第 194。 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西に位置し、北側が未調査区域に延び、東側で土坑SK225と重複している。

平面形は確認面で長径 1.35m、 短径1.22mを測り、方形を呈するものと推定する。深さ35。5cmを測り、壁面は外傾

気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。柱穴が 3本伴う。北東側径

33.0× 30.Ocm、 深さ31.5cm。 南東側径29,0× 18.Ocm、 深さ24.Ocm。 南西側径21.5× 17.5cm、 深さ10,5cm。 覆土

は黒褐色上の埋戻し土層である。遺物として陶器と土師質土器が出土している(第 198図 8～ 11)。 8は古瀬戸・灰釉

三足盤の底部破片。底径12.Ocmの 大型の盤もしくは浅鉢であろう。底部はヘラケズリで調整し、内面体部には鋭い

ヘラによるおろし目を刻んでいる。 15世紀中棄。 9。 10はは土師質土器・内耳鍋。 9は 口縁部破片である◇口径
25.Ocmを測る。10は底部破片。丸底気味となっている。中世後期・15世紀後半から16世紀前半である。方形堅穴遺

構である。

10)土坑SK225A(第 194図 )
調査区の北側方形区画遺構SX02内北西に位置し、北側が未調査区域に延び、南側で土坑SK225 Bと重複している。

平面形は確認面で長径 0。 97m、 短径0.38mの 方形を呈するものと推定する。深さ22.Ocmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層で

ある。遺物は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世と推定する。

11)土坑SK225 B(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西に位置し、北側が未調査区域に延び、西側で土坑SK225A・ Bと重複して
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いる。平面形は確認面で長径0.51m、 短径0.41mを 測り、精円形を呈するものと推定する。深さ33.Ocmを 測り、壁

面は外傾して立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層

で埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

12)土坑SK225 C(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西に位置し、北側が未調査区域に延び、土坑SK224、 225A・ B・ Dと重複

している。平面形は確認面で長径 1.63m、 短径0.82mを測り、方形を呈するものと推定する。深さ58.Ocmを 測り、

壁面は外傾して立ち上がる。底面は全林的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一

層で埋戻し土層である。遺物は出上しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する◇

13)土坑SK225D (第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 に位置し、北側が未調査区域に延び、土坑SK224、 225C・ Eと重複している。

平面形は確認面で長径 1,00m、 短径0.94mを 測り、楕円形を呈する。深さ44.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。

遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

14)土坑SK225 E(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西に位置し、北側で土坑SK225Dと 重複している。平面形は確認面で長径

0.61m、 短径0.41mを 決Iり 、楕円形を呈する。深さ最大40.5cm。 壁面は外傾して立ち上がる。底面は全体的に軟弱

であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、

覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

15)土坑SK227A(第 194図 )
調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西に位置し、北側が未調査区域に延び、南側で土坑SK227 Bと重複している。

平面形は確認面で長径0.96m、 短径0.32mを 決Iり 、円形を呈する。深さ8.5cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。

底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。遺物

は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世と推定する。

16)土坑SK227 B(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西に位置し、北側が未調査区域に延び、北側で土坑SK227Aと 重複している。

平面形は確認面で長径 1.12m、 短径0.86mを 測り、長方形を呈する。深さ11.Ocmを測り、壁面は外傾して立ち上が

る。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東側に径22.5× 20.5cm、 深さ19.Ocm。 西側に

径21.0× 21.Ocm。 深さ30.Ocmの 2本の柱穴が伴う。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。遺物は出土しな

かつたが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

17)土坑SK228(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西に位置し、北側は未調査区域に延びている。平面形は確認面で長径 1.10m、

短径0.35mを 測り、長方形を呈するものと推定する。深さ40,Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は全体

的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の単一層で埋戻し土である。遺物は出土しなか

つたが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

18)土坑SK229(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西側、土坑SK230と重複している。平面形は長径2.27m、 短径1.19mの長方

形。深さ24.9cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。北東隅に径23.0× 19.5cm、 深さ36.7cm。 覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形

状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

19)土坑SK230(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西側、土坑SK230と重複している。平面形は長径2.00m、 短径1.20mの長方

形。深さ32.3cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。北壁辺に径20.OX17.Ocm、 深さ12.8cm。 南西隅に径22.0× 21.Ocm、 深さ12.8cm。 覆土は黒褐色土の埋戻

し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。
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20)土坑SK232(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西側に位置し、平面形は長径 1.63m、 短径0,91mの長方形。深さ11,9cmを測

り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。北壁辺径30.0

×25.Ocm、 深さ21.5cm。 東壁辺径33.0× 30.Ocm、 深さ26.4cm。 南側径21.0× 18.Ocm、 深さ9.5cm。 覆土は黒褐

色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

21)土坑SK233(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側に位置し、平面形は長径2.20m、 短径1.38mの長方形◇深さ58.2cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東壁辺径26.0×

25,Ocm、 深さ81.5cm。 覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの

状況から判断して中世の方形竪穴遺構である。

22)土坑SK234(第 194・ 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西、土坑SK245。 259と重複している。平面形は長径2.1lm、 短径0.88mの

長方形。深さ36.3cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物として土師質土器・内耳鍋の口縁部破片が出土している(第

198図 11)。 中世後期 。15世紀後半から16世紀前半である。

23)土坑SK235 (第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側に位置し、平面形は長径2.32m、 短径1.23mの長方形。深さ34.6cmを測り、

壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない◇北西側径27.0×

23.Ocm、 深さ35.lcm。 覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断

して中世の方形竪穴遺構である。

24)土坑SK236(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内西側、土坑SK258と重複している。平面形は確認面で長径2.22m、 短径1.47m

を測り、長方形を呈する。また検出面からの深度は最大79.2cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体

的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東壁辺径31.0× 26.Ocm、 深さ 68.6cm。 西壁辺径 28.0×

20.Ocm、 深さ52.8cm。  覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの

状況から判断して中世の方形竪穴遺構である。

25)土坑SK239(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西に位置し、北側は未調査区域に延びている。平面形は長径0.97m、 短径

0.26mの 方形を呈するものと推定する。深さ36.Ocmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱で

あり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状およ

び覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

26)土坑SK241(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西隅、土坑SK250と 重複している。平面形は長径0.32m、 短径0.24mの方形◇

深さ72.7cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。

覆土は黒褐色土の自然堆積層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆上の締りの状況から判断して中世と推

定する。

27)土坑SK242(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西側、大半が撹乱を受けている。平面形は長径2.00m、 短径0.47mの長方形。

深さ6.5cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。

覆土は黒褐色上の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

28)土坑SK243(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内西に位置し、粘土貼土坑である。平面形は長径 1.13m、 短径0,95mの 長方形。

深さ7.Ocmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面はほぼ平坦。覆土は灰白色粘土が充填している。遺物は出土

しなかったが、中世の竪穴遺構と推定する。
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29)土坑SK244(第 195'198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内西側に位置し、平面形は長径2.04m、 短径1.49mの長方形。深さ58.5cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東壁辺に径 16.0×

13.Ocm、 深さ59.2cm。 西壁辺径 17.5× 14.Ocm、 深さ48.Ocmの 2本の柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層で

ある。遺物として陶器と土師質土器が出土している(第 198図 12。 13)。 12は常滑・壺甕類日縁部破片である。Ⅷ～Ⅷ

型式。14世紀代。13は土師質土器 。小皿。ロクロ成形で底部に回転糸切り痕を残す。中世の方形堅六遺構である。

30)土坑SK245(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 北西隅、土坑SK259と重複している。平面形は長径0.65m、 短径0.56mの楕円

形。深さ33.8cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定す

る。

31)土坑SK246(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側に位置し、平面形は長径2.80m、 短径2.10mの長方形。深さ55.5cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東側に径30.5× 36.0

cm、 深さ72.5cm。 西壁辺径25.0× 24.Ocm、 深さ66.Ocm。 覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなか

つたが、覆上の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構である。

32)土坑SK247(第 195。 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内西側、土坑SK251・ 252と重複している。平面形は長径 1.60m、 短径1.19mの

長方形。深さ25.6cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全林的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。北東隅に径28.5× 25.5cm、 深さ37.Ocmの柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物として

土師質土器・内耳鍋の回縁部破片が出土している(第 198図 14)。 中世後期 。15世紀後半から16世紀前半である。

33)土坑SK249(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側に位置し、平面形は長径2.45m、 短径1.73mの長方形。深さ73.4cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東壁辺に径30.0×

28.Ocm、 深さ57.5cm。 西壁辺に径24.5× 24.5cm、 深さ75.Ocm。 南西側に径26.0× 22.Ocm、 深さ8.7cmの柱穴 3

本を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世の方

形堅穴遺構である。

34)土坑SK250(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西隅、土坑SK241と重複している。平面形は長径 1.03m、 短径0.98mの長方

形。深さ34.Ocmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世と推定す

る。

35)土坑SK251(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側、土坑SK252と 重複している。平面形は長径0.86m、 短径0.65mの長方形。

深さ20.8cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない◇

覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

36)土坑SK252(第 195図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内西側、土坑SK247・ 251と重複している。平面形は長径0.86m、 短径0.38mの

長方形。深さ15.3cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推

定する。

37)土坑SK259(第 194図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内北西側、土坑SK234・ 245と重複している◇平面形は長径2.37m、 短径0.96m

の長方形。深さ39.5cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認
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第 2章 検出された遺構と遺物

められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と

推定する。

38)土坑SK282(第 195。 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 東側、土坑SK283と 重複している。平面形は長径2.43m、 短径1,93mの長方形。

深さ30.8cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。

南壁辺に径25,0× 22.5cm、 深さ8.2cmの柱穴 1本を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物として土師質

土器 。内耳鍋の回縁部破片が出土している(第 198図 15)。 中世後期・15世紀後半から16世紀前半である。

39)土坑SK283(第 195。 198図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内 東側、土坑SK282と 重複している。平面形は長径2.14m、 短径1.51mの長方形。

深さ83.5cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。

覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物として土師質土器・内耳鍋の口縁部破片が出土している(第 198図 16・ 17)。

16は内耳が遺存している。17は底部破片。丸底気味である。中世後期・15世紀後半から16世紀前半である。方形竪

穴遺構である。

40)土坑SK290 (第 187図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側、土坑SK282と 重複している◇平面形は長径 1.38m、 短径0,98mの長方形。

深さ34.9cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。

覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

41)土坑SK294(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側に位置し、北側で土坑SK295と重複している。平面形は長径 1.00m、 短径

0.97mの 長方形。深さ19.5cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる◇底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕

跡は認められない。南壁辺に径25.0× 22.5cm、 深さ38.2cmの柱穴 1本を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。

遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する◇

42)土坑SK295A (第 196図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 南東に位置し、南側で土坑SK295 Bと 重複している。平面形は長径 1.39m、 短

径1.28mの長方形。深さ95.5cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた

痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況

から判断して中世の方形竪穴遺構である。

43)土坑SK295 B(第 196図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南東に位置し、北側で土坑SK295Aと重複している。平面形は長径0.71m、 短

径0,46mの 長方形。深さ53.5cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた

痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断し

て中世と推定する。

44)土坑SK296 (第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側、土坑SK297と 重複している。平面形は確認面で長径2.21m、 短径1.15m

を測り、長方形を呈する。深さ4.7cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固めら

れた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの

状況から判断して中世の方形堅穴遺構と推定する。

45)土坑SK297(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側、土坑SK296。 298と重複している。平面形は長径 1.09m、 短径0,86mの

長方形。深さ29.7cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世の方

形竪穴遺構と推定する。

46)土坑SK298(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側、土坑297・ 300と重複している。平面形は長径2.19m、 短径2.04mの 正
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第 2章 検出された遺構と遺物

方形。深さ28.lcmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認めら

れない。覆土は黒褐色上の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して

中世の方形堅穴遺構である。

47)土坑SK299(第 196・ 198図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側、土坑SK298・ 300と重複している。平面形は長径2,73m、 短径1,38mの

長方形。深さ69.7cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全簿的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。北壁辺に径35.0× 35.Ocm、 深さ3.5cmの柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物として

陶器と土師質土器が出土している(第 198図 18・ 19)。 18は古瀬戸・灰釉折縁深皿の口縁部破片。日縁端部を外方に折

り返している。灰釉は外面・内面体部上部に掛けられている。後期。19は土師質土器・内耳鍋の回縁部破片である。

中世後期 。15世紀後半から16世紀前半である。方形竪穴遺構である。

48)土坑SK300(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側、土坑SK298・ 299と重複している。平面形は長径2.83m、 短径1.50mの

長方形。深さ26.5cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる◇底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断し

て中世と推定する。

49)土坑SK301(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内 北東隅に位置し、平面形は長径 1.59m、 短径1.05mの長方形◇深さ21.6cmを測

り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。南壁辺に径19.5

×17.Ocm、 深さ20.5cmの柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および

覆土の締りの状況から判断して中世の方形堅穴遺構である。

50)土坑SK302(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内北東側に位置し、平面形は長径 1.76m、 短径1.13mの長方形。深さ18.lcmを測

り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない◇南壁辺東側に径

32.5× 28.5cm、 深さ38.6cm。 中央に径24.5× 20.5cm、 深さ13.Ocm。 西側に径27.5× 24.5cm、 深さ2■8cmの 3本

の柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世

の方形竪穴遺構と推定する。

51)土坑SK303(第 196・ 198図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内北東側に位置し、平面形は長径2.06m、 短径1.42mの長方形。深さ19.9cmを測

り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土

の埋戻し土層である。遺物として陶器と土師質土器が出土している(第 198図20～ 22)。 20は古瀬戸・灰釉縁袖小皿 。

中～後期。21・ 22は土師質土器・内耳鍋の口縁部破片である。中世後期・15世紀後半から16世紀前半である。方形

竪穴遺構である。

52)土坑SK304(第 196図)

調査区の北、方形区画遺構SX02内 北東側に位置し、平面形は長径1.75m、 短径1.53mの長方形。深さ17.3cmを測

り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土

の自然堆積層である。遺物は出上しなかったが、形状および覆上の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構であ

る。

53)土坑SK305(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内 北東側に位置し、平面形は長径 1.96m、 短径1.87mの正方形。深さ27.9cmを測

り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土

の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構であ

る。

54)土坑SK306(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内南東側、土坑SK307と重複している。平面形は長径 1.41m、 短径1.20mの正方
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第 2章 検出された遺構と遺物

形。深さ26.8cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。北西側に径29.0× 29.Ocm、 深さ18.3cm◇ 南東側に径30.0× 22.Ocm、 深さ22.7cmの 柱穴を伴う。 覆土は黒

褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構と推定す

る。

55)土坑SK307(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内南東側、土坑SK306と重複している。平面形は確認面で長径2.50m、 短径

0.92mを 測り、長方形を呈する。深さ25.9cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏

み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土

の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構と推定する。

56)土坑SK311(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、東側が撹乱を受けている。平面形は長径1.49m、 短径1.09mの

長方形。深さ18.5cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認め

られない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推

定する。

57)土坑SK312(第 196図 )

調査区の北、方形区画遺構SX02内東側に位置し、粘土貼土坑である。平面形は長径2.13m、 短径0.91mの長方形。

深さ21.9cmを 測り、壁面は外傾気味に立ち上がる◇底面は平坦で、覆土は灰白色粘土が充填している。中世の竪穴

遺構である。

58)土坑SK313(第 196図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 東に位置し、東側で土坑SK314、 315と重複している。平面形は長径 1.49m、

短径0.81mの 長方形。深さ38.Ocmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められ

た痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状

況から判断して中世の方形竪穴遺構と推定する。

59)上坑SK314(第 196図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内東に位置し、西側で土坑SK313と 重複している。平面形は長径 1.29m、 短径

1.1lmの長方形。深さ9.8cmを測り、壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡

は認められない。覆土は黒褐色上の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆上の締りの状況から

判断して中世の方形堅穴遺構と推定する。

60)土坑SK315(第 196図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内東に位置し、平面形は長径2.97m、 短径0,69mの長方形。深さ39.3cmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全然的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世の方形堅穴遺構と推定す

る。

61)土坑SK316(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内東に位置し、平面形は長径1.23m、 短径0.95mの長方形。深さ12.3cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない◇覆土は黒褐色土の自

然堆積層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

62)上坑SK317(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内東に位置し、平面形は長径2.30m、 短径1.50m長方形。深さ59.3cmを測り、壁

面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東壁辺に径32.5×

28.Ocm、 深さ79.8。 西壁辺に径27.5× 27.Ocm、 深さ73.7cmの柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋め戻し土層である。

形状および覆上の締りの状況から判断して中世と推定する。

63)土坑SK323 (第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内中央に位置し、平面形は長径2.07m、 短径 1.51mの長方形。深さ78,7cmを測り、
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壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。西壁辺に径 19.0×

16.Ocm、 深さ10.Ocm。 東壁辺に径26.5× 21.Ocm、 深さ17.5cmの柱穴を伴う。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。

遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

64)土坑SK324 (第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径 1.29m、 短径0.88mの楕円形。深さ30.2cmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。径26.5× 24.Ocm、

深さ12.5cm◇ 覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆上の締 りの状況から判

断して中世と推定する。

65)土坑SK325(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径2.19m、 短径1.27mの長方形。深さ56.5cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

66) LttSK327 (第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径 1.55m、 短径 0。70mの楕円形。深さ67.5cmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

67)土坑SK328 (第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径1.45m、 短径1.37mの長方形。深さ82.Ocmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固られた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻

し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

68)工JttSK330 C寄 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径1.28m、 短径1.05mの楕円形。深さ43.9cmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

69)土坑SK331(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南に位置し、平面形は長径 1.50m、 短径1.22mの長方形。深さ37.8cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

70)土坑SK333(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 に位置し、平面形は長径 1.49m、 短径1.07mの長方形。深さ25.3cmを 測り、壁

面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻

し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

71)土坑SK334(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 に位置し、平面形は長径4.22m、 短径0.92mの長方形。深さ30,7cmを 測り、壁

面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。東壁辺中央に径31.0

×28.Ocm、 深さ46.2cmの 柱穴を伴なう。覆土は黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締

りの状況から判断して中世と推定する。

72)量JttS SK336(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南に位置し、平面形は確認面で長径 1.12m、 短径 0。93mを測 り、長方形を呈す

る。また検出面からの深度は最大64.7cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固め

られた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の単一層で埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆

土の締りの状況から判断して中世と推定する。

73)土坑SK337(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 南に位置し、平面形は長径 1.96m、 短径147mの長方形。深さ33.8cmを測り、
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壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

74)土坑SK341(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南側に位置し、平面形は長径2.26m、 短径 0。99mの長方形。深さ82.Ocmを測り、

壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

75)土坑SK342 (第 187・ 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 に位置し、平面形は長径2.67m、 短径1.05mの長方形。深さ38.3cmを測り、壁

面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋戻

し土層である。遺物として土師質土器が出土している(第 198図 23)。 23は内耳鍋の体部破片である。中世後期・15世

紀後半から16世紀前半である。方形竪穴遺構である。

76)土坑SK343(第 187・ 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径2.01m、 短径0.80mの長方形。深さ77.5cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色上の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

77)土坑SK346(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内中央に位置し、平面形は長径1.04m、 短径0.96mの 方形。深さ32.2cmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

78)土坑SK348(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南側に位置し、平面形は長径1.45m、 短径0,77mの長方形。深さ12.5cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世と推定する。

79)土坑SK350(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02溝SD12内に位置し、平面形は長径2.03m、 短径0,70mの長方形。深さ4.9cmを測

り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土

の埋戻し土層である◇遺物は出土しなかったが、覆上の締りの状況から判断して中世と推定する。

80)土坑SK351(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径2.15m、 短径1.59mの長方形。深さ46.6cmを狽Iり 、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。北東側に径25.0×

22.Ocm、 深さ10.5cm。 南西側に径22.0× 19.Ocm、 深さ11,Ocmの柱穴 2本を伴なう。覆土は黒褐色上の埋戻し上層

である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構である。

81)土坑SK352(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南に位置し、平面形は長径2.16m、 短径0.83mの 長方形。深さ25,9cmを 測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世と推定する。

82)土坑SK353(第 187図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 中央に位置し、平面形は長径147m、 短径0,79mの長方形。深さ22.lcmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、覆土の締りの状況から判断して中世と推定する◇

83)土坑SK355(第 187・ 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内中央に位置し、平面形は長径 1.23m、 短径0.51mの 楕円形。また検出面からの

深度は最大3.7cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められ

ない。覆土は黒褐色上の埋戻し土層である。遺物として陶器が出土している(第 198図 24)。 24は古瀬戸・灰釉折縁深
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皿の日縁部破片。中世後期・15世紀後半から16世紀前半である。方形竪穴遺構である。

84)土坑SK358(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側に位置し、平面形は長径2.17m、 短径1.53mの長方形。深さ81.8cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世の方形竪穴遺構である。

85)土坑SK359(第 197図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内 西側に位置し、平面形は長径2.14m、 短径1,35mの長方形。深さ71.3cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。佳穴は 6本検出され

ている。東西壁際に径37.5× 31 0cm、 深さ75.Ocmと対峙する西柱穴径37.0× 32.Ocm、 深さ55,Ocmの 2本。さらに

西側の北壁辺に径20.5× 19.5cm、 深さ11.5cm。 径20.5× 18.5cm、 深さ13.5cmと 径20.5× 18 5cm、 深さ13.5cmの

2本が、南壁辺に対峙する径23.0× 22.Ocm、 深さ12.5cmと 径22.0× 21.Ocm、 深さ14.Ocmの柱穴が伴なう。覆土は
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SK288 長方形 60 × 057 240 外傾 正
一

近世以 降

SK289 45 × 11 近世以降
近世以降SK291 楕 円形 764 オ

一
SK292a 44 × 042 ビット1 近世以 降
SK29Zb 僑 円形 × 外傾

SK293 楕 円形 116× 082 外傾 層 近世以 降

SK308 204× 063 外傾 ビット1 返世以降

近世以降SK309 橋 円形 087 × 046 外傾 層

SK310 橋 円形 32× 086 タトイ餡 以降
もK318 楕 円た 39× ]00 3も も タト1唄
SK319 橋 円彩 22 × 111 262 近世以 降

SK320a ×

SK320b 橋 円κ 070 × 033 タトt頁 鍋 層 近 世以 降

SK321 266 × 07 タトイt賞 半す| 舌 世 以 隆

SK32Z 已万 泥 159 外 傾 平 lF 近 世 以 降

SK326 095 × 080 ピット3 近 世以 降
SK329 万 , Z5 × 088 フトイtB 半 ピット1
SK332 民方κ 118 × 059 タトイ頃 平 妊 近 世以 降

SK335 万 14× 097 外 傾 半 ピット2 �世以隆
SK344 民方形 523 づrトィロ霊平 妊 両 卜11 近 世 以 降
SK345 円 猟 086 × 076 三以 降

SK34r 万 た 外 1唄 引4: ピット11
SK349 民方κ 107 × 085

一一い一一”一^
一　．

外
・
鋼 ほ 近世以 降

SK354 円 形 )65 × 04 クト却重平 坦 ピット3
SK366 隋円形 058 284 外イ頃 銅 底 近 世 以 降

SK357 円 形 089 × 088 タトイ贈 半 1日 返世以 降

近世以 降SK361 冶 円た
SK362 桁 円形 × 360 近世以降
SK364 橋 円 236 ピット1
SK365 盾円ル 1 16 × 084 722 クト悸 平 坦 近世 以降

SK366 円 形 067× 065 354 近世 以降

近世 以降円 形 半 理

SK371 円形 × 023 近世 以 降

SK37Z 万 形 半

SK373 隋円形 127 × 096 485 外悸 平 坦 近 世以 降

SK374 万 形 085× 072 近世以降
近世以降もK3/5 円形 238 外 llr 平 坦

SK376 070 近 世以 降

言フ了 外

SK377b 長方形 081 × 053 590 外 llF 平坦 近世以 降

長 力 形 157× 061 367 外 1唄 近世以降
近世以降SK379 長方形 108 080 外傾 姫

一
SK380 岳 × 近世以 降

SK38] 長 外1じ 近世 ち



第 2章 検出された遺構と遺物

黒褐色土の埋戻し土層である。遺物は出土しなかったが、形状および覆土の締りの状況から判断して中世の方形竪穴

遺構である。

86)土坑SK360 (第 197・ 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南西に位置し、平面形は長径2.61m、 短径2.22mの 長方形。深さ63.9cmを測り、

壁面は外傾気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物として陶器と土師質土器が出土している(第 198図 25～ 27)。 25・ 26は常滑・壷甕類の胴部破

片。27は土師質土器 。内耳鍋の底部破片である。丸底気味である。中世後期・ 15世紀後半から16世紀前半である。

方形竪穴遺構である◇

87)土坑SK363(第 187・ 198図 )

調査区の北側方形区画遺構SX02内南西に位置し、平面形は長径 1.25m、 短径1.20mの楕円形。深さ56.9cmを測り、

壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は黒褐色土の埋

戻し土層である。遺物として土師質土器が出土している(第 198図 28～ 30)。 28は土師質土器・内耳鍋の日縁部破片。

29。 30は底部破片である。底部は丸底気味を呈している。中世後期 。15世紀後半から16世紀前半である。方形竪穴

遺構である。

(小川 和博)

第 7頂 柱穴状遺構 (ピット)(第 182・ 187図 )
本調査区きた南側および北端で検出された方形区画遺構内を中心にいわゆるピットと呼称される柱穴状遺構が検出

された。調査されたピットの総数は1,064基 で、形状からみるといずれも円形もしくは楕円形を呈している。また規

模についてみると全体的にかなり纏まりがみられ径52cmを最大径、径8cmを 最小径とし、また深さについても最大

深度44.5cm、 最小深度9.5cmである。これらの平均値は径35.Ocm、 深さ25,Ocmと なり、その±5cm幅に収まるピ

ットが全体の60%を 占め、結果的に径30～ 40cm、 深さ20～ 35cmの 円形ピットが最も多いということになる。なお、

これらはいずれも配列等に規則性がほとんど認められず、建物跡等に復元できなかったものである。しかも覆土中よ

り遺物の出土はなかったため、その性格については明瞭ではない。少なくとも埋土は黒色土で覆われていたこと、円

形もしくは楕円形ではぼ垂直気味に落ち込んでいたことから単独もしくは複数が組み合わさって何らかの機能をもっ

た構造物の存在が想定される。小屋や物置などの粗雑で貧弱な柱構造の建物あるいは棚状構造物、物干し杭などの柱

あるいは杭跡等が考えられるがいずれもこれといった決定的な痕跡を検証することができなかった。また構築時期に

ついても中世から現代にいたるまで確認されてり、とくに近世以降に集中するようである。

(大渕淳志 。遠藤啓子)
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1.は じめに
上ノ宿遺跡は、久慈川の右岸、玉川に挟まれた舌状台地上に立地している。ここは平成18年 5月 第 1次調査とし

て本調査区西側に隣接した区域1,980� (小川他2008)を 実施している◇因みに今回報告した東側半分のみ検出の 1号

竪穴建物跡(S101)は 、前回西側部分を調査済みで、建物跡の命名も第 1次調査からの踏襲である。また調査区南側に

ついては第 2次調査 I区域として9,820だを実施、さらに南側は平成15年 7月 に実施した上宿上坪遺跡(小サII他2004)

である。今回の調査面積は12,78711iであり、南側調査区および第 1次調査区を合わせると実に24,587笛 という大規

模調査を実施したこととなる。全体を通して、旧石器時代をはじめ、縄文時代の土坑、奈良 。平安時代の集落跡、さ

らに中世以降においては大規模な方形区画遺構内に方形竪穴遺構をはじめ、土坑墓や井戸、土坑などが重層的に発見

された。これらの内容については前章で述べた通りである。ここで時代ごとにまとめとして概観したい。

2.旧 石器時代・縄文時代
まず旧石器時代ではあいにく安山岩製の剥片 2点のみ検出である。南調査区においてもやはり安山岩製の剥片 1点

が出土しており、確実に旧石器時代の痕跡は確認できるものの、貧弱な様相は払拭することができない。ここ那珂川

流域における旧石器時代の調査はそれほど多いものではないが、こうしたわずかな検出例でも当該期の様相を解明す

るうえで貴重な資料を提供したものとして捉えることができる。

次の縄文時代では遺構として土坑が調査区南側で纏まって 3基検出された。うち土坑SK179と 命名した円筒形の

上坑覆土中から完形に近い後期初頭 。綱取 1式の深鉢を含む土器が出土した。綱取式土器はいわき市綱取貝塚をはじ

め周辺遺跡出土の検討により馬目順一氏が型式設定したものである。 1式 。2式に細分され、前者が称名寺 2式、後

者が堀之内 1式に併行するものとされている。とくに県北部では称名寺 2式は客体的で綱取 1式土器が主体となる。

本例もその典型である。また他の 2基の上坑からは遺物の出土はない◇しかし、南側調査区では中期末棄から後期前

半の堅穴建物 4軒や土坑101基が検出されており、その北限が本調査区で確認されたことになる。なお、本遺跡にお

ける縄文集落の実態を十分に把握されたわけではなく、やはり部分的である。さらに広範囲におよぶ調査による資料

の蓄積が必要であろう。

3.奈 良 。平安時代
本遺跡における主体は奈良・平安時代である。当調査区では竪穴建物跡が66軒、円形有段遺構 1基、土坑18基が

検出された。中でも堅穴建物跡はさらに南側調査区の43軒、第 1次調査区(小ナ|1他 2008)の 4軒(1軒は本調査区と重

複しており、数値にはいれていない)、 南側に隣接する上宿上坪遺跡(小サ
「
1他 2004)の 4軒を加えると実に117軒 とな

る。この集落の範囲は北限が中世の方形区画遺構SX02ま で、南限は上宿上坪遺跡の南端浅い谷頭までであるが、東

西方向の広がりが明瞭ではない。西側についてはすでに試掘調査において集落の広がりは確認できていないものの、

東側については南東方向の久慈川に向かって台地が突出しており、より河川に近い区域まで集落の展開が予想される。

あいにく畑地部分は少なく大半が宅地化され検証は困難であるが、将来的に資料の増加を期待したい。

なお、南側の49軒 と比較すると、北側調査区の70軒は営為期間幅が長い。ここでは 8世紀前葉を上限とし最終集

落営為は11世紀中葉である。 8世紀代は20軒確認されている。大きく三期に分けたが中葉から後葉にかけて集中し

ている。とくに規模よりも柱配置に特徴がみられ、S172で は主柱穴 4本に北壁際に当たるカマ ド両脇と南壁際に併

行して 2本が穿つてあり、 4本ずつ並列している。 8世紀前葉に比定した。また同じようにS173も 4本主柱穴にカ

マド両脇に柱穴がみられる。 8世紀中葉に比定した。このように8世紀代では 4本主柱穴を基本とするものが多く9

軒確認できる。また 9世紀代では41軒確認でき、無柱建物が主体を占め、わずかに梯子穴を伴う建物が 3軒のみで

ある。しかし、S171は一辺 3m強の小型建物であるが、隅柱構築である。またS1105は 9世紀後葉に比定したもので、
4本主柱穴に隅柱を含む壁柱穴 9本を伴う特徴的な建物跡である。 10世紀から11世紀にかけては極端に堅穴建物の

構築が減少するが、S1109は一辺 5m前後の当該期としては大型竪穴建物で、ここから灰釉陶器と土師器の耳皿各 1

点が共伴しており、特筆される。とくに灰釉 。耳皿は側縁を折り曲げた簡素なつくりで、底部に糸切り痕を残す灰釉

陶器終末期の所産で、 11世紀中葉に比定されている。こうしたやや大型堅穴建物の存在、さらに灰釉耳皿、模倣品

116
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である土師器耳皿の検出は古代における上ノ宿遺跡の特殊性を物語る資料の提供となった。

また調査区中央で円形有段遺構SX01が検出された。 9世紀前葉に比定され、平面形は円形を呈し、横断面形は括

鉢状で底面に一段の掘り込みをもつ特徴ある遺構のひとつである。すでに当遺構については茨城県内において相当数

検出されており、成島一也氏はその遺構の集成と属性規定を明記している(成島1996)。 なお、本遺構については大型

竪穴状遺構をはじめいくつかの名称で呼ばれているが、ここでは円形有段遺構と呼称した。

4.中 世・近世以降
本調査区の南に宇留野城跡が所在する。主郭部三曲輪が直線的に並ぶ佐竹系連郭式城郭の典型とされる佐竹氏の重

要な拠点のひとつである。2004年に当該城跡に隣接する上宿上坪遺跡を調査した際、溝や方形竪穴遺構、土坑など

中世遺構と伴に古瀬戸や硯などの遺物も多量に出土していた(小サI12004)。 そこから500m北 の区域に二重溝で囲まれ

た方形区画遺構SX02が検出された。いわゆる段切遺構と呼称されるもので、北側と西側が未調査区域に広がること

から全体の規模は把握できない。しかし、確認部分からは方形竪穴遺構、土坑、井戸、土坑墓が密集して検出された。

重複遺構は少なく、東西軸もしくは南北軸を主軸する長方形の方形竪穴遺構を中心に規則性は認められないものの比

較的整然と構築されている。この方形堅六遺構についてはすでに松本直人氏が県内の検出例を詳細に集成し分析が試

みられている(松本2005)。 そのなかでA類とした「柱穴が 2か所で規則的に並ぶ」タイプが日立つ。とくに壁際に穿

ってあるものが 6基確認されており、当区画内の特徴といえる。また粘土貼土坑も2基検出されている。遺物も遺構

数と比較すれば量的に少ないが陶器(古瀬戸・常滑)や土師質土器(内耳鍋)が目立つ。とくに内耳鍋は底部が丸みをも

つ丸底が多く、県北や県央の特徴ではないかとの指摘がある。いずれも15世紀後半から16世紀前半の遺物である。

また二重区画の南東端に墓域が検出された。狭い区画内であるが21基が集中していた。但し、中世だけではなく、

近世も含まれており長期間継続的に墓域として機能していたことが判明している。現在明確ではないが、ここがのち

に村内寺院として建立されることとなる。

5. おわ りに

今回の上ノ宿遺跡の発掘調査は12,787だ という膨大な面積が対象となった。第 1次調査および南側 I区域を含め

ると20,0001riを遥かに超える。ここに旧石器時代、縄文時代、奈良・平安時代、中世、近世以降の遺構群・遺物類

が重層的に検出された。なかでも奈良・平安時代の集落営為は特筆される。 8世紀前葉から11世紀中葉という長期

間継続した営為の要因は久慈川を巡る交通の要衝に形成された村落であることを意味し、少なくとも周辺地域を支配

していた拠点的集落であることに間違いない。しかし、竪穴建物群およびそこから出土した遺物の充実に対し、主要

集落要素の基準のひとつでもある掘立柱建物などが貧弱で十分把握できていない。東側区域の調査が行われておらず、

この未調査区域に造営されたとみることもできるがあくまでも推測の域をでない。

また中世における動態も重要な発見である。とくに北端で検出された方形区画遺構は部分的とはいえ、中世城郭に

隣接した平地構築物としては枢要であると判断できる。溝によって区画された区内には方形竪穴遺構、土坑、井戸が

密集し、東端には墓域を設定する。この墓域は近世以降も継続使用され、後に区画内は寺院としての機能を持つもの

と推定される。

今回古代から中世および近世以降についても多くの成果を得ることができた。しかし、何度も繰り返すが上ノ宿遺

跡の一部である。全体を把握しているわけではない。今後さらに本地点の成果などを含め久慈川支配の全体的な動き

を視野に入れつつ、改めて上ノ宿遺跡における旧石器時代から中世以降の在り方について議論を進めていきたい。

(小川和博 。大渕淳志・遠藤啓子)
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穴
物
竪
建
挿図群
第 ■ 日

器種
法量 (cn)

整形 調整 胎 と 完成 色調 遠 T●度 備 考
臓そ登 器 高 底 径

13-2

13-3
13-4
13-5

須恵器 14

須恵器 邪

須恵器 高台付イ

須恵器 甕

134

(22)

46

(22)

(43)

t122)

底部回転ヘラケスリ

底部回転ヘラキリ

底言[回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

平行タタキ

石

石

石

長

長

長

チャート石英

黒色粒子 石英

雫色粒子 石英

石英 長石

射

好

好

好

好

艮

良

良

良

良

にぶい貢褐色

灰白色

灰色

黄灰色

オリープ黒色

4娠底郡

日縁1/2欠損

底部1/2残

底言[残

底部1/3残

1/

ヘラ記号

土師器 不

土師器 イ

土師器 lT

土師器 不

土師器 邪

土師器 郵

土師器 14・

土師器 14N

土師器 高台付郭

土師器 甕

主師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 萎

土師器 套

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

132

142

150

148

３５
５３
５０
４０
．ｍ
⑬
⑬
ｍ
的
⑬
∽
の
①
⑫
⑫
⑬
・
・ｍ

６０

６４

７０

７０

．
６２

７０

５０

６４

・　
・　
・　
≡

・
７８

鉤

８０

．

．
１２０

底部回転糸キリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

内面ヘラミガキ

体部下端回転rヽラケズリ、底部回転△ラケズ !

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

底部回転ヘラケズリ

石爽 長石

雲母 石英・長石

票色粒子 石英 長石

雲母 石英,長石

石英 長石

チャート・石英 長石

石英・長石

雲母 石英 長石

傷綿骨針・石英・長石

チャート・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

石英・長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

晉英,長石

百英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

灰貢褐色

浅黄橙色

黒掲色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

淡黄色

浅黄橙色

灰黄褐色

にぶい黄橙色

褐色

にぶい褐色

にぶい橙色

にぶい赤掲色

明赤掲色

褐色

明赤褐色

にぶい掲色

黄灰色

灰自色

灰オリーブ色

底部1/3欠損

日縁1/5残、底部1/2残

口縁lμ残

1/8残

口縁部破片

底部残

底部2/3残

底部2/3残

底部4/3残

日縁1/3残

日縁3/4残

日縁1/3残

日縁1/6残

日褥1/4残

底部1/2残

底部1/2残

底部残

体部破片

体言[破片
庫都1/4確

色処理

色処理

色処理

色処理

書土器

巨都木葉痕

重部木葉痕

貞部木葉痕

当然釉

理

理

理

処

処

処

色

色

色

S129 19-1
19-2

主帥益 餐

須恵器 14N (14)

外面ヘラケズリ

底部ヘラケズリ

石英 長石

スコリア 石英 長石

野

好

長

良

黒褐色

灰色

葺部1/4残

亘部1/6残

S130 工 岬ヽgfl 14｀

土師器 高台付郵

土師器 甕

須恵器 甕

須恵器 塞

180 113)

ミカ内面ヘ キ

底部回転ヘラキリ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

れ央 長●

日英 長石

毎綿骨針 石英・長石

ミ色粒子 石英。長石

ミ色粒子・石英・長石

野

好

好

好

好

長

良

良

良

良

明貢褐色

橙色

灰色

灰色

掲色貢明 口縁部破片

底部破片

日縁1/4残

体部破片

伝吉ほ硝片

黒 e処 理

墨書土器「力」、黒色処選

22‐ 1

22-2
係
「
震

器

哭

二

十 130

60 底部糸キリのち回転ヘラケズリ 日英・長石 好

仁

良

肖

にぶい褐色

にポい掲tl

巨部1/8残

コ縁1/4残

雫色処理

26-2
26-3
26-4

上師器 甕

須恵器 邪

側
‐０５
⑪
ｍ

底部回転糸キリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラキリ

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

射
好

好

解

民
良

良

白

にぶい掲色

吸色

日縁1/8残

底部1/4残

ミ色処理

S163 土師器 郵

土師器 イ

土師器 高台付t4N

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 萎

176

120

７０

７８

Ｖ

・

・
９６

６６

底部回転ヘラケスリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

スヨリア 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

石英・長石

石英 長石

石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

雲母・石英。長石

射

好

好

好

好

好

好

好

泉

良

良

良

良

良

良

良

こぷい掲色

こぶい黄橙色

こぶい黄橙色

音掲色

登色

3色

こぶい黄橙色

底部1/4残

底部1/2残

日縁1/4残

日縁1/6残

底部1/2残

底部1/4残

体部破片

壬昔工誘、黒E処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

土師器 覆

止師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 イ

須恵器 郭

須恵器 邪

須恵器 高台付邪

須恵器 蓋

須恵器 蓋

120

192

１００

８０

．
７２

穆

９２

‐５８

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

底吉[回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

廣吉[同妹ヘラケズ1)

多営・れ 典
°
長 狛

石英 長石

石英 長石

雲母 石英 長石

石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

石英 長石

海綿骨針 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

臣

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

白

にぶい褐色

にぶい黄橙色

にぶい赤掲色

灰黄掲色

皓色

灰自色

灰色

掲灰色

灰色

黄灰色

口豚 /4残

日縁1/6残

日縁1/4残

底部1/4残

底部1/2残

日縁V8残

底部1/4残

底部1/4残

底部残

,/4残

□縁 1/3矢椙

底部木葉痕

底部木葉痕

墨書土器

■師器 14N

止師器 邦

土師器 邪

土師器 鉢

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 坪

須恵器 イ

須恵器 蓋

須恵器 蓋

須恵器 蓋

須恵器 甕

須恵器 甕

２５
⑩
⑩
口
⑪
⑩
⑮
い
∽
的
に
郷
３０
ロ

６０
．
６０
６０
．
．　
．
７０
６４
７０
７０
、
報

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

内面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

●共°長狛

チャート・石英。長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

雲母 石英 長石

石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

チャート・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針・石英 長石

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

好良 にぶい貢橙色

灰白色

浅黄橙色

にぶい掲色

にぶい橙色

黒掲色

にぶい黄掲色

にぶい掲色

浅黄橙色

黒色

灰自色

灰自色

灰自色

灰色

オリーブ黒色

灰色

1/も践

口縁1/4残

底部1/2残

底部残

回縁1/4残

日縁1/12残

El縁 /5残

底部1/4残

底部残

底部1/2残

底部残

ほぼ完存品

日縁7/8欠損

日縁1/8残

体部破片
伝吉ほ稀片

黒 E処 理

黒色処理

底部木葉痕

37-1 須京養 磐 lk面平行タクキ 良4‐ I B灰角 本部破片

皿

甕

甕

甕

邪

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

132

200
172

130

‐９
嗣
∽
⑩
ｍ

80 底部回転ヘラキリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

虐都同係ヘラキ J

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

位

良

良

良

良

白

か

一
心

】
か

白

黄ヽ橙色

赤ヽ掲色

橙ヽ色

黄ヽ掲色

日縁1/4残

日縁1/4残

口縁1/8残

日縁1/10残

慮部1/4弗

塁書土器「大家」、黒色処理



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

穴
物
竪
建
挿国番嗚

器覆
法霊 (cm)

警形 1調整 胎土 色調 還存廣 備 考

40-6 須恵器 警 外面平行タタキ 黒色粒子・石英・長石 良好 兎色 体部破片

S168 43- 1

43-2
43-3
43-4
43-5
43-6

上師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郭

須恵器 坪

須恵器 高野

‐９ ０

２ ０

．

．

‐２ ６

‐３ ０

(53)

(46)

(25)

(61)

51

(47)

(51)

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

ロクロ成形

ロクロ成形

黒色粒子・石英・長石

雲母・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英。長る

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

豊色

登色

こぶい褐色

音赤掲色

疋色

|リ ープ灰色

民色

日縁1/8残

口縁1/6残

底部1/4残

底部1/4残

口縁一部残、底部残

口縁1/8残

脚上部残

46-1
46-2
46-3
46-4
46-5
46-6
46-7
46-8
46-9

土師器 郵

土師器 高台付14N

土師器 高台付j4N

土師器 高台付邦

土師器 高台付郵

土師器 高台付郭

土師器 高台付郭

土師器 甕

土師器 甕

２５
∞
５３
団
日
⑩
口
‐０７
硼

７ ６

９ ５

６ ７

９ ４

７ ９

´

・

´

７ ４

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転糸キリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラクズリ

回クロ成形

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

チャート石英`長石

要母 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

チヤート石英・長石

黒色粒子 石英,長石

黒色粒子 石英・長石

石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

諄

良

良

良

良

良

良

良

良

蔵

民貢色

こぶい黄橙色

喪黄橙色

完黄橙色

完黄橙色

党黄橙色

民黄掲色

登色
旧希 腸 れ

1/8残

口縁V3欠損
口縁 1/3欠損

日縁1/2欠損、底部V2欠損

完存品

「 l縁 1/12残

日縁1/3欠損、高台欠損

El縁 1/3残

底部2/3残

墨書土器、黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

庶熱 大 支 痘

S170 /12媛

T― i

l-2
1-3
1-4
1‐ 5

1-6
1-7
1-8
1-9

簑

甕

甕

甕

郵

坪

蓋

甕

甕

器

器

器

器

器

器

器

器

器

的

師

師

師

恵

恵

師

恵

恵

土

土

土

土

須

須

土

須

須

Ｗ
倒
⑫
⑪
∞
⑩
ω

躙
帥
．
８。
碇

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

回クロ成形

底部手持ちヘラケズリ

ロクロ成形

外面平行タタキ

外面平行タタキ

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

貯
好

好

好

好

好

好

好

好

長
良

良

良

良

良

良

良

良

にぶい橙色

音赤掲色

にぶい黄橙色

吹白色

灰自色

燈色

吸自色

青灰色

日縁1/3残

日縁
'/4残底部1/4残

底部1/8残

日縁1/10残

底部1/2残

ツマミ残

体部破片

体部破片

,4-1

,4-2
,4-3
i4-4

坪

甕

甑

甕

器

器

器

器

師

師

師

意

土

土

土

須

∽
痢
醐

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

チャート・石英・長石

召英。長石

チャート・石英・長石

黒色粒子・石英`長石

好

好

好

好

良

良

良

良

辰東種色

黒掲色

にぶい黄橙色

オリープ黒色

回縁1/9残

口縁1/5残

口縁1/4残

体部破片

甕

甕

甕

甕

イ

郵

郭

郵

郵

整

器

器

器

器

器

器

器

器

器

喪

師

師

師

師

恵

恵

恵

恵

恵

首

土

土

土

土

須

須

須

須

須

須

タト面ヘラケズリ

タト面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラクズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラキリ

隣部手持ちヘラケズリ

海綿骨針・石英・長石

雲母・石英・長石

石英 長石

チャート石英・長石

石英 長石

睾色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

黒色粒子・石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

仁

良

良

良

良

良

良

良

良

良

白

嗜赤褐色

にぶい黄橙色

にぶい褐色

にぶい橙色

オリーブ灰色

氏色

只色

又白色

壷灰色

回縁 1//4残

日縁1/6残

底部1/4残

底部1/4残

日縁lμ欠損

1/3残存

底部残

底部1/4残

天上部1/2残

底部木葉痕

ヘラ記号

59-1

59-2
59-3
59-4

甕

甕

甕

芸

器

器

器

哭

師

師

師

百

土

土

土

須

|“ 4)

(91)

(14)

(26)

80

タト面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

チヤート・石英・長石

スコリア・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

石英`長石

貯

好

好

好

良

良

良

良

こぶい橙色

こぶい橙色

疋色

口豚 /4践

口縁 1/8残

底部1/2残

日縁V5残

示彩痕

S175 δ2-1
δ2-2 土師器 甕

220 制
Ю 80

Ⅲ面ヘラケスリ、オサエ

木面ヘラケズリ

黒色粒子・石英 長石

里魯μ予子 石五 阜万

好

智

こぶい貢橙色

宅苦繕魯

コ稼 1/4娠

農部 1/3残 鳶部木羮痕

】176 54-1 土師器 審 ホ面ヘラケズリ 芭日 疋掲魯 車部3/4蒔

S177 δ6-1
δ6-2
56-3
S6-4
56-5

a6-6
δ6-7
δ6-8
S6-9

土師器 邪

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郵

須恵器 坪

須恵器 邪

菊煮器 審

４６
的
別
卿
⑩
Ｖ
⑫
∽

８８

・
９０

１０。

６０

６４

帥

７２

底部回転ヘラケズリ、内外面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

タト画ヘラナデ

外画ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

康部手持ちヘラケズリ

ロクロ成形

外面平行タタキ

黒色粒子 石英 長石

雲母 石英 長石

雲母 石英・長石

黒色粒子・石英,長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

石英 長石

貯
好

好

好

好

好

好

好

好

長

良

良

良

良

良

良

良

良

橙色

明赤褐色

にぶい褐色

にぶい赤褐色

灰黄褐色

オリープ灰色

灰色

緑灰色

灰色

日縁1/8残

体部1/3残、底部残

底部1/3残

底部1/2残

回縁1/8残、底部1/2残

1/3残存

底部1/4残

体部破片

ミ芭処理

三部木葉痕

ミ部木棄痕

δ9-1
59-2

坪

邦

器

器

恵

苗
心

疫

須

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

石英・長石 奸

置

良

白 魯

色

白

灰

匠

日縁1/8残

75- 1

75-2
75-3
75-4

土師器 高台付郭

土師器 甑

土師器 甑
十肺 哭 晰

122
つ
Ｄ
①
〔

針
「

Ｇ
俵

,30

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

石英・長石

黒色粒子 石英 長石

石英・長石

好

好

好

”

良

良

良

０

にぶい黄橙色

にぶい橙色

褐色

底部 1/2残

口縁 1/6残

底部1/4残

体部硝片

景色処理

77-1 土師器 甕 180 (25) ヨコナテ 黒色粒子 石褒・長石 ミjlT 炎貢色 日縁 1/12残

S182 箭

８０

８０

８０

Ю

８０

約

８０

鉤

８。

土師器 郵

土師器 郵

土師器 坪

土師器 郭

止師器 皿

止師器 高台付坪

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕
容 首 哭 姦

４０
ぃ
⑪
ω
ｌ３
４６
Ｄ
⑭
⑩
ｍ

４８

・

６６

６４

５６

７５

ほ部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

タト面ヨコナデ

石英・長石

黒色粒子・石英,長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英。長石

チャート石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英`長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

算

良

良

良

良

良

良

良

良

良

０

色

色

橙

橙

貢

黄

浅

浅

橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

灰黄掲色

赤掲色

明赤掲色

掲色

1/4残

日縁1/5残

底部残

底部残

1/3残

日縁5/6欠損

日縁1/2残

口縁1/4残

底部残

色処理

書土器、黒色処理

色処理

色処理

S184 箔首器 邦 匡部回転ヘラキ リ 良好 にぶい橙色 日縁 16残、底部1/4残

S185 36-1

36-2
36-3
36-4
〕6-5
36-6

郵

郵

郵

郵

邪

イ

漆

器

器

器

器

器

土

土

土

土

土

上

132

136

130

120

130

140

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

体部下端回転ヘラケズリ

体部下端回転ヘラケズリ

黒色粒子 石興'長石

雲母・石英,長石

雲母・石英,長石

石英。長石

黒色粒子 石英 長石

良好

良好

良好

良好

良好

浅貢橙色

にぶい黄橙色

灰黄褐色

浅黄橙色

浅黄橙色

にバい首椿住

回縁1/3残、底部1/2残

日縁 1/4残、底部残

日縁 1/6残、底部3/4残

ほぼ完存品

日縁1/5残

鵞色処理

亀色処理

島色処理

昌書土器「芳ヵ」、黒色処理

景色処理



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

獣
勘
群
揮
一騨 1器灌

法量(9n)
整形1鍋 1整 皓 土 驚顧 色調― 速葎度 1傭1署―

園1径| 器高 底 径

,185 ８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

８６

箭

工叩蕊 14｀

土師器 皿

土師器 皿

土師器 高台付郵

上師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

止師器 甕

土師器 萎

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

十師器 暮

３２

３６

３４

６２

９６

８。

２。

９６

帥

６２

４０

図
２３
ｍ
４９
冽
回
∞
口
①
∽
⑮
⑭
⑪
⑪
⑬
ｍ

６４

・
８５

・

・

・　
・

・　
・　
・
７４

７０

７０

６０

Ｍ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ、オサエ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラクズリ

外面ヘラケズリ

外雨ヘラケズ J

海綿骨針・石英・長石

石英・長石

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

石英・長石

チヤート・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英 長石

チヤート石英・長石

雲母・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

艮

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

浅貢橙色

にぶい橙色

浅黄色

にぶい黄橙色

にぶい褐色

掲色

橙色

掲色

にぶい掲色

橙色

橙色

にぶい黄褐色

黒褐色

にぷい黄橙色

黒褐色

にぶい褐色

日縁V4残

日縁1/2残、底部残

日縁1/6残

ほぼ完存品

日縁1/2残

日縁1/8残

日縁V8残

日縁1/3残

日縁1/4残

日縁1/6残

日縁1/8残

底部1/3残

底部1/3残

底部1/3残

底部1/4残

底部残

黒色処理

黒色処理

黒色処理

89-1
89-2
89-3
89-4
89-5
89-6

土師器 郵

土師器 邪

土師器 皿

土師器 郭

土師器 鉢

須煮器 然

４ ２

４ ‐

２ ２

・

９ ‐

２ ７

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ロクロ成貶

黒色粒子 石英・長石

石英・長石

黒色粒子 石英・長石

チャート・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

好

好

好

好

好

諄

良

良

良

良

良

由

灰黄掲色

にぶい黄橙色

赤褐色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

日縁V3残

1/3残

日縁1/4欠損

底部破片

日縁V7残

黒色処理

墨書土器「真家」、黒色処理

墨書土器「家」。黒色処電

黒色処理

〕0-1 十師器 奪 外面ヘラケズリ 夏好 にぶい橙色 ヨ縁1/10残

S188 コヒH叩冨将 契豊

須恵器 蓋

８ ２

‐ ６

　

・

38
外面ヘラケスリ

天丼部回転ヘラクズリ

外面平行タタキ

チヤート・石英長石
海綿骨針・石英・長石

好

好

諄

艮

良

白

にぶい貢橙色

灰色

灰揚仁

日縁 V4残

天上部残

体部破片

】189 96-1
96-2
96-3
96-4
96-5
96-6
96-7
96-8
96-9

土師器 郭

土師器 イ

土師器 甕

上師器 萎

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 甕

須恵器 壺

146

210

154

134

154

152

５ ５

２ ７

‐５

９ ０

６ ０

４ ５

５ ０

）

１ ５

底部回転ヘラケスリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

ロクロ虚影

黒色粒子 石英 長石

チャート石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

射

好

好

好

好

好

好

好

好

長

良

良

良

良

良

良

良

良

浅貢橙色

にぶい黄掲色

浅黄橙色

橙色

浅黄橙色

燈色

にぶい橙色

灰色

オリーブ灰色

底部1/2残

底部1/2残

日縁1/4残

国縁1/10残

口縁1/3残

日縁1/5残

体部破片

日縁1/4残

黒色処理

黒色処理

灰釉

土師器 目台付郵

土師器 甕

須恵器 郭

７ 。

２３ ０

底郡回転ヘラケズリ

内面ヘラケズリ

床部回転ヘラケズリ

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

海綿骨針・石英。長石

好

好

好

良

良

良

にぶい橙色

橙色

灰白色

日縁V12残、底部1/2残

日縁V8残

底部2/3残

黒色処理

土師器

土師器

琢

雰

ロクロ威形

底評回転ヘラケズリ

黒色粒子・石奥 長石

黒色粒子 石英 長石

好

浮

艮

蔦

淡貢色

にパい音福角

日縁1/10残

腐部1/6残

理

理

処

如

色

角

S192 ０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０４

０５

０５

０５

土師器 IIA

土師器 郭

土師器 邪

上師器 邪

土師器 邪

土師器 邦

土師器 邦

土師器 t4N

土師器 郭

土師器 郭

土師器 イ

土師器 郭

土師器 邪

土師器 郭

土師器 郭

土師器 邪

土師器 郭

土師器 皿

土師器 皿

土師器 郭

土師器 郵

土師器 皿

土師器 皿

土師器 皿

土師器 邪

土師器 皿

土師器 高台付邪

土師器 高台付郵

土師器 高台付イ

土師器 皿

土師器 鉢

土師器 台付甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

額

∞

∞

３０

３０

４２

鉤

Ю

８４

７０

８２

７８

Ｖ
３３
３５
∞
鵠
４３
乾
４２
３８
⑫
⑫
∞
４２
５０
⑫
⑩
ぃ
∽
ｍ
四
・２５
‐５
‐５ｍ
ｍ
⑩
ｍ
ｍ
２‐
１２４
鉤
⑩
∽
∽
∽
⑫
的
∞
⑩
ｍ

６ ６

４ ８

５ ４

・

６ ４

６ ５

４ ８

５ ２

７ ６

６６
６６
６６
・
７２
６４
６２
∞
・
４９
７４
６２
５８
５０
７２
９２
７２
７３
Ｖ
‐α４

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底郡回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

回クロ成形

底部回転ヘラケズリ

底部回転糸キリ

底部回転ヘラキリ

底部回転糸キリのち手持ちヘラケズリ

底郡回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転糸キリ

底部回転糸キリ

底部回転ヘラケズリ

ロク回成形

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

黒色粒子 ね英 長ね

石英・長石

海絹骨針 石英 長石

海締骨針 石英 長石

海締骨針 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

海綿骨針 石英・長石

黒色粒子・石英 ,長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

石英 長石

石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

チヤート石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海締骨針 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 ,長石

チャート・石英。長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子・石英。長石

雲母・石英・長石

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

にぶい黄橙色

にぶい橙色

浅黄橙色

灰白色

浅黄橙色

にぷい黄橙色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

灰自色

にぶい黄橙色

灰自色

浅黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄色

褐灰色

にぶい橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

橙色

にぶい橙色

橋色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

明赤掲色

橙色

にぶい赤掲色

にぶい橙色

明赤楊色

橙色

橙色

浅黄橙色

にぶい掲色

1/8残

日縁1/8残

日縁1/8残、底部1/3残

日縁1/4残、底部1/2残

ほぼ完存品

1/3残

1/5残

1/3残

日縁3/4残

日縁1/5残

1/7残

口縁1海残、底部1/2残

ほぼ完存品

底部1/3残

日縁1/10残

底吉Ⅲ1/4残

底部残

底部残

底郡1/3残

体部破片

日縁1/8欠損

日縁1/8残、底部1/4残

1/3残

底部1/4残

底部1/2残

底部V3残

底部V2残

底部1/4残

日縁1/8欠損

日縁1/3残、底部3/4残

日縁1/4残、底部残

日縁1/6残

日縁1/6残

日縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/2残

日縁残

日縁1/6残

日縁1/6残

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

墨書土器、黒色処理

墨書土器、黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

赤彩痕

理

理

処

処

色

色

望
ヽ
望
い



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

ス
物
・蟹
違 攀蕪 器礫

法 1目缶(a
整形 1調 1整 胎 点 色調 簿年度 1備著

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５。

５‐

５２

５３

５４

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

０５

コLH印 召岳 望肇

土師器 甕

上師器 餐

土師器 饗

土師器 甕

止師器 甕

止師恭 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 長頚瓶

須恵器 瓶

須恵器 甕

］

９６

００

３〇

一

一

一　
）

・

・
‐０

］
ｍ
ｍ
⑪
⑫
ｍ
∽
ω
⑬
的
⑫
∽

８４
８０
８０
８。
貶
９０

．
１４０

外国ヘフグスリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

回クロ成形

夕よ雨ヘラナデ

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英,長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

期
餅
餅
餅
餅
餅
餅
餅
餅
餌
餌
朗
朗

明赤褐色

盾色

燈色

悟色

にぶい黄橙色

黒褐色

にぶい黄橙色

にぶい掲色

にぶい褐色

灰自色

オリープ黒色

口縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/5残

底部1/3残

底部V4残
底部4/4残

底部1/4残

底部1/4残

底部1/4残

日縁1/6残

底部V10残

底部木葉痕

底部木葉痕

灰釉

ヘラ記号

０８

０８

０８

０８

０８

０８

０８

土師器 邪

土師器 碗

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 甕

８２

‐６。

‐４０

２‐０

５

っ

の

の

３

９

瞼

徹

Ｑ

０

３ ０

　

´
　

．
　

．　

１２ ４

ロクロ成形

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

石英。長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

海綿骨針・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

石英・長石

黒色粒子・石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい褐色

にぶい黄橙色

灰白色

体郡破片

口縁1/4欠損

回縁1/3残

日縁1/5残

日縁1/8残

底部1/5残

依部破片

昌書土器、黒色処理

巨部木葉痕

S194 110-1
110-2
110-3
110-4
110-5
110-6
110-7
110-8
110-9
110-10
110-11

土師器 椰

土師器 高合付邪

土師器 高台付郭

土師器 高台付坪

土師器 高台付イ

土師器 高台付野

土師器 高台付獅

土師器 高郭

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

器

３６

・

・

・

・

・

）
９０

７０

Ш
４９
⑩
側
⑭
⑩
⑭
ω
∞
⑬
⑪

８４

９４

８２

Ｍ

・
‐３４

内向ヘフミカキ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英。長石

石英 長石

海綿骨針 石英。長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

野

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

長

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

にぶい貢橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

淡黄色

橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぷい掲色

にぶい赤掲色

暗褐色

日縁1/4媛

日縁1/6残

底部1/4残

底部1/3残

底部1/4残

底部残

底部1/3残

脚上部1/6残

日縁1/8残

回縁1/6残

底部1/6確

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

ヘラ記号、黒色処理

黒色処理

,195 113-1 1
113-2

113-3
113-4
113-5
113-6
113-7
113-8
113-9
113-10
113-11
113-12
113-13

113-14
113-15
113-16
113-17
113-18
114-19
114-20
114-21
114-22
114-23
114-24

114-25
114-26
114-27
114-28
114-29
114-30
114-31
114-32

土師器 郵

土師器 邪

土師器 坪

土師器 邪

土師器 14N

土師器 高台付邪

土師器 高台付邪

上師器 皿

土師器 イ

土師器 高台付皿

土師器 高台付邪

土師器 高台付郵

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 鉢

土師器 鉢

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 鉢

須恵器 壺

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

130

132

128

134

‐０４
‐３８
‐９６
解
駆
‐９４
‐９２
Ｗ
創
獅
２‐０

４２
４２
４３
⑮
四
５０
５６
解
⑪
２５
⑭
ω
‐０５
⑮
四
⑪
①
ロ
ロ
⑮
明
⑩
⑩
⑭
∞
ω
⑬
①

６ ０

４ ４

５ ４

・

３ ０

３ ０

７ ２

７ ４

７ ３

６ ８

６ ８

９ ４

７ ２

ｍ
‐３０
６６
‐４０

ほ郡回転ヘフケスリ

底部回転ヘラケズリ

底著[回転ヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

回クロ成形

外面平行タタキ

外面ヘラナデ

外面平行タタキ

底部手持ちヘラケズリ

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

チャート・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

チャート・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

石英・長石

黒色粒子 石英・長石

石英・長石

石英・長石

朗
朗
朗
餅
餅
餅
餅
餅
餅
朗
餅
朗
餌
餅
餅
餅
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
好
仁

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

蔦

淡貢色

淡黄色

にぷい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぷい黄橙色

浅黄橙色

晴灰黄色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい橙色

にぶい黄橙色

にぶい橙色

にぶい褐色

にぶい掲色

明赤掲色

にぶい黄褐色

橙色

明赤褐色

浅黄橙色

灰自色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

橙色

浅黄橙色

にぶい赤掲色

橙色

灰色

灰白色

灰色

灰色

1/9残

1/7残

日縁1/4残

底部1/2残

日縁3μ残、底部残、高台2/3残

日縁1/4残、底部残

底部1/2残、日縁一部残

口縁1/4残、底部1/2残

1/4残

底部残

底部残

日縁1/4残、底部3/4残

日縁1/8残

日縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/5残

日縁1/2残

日縁V5残
日縁1/7残

底部1/6残

底部1/4残

底部2/3残

底部1/6残

顕部1た残

体部破片

体部下部破片

体部破片
蒔部 ク/含確

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

墨書土器、黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

底部木葉痕

黒色処理

自然釉

転 田 Itf石

117-1
117-2
117-3

117-4
117-5
117-6
117-7
117-8
117-9
117-10

土師蕎 不

土師器 坪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 高台付坪

土師器 皿

上師器 甕

土師器 甕

土師器 高台付邪
須市哭 意然

３２

側

４０

164

222
210

200
144

１

り

０

０

０

０

０

９

ｌ

ω

５

に

に

¢

に

３

「

ｅ

Ｓ

Ｇ

６４

・

〓

７２

・

‐２４

）

）

８０

底部手持ちヘラケズリ

ロクロ成形

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

ロクロ成形

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

黒日柾十・ね央 長狛

黒色粒子・石英 長石

海綿骨針・石英 長石

海綿骨針・石英 長石

黒色粒子 石英・長石

スコリア・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

チャート・石英 長石

射
好

好

好

好

好

好

好

好

好

長
良

良

良

良

良

良

良

良

良

こぶい黄橙色

月赤褐色

こぶい褐色

晉色

竃灰色

こぶい黄褐色

登色

登色

音灰黄色

戻自色

日縁1/12残、底部1/6残

日縁1/5残

日縁1/7残

底部1/4残

1/5残

回縁1/6残

日縁1/5残

口縁1/8残

1/2残

脚部残

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

和

２。

２０

２０

２０

２０

２。

土師器 郵

上師器 郵

土師器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕
密吏祭 磐

220

徽

０

０

80

ロク国成形

底部回転ヘラケズリ

ヨコナデ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子 石英。長石

黒缶粒子 石英・長石

野

好

好

好

好

好

好

艮

良

良

良

良

良

史

豊色

こぶい黄橙色

こぶい褐色

天色

盾灰色

天白色

店匠Ⅲ

回縁1/4残

底部1/4残

日縁1/5残

体部破片

体部破片

体部破片
伝部硝世

黒色処理

師器 蕪 254 71面ヘラケスリ にぶい赤褐れ 日縁1/16残



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

穴
物
竪
建 騨聴 器種

法憂 Cctヽ )
整影 1調 1整 隣土 色謗 速 1存度 備者

Ell径 葛 底 径

123‐ 2

123‐ 3

123-4
123-5
123-6
123-7
123-8
123-9

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 イ

須恵器 坪

須恵器 高台付坪

‐５０
∞
⑪
⑩
⑩
的
∞
⑮

８ ２

９ ６

８ ４

・

・

８ ２

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ロクEl成彬

ロクEl成形

底部回転ヘラケズリ

黒色粒子・石英 長石

石英 長石

黒色粒子・石英 長石

チヤート石英・長石

黒色粒子 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

月亦的ロ

登色

こぶい掲色
色

色

色

色

色

日縁V9残
日縁1/9残

底部1/3残

底部1/3残

底部1/3残

日縁1/5残

日縁V5残
庁郎確

底部木葉痕

底部本葉痕

126-1
126-2
126-3

掛

第

甕

喬

器

器

即
苦
心
き
心

工

須

須

４０

∞

①

８

Ｄ

ｅ

４

ｔ‐１

６ ６

８ ４

　

・

ロクロ威形

底部ヘラナデ

外面平行タタキ

黒色粒子 石英,長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

艮

良

良

甍貢橙色

尺色

|リ ープ黒色

底部1/6残

回縁1/3残

日縁1/2残

ミ色処理

i29-1

129-2
129-3
129-4

百筒
甕

郭

幕

金

器

器

巣

硼

師

占
心
首

工

土

須

須

150

,40

ロクロ成形

外面ヘラナデ

底部回転ヘラキリ

Fr部ギ繕ムヘラケズ 1〕

石英 長石

海綿骨針 石英・長石
里

“

対子 石五.阜石

貯
好

好

諄

畏

良

良

自

箋貢橙色

明掲色

又色

日縁1/3残

底部,/4残

日縁1/6残、底部残

132-1

132-2

甕

甕

器

器

師

恵

土

須

２ ４

　

・

ヨヨナデ

渡状支

石英・長石

黒色粒子・石英 長石

好

解

良

鳥

明赤褐色
里 魯

日縁 1/8残

135-1

135-2
135-3
135-4
135-5

土師器 高台付郭

土師器 高台付邪

上師器 甕

土師器 甕

４６

ｎ

‐３４

‐２３

‐０３

70 属部回転ヘラケスリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石
皇Fh対平 万五 年石

好

好

好

好

置

良

良

良

良

Ё

にぶい掲色

浅黄橙色

にぶい黄掲色

にぶい橙色

にぺい椿任

口縁―ヨ
`媛

、ほ部残

日縁1/2欠損、高台欠損

日縁 1/3残

口縁 1/4残

□縁 1/3残

埋

運

処

処

口

色

黒

里
”

Sl103 ,38-1
138-2
138-3
138-4
138-5

土師器 碗

土師器 碗

須恵器 郭

須恵器 蓋

７

５

９

ミ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

黒色粒子・石英 長石

チヤート石英 長石

チヤート石英・長石

海綿骨針 石英・長石

艮好

良好

良好

良夕子

にらヽい貢橙色

灰自色

灰色

灰色

灰Ⅲ

日縁 1/3残、底部残

底部残

日縁9/3残 、底部残

日縁 1/3欠損

天上部残
S1104 141-1
141-2
141-3

141-4
141-5
141-6
141-7
141-8
141-9
141-10

土師器 郵

土師器 lT

土師器 郭

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

５０

５〇

一
７０

帥

Ю

８。

１２

５０

５２

４６
①
⑮
‐８０
⑫
⑪
⑪
∽
⑩
⑬

ぉ
　
．　
９４

７６
　
・

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

黒色粒子 石奥。長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

tl英 長石

黒色粒子 石英 長石

妻母・石英 長石

票色粒子 石英 長石
里侮 l・子 石 五 阜 石

財
餅
餅
朗
朗
餅
朗
朗
朗
敵

凝貢橙色

浅黄橙色

橙色

にぶい褐色

にぶい黄掲色

灰褐色

にぶい掲色

橙色

浅黄橙色

灰れ

回縁1/2残、底部残

日縁1/8残

底部1/4残

日縁1/3残、底部残

口縁1/12残

口縁1/4残

口縁1/8残

日縁76残
日縁1/3残

回縁1/5残

理

理

理

処

処

処

色

色

色

里
＾
里
い
里
【

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

「

１２

‐３

‐４

‐５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４７

４７

４７

４７

４７

土師器 17t

土師器 郭

土師器 郭

土師器 邪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 邦

土師器 郭

土師器 ITN

土師器 14N

土師器 坪

土師器 邪

土師器 邦

土師器 邪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 」4N

土師器 邪

土師器 野

土師器 郭

土師器 郭

土師器 邪

土師器 郷

土師器 郭

土師器 郭

土師器 高台付辱

土師器 高台付邪

土師器 高台付坪

土師器 高台付邪

土師器 高台付邪

土師器 坪

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

３２

３２

‐２

盟

３４

３０

３２

５。

３７

５０

５２

２８

∞

８４

８０

９４

３０

Ю

９０

３０

２０

２。

１０

５ ７

４ ０

３ ５

４ ０

４ ０

４ ３

４ ３

４ ３

４ ０

４ ４

４ ７

３ ４

硼
⑩
⑫
⑬
的
⑪
∽
⑭
⑬
∽
⑪
⑩
ｍ
⑫
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
倒
ｎ
⑭
∽
∽
⑩
⑩
∽

６４

５８

６０

６０

７０

６０

Ｍ

６８

６‐

７ ０

５ ４

５６

５ ０

６ ０

６ ６

６ ２

５ ８

７ ４

７ ０

．

９ ０

．

８ ０

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転糸キリ

回クロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

回クロ成形

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海綿骨針 石英・長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海綿骨針 石英,長石

黒色粒子,石英・長石

海締骨針・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英・長石

海綿骨針 石英。長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

海締骨針`石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英,長石

黒色粒子・石英・長石

海締骨針・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好|

浅黄橙色

黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

黄橙色

灰白色

浅黄橙色

浅黄橙色

にらヽい褐色

橙色

灰白色

にぶい黄橙色

明赤褐色

橙色

橙色

橙色

橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

橙色

明赤掲色

にぶい橙色

十日縁破片

口縁破片

日縁破片

日縁破片

口縁破片

底部1/4残

底部1/2残

底部残

底部残

底部1/2残

底部残

底部残

底部1/2残

底部残

底部1/4残

底部残

底部1/4残

底部1/2残

底部2/3残

下部2/3残

口縁1/3残

口縁lμ残

日縁1/4残

日縁3/4残

日縁1/6残

日縁1/4残

日縁1/8残

口縁1/4残

日縁1/6残

日縁1/6残

日縁1/4残

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

墨書土器「興力」、単色処理

墨書土器「仲生」、黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

底部穿孔

黒色処理

墨書土器「家」、黒色処理

墨書土器、黒色処理

墨書土器「大」、黒色処理

塁書土器「大ヵ」、黒色処理

墨書土器「天ヵ」、黒色処理

墨書土器、黒色処理

墨書土器、黒色処理

墨書土器、黒色処理

黒色処理

黒色処理

122



穴
物
竪
韓 即〒霞 終種 整形鞘 甕 踏五 1爛 遺存度 備考

147-46
147-47
147-48
147-49
147-50
147-51
147-52
147-63
147-54
147-55
147-56
147-「Dイ

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郷

須恵器 郊

土師器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

灰釉陶器 婉

灰釉陶器 婉

灰釉陶器 壺

須煮器 円商帝

一
一
５０
５〇

一
一
一
一
ｍ

・
´
酌

呼
鰊
釘
鱒
ｍ

・
・
・
“
攣
偉
ｍ
的

90
90

72

外国ヘフケスリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

ロクロ成形

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラキリ

ロクロ成形

Bウ ロ誠形

海綿骨針 石英 長石

雲母 石英 長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海綿骨針 石英 長石

灯
好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

艮
良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

黒掲色

渇色

只自色

仄褐色

にぶい黄橙色

緑黒色

緑灰色

医色

オリーブ黄色

オリープ灰色

オリープ灰色

協庶Fb

底部1/4残

底部1/2残

日縁1/8残

日縁1/10残

肩部破片

体部破片

体部破片

底部1/4残

回縁1/11残

底部3/4残

底部1/4残

/4媛底罰
`

150- 1 土HRl器 邪 (27) ロクロ成形 石英 長石 良好 色 日縁 1/6残 黒色処理

,1107 148-1

148-2
148-3
148-4
148-5
148-6
148-7
148-8
148-9
148-10
148‐ 11

土師器 坪

土師器 甑

土師器 甕

土師器 甕

上師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 14N

須恵器 蓋

130

246
160

210
170

100

53
128)

(70)

(88)

(&7)

(42)

(911)

(46)

(33)

(28)

27

70
90
10Ю

82

ツマミ3て

外面ヘラケズリ

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

黒色粒子 石英 長石

海締骨針 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

チャート・石英・長石

チャート・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

R衰掲色

こぶい黄橙色

民自色

代黄色

こぷい黄橙色

こぶい黄橙色

こぶい赤掲色

こぶい黄掲色

疋黄掲色

疋自色
民辰t・

日縁1/3欠侵

日縁3/4残

口縁1/8残

日縁1/4残

日縁1/8残

日縁1/4残

底部残

底部フ4残

底部1/4残

底部残

日縁1/5残、天上言[残

底部木葉痕

底部木葉痕

底部木葉痕

S110を 153-1
153-2
153-3

153-4
153-5
153-6
153-7
153-8

土師器 郵

土師器 高台付lT

土師器 高台付lT

止師器 高台付lT

土師器 盤

土師器 盤

土師器 甕
十縞無 愁

132

130

156

51

(43)

(27)

(17)

39

(34)

(45)

(36)

81

81

90
74
94

底部回転ヘラケズリ

回クロ成形

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

雲母・石英 長石

海締骨針 石英 長石

海綿骨針 石英・長石

黒色粒子 石英,長石

菫母・石英。長石

好

好

好

好

好

好

好

解

良

良

良

良

良

良

良

ｔ

こぶい橙色

竜橙色

完黄橙色

党黄橙色

疋自色

登色

3色
π白魯

ほぼ完存品

日縁1/8残

底部1/2残

底部1/4残、高台欠損

日縁1/3欠損

底部1/2残

底部1/4残存
虐部 1/4礎

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

底部本葉痕

蒔熱 大 華 南

S110C 157-1
157-2
157-3
157-4
157-5

157-6
157-7
157-8
157-9
157-10
157-11
157-12
157- 13

157-14

157- 15

157- 16

157- 17

157- 18

157- 19

157-20
157-21
157-22

157-23
157-24
157-25
157-26
157-27
157-28
157-29

157-30
157-31
157-32
157-33

土師器 郭

土師器 郭

土師器 14N

主師器 郭

土師器 14N

土師器 14N

土師器 邪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 郭

土師器 邪

土師器 郭

土師器 ITN

土師器 郭

土師器 邪

土師器 邪

土師器 皿

土師器 高台付邪

土師器 高台付邦

土師器 耳皿

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

灰釉陶器 皿

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

灰釉陶器 耳皿

152

152

70
144

122

128

132

140

124

146

146

132

140

76x3(

150

176

192

2C16

210
240

ll12x30

(40)

(12)

32 1

(63).

(80)

i109)

(62)

(72)

(70)

(44)

(19)

62
68
68

80
70

60
54

62
72
78
78

74

80
48

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

底部回転糸キリ

底部回転糸キリ

ロクロ成形

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

回クロ成形

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ロクロ成形

波状文

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

底部回転糸キリ

雲母・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子・石英・長石

チャート・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

石英 長石

石英 長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

チャート・石英,長石

チャート・石英・長石

雲母・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子,石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子,石英・長石

黒色粒子・石英・長石

チャート・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

石英 長石

石英 長石

石英・長石

黒色粒子・石英 長石
里 魯 埼 子・石 五 .亭石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

算

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

虚

灰黄掲色

浅黄橙色

にぶい掲色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

黒褐色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

灰黄褐色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

橙色

灰自色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

灰黄掲色

黒褐色

黒褐色

暗赤褐色

橙色

暗赤掲色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

褐色

オリープ灰色

暗灰色

灰色

塔灰色

暗オリープ灰色
僣

「

魯

1/3残

日縁1/3残、底部残

日縁1/4残、底部3/4残

日縁1/12残、底部1/4残

日縁一部残、底部1/3残

1/2残

国縁1/2残、底部2/3残

回縁1/4残

日縁1/4残

底部残

底部1/3残

3/4残

1/3残

口縁1/4残

底部残

日縁破片

回縁破片

日縁1/4残

底部残

高台一部欠損

日縁1/2残

日縁1/12残

日縁V5残
日縁1/3残

日縁1/4残

日縁1/6残

底部2/3残

底部V4残
日縁破片

体部破片

体部破片

体部破片

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

墨書土器、黒色処理

墨書土器、黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

111

160-2
160-3
160-4

須恵希 幣

須恵器 高合付郭

須葱器 蓋

須恵器 甕

(31,

(18)

(16)

属部回転ヘフケスリ

底部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

外面平行タタキ

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

好

好

好

良

良

良

灰色

灰色

日

色

火

灰 底部V4残
天上部残

体部破片

161-2
161-3

土師器 甕

土師器 組製土器

(30)

65

80

56
外面ヘラケズリ

ヨヨナデ、オサエ

雲母 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

射
好

好

長
良

良

にぶい黄掲色

にぶい黄掲色

底部1/4残

日縁3/4残、底部残 巨部木葉痕

163-2
163-3
163-4
163-5
163-6
163-7
163-8

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

わ

４

４

０

Ю

Ю

瑚
切
鋤
⑬
④
硼
勁
繭
94
100

外面ヘラナデ
外面ヘラナデ
外面ヘラナデ
ヨヨナデ
外面ヘラケズリ
外面ヘラナデ
外面ヘラナデ

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

雲母・石英,長石

好

好

好

好

好

好

解

良

良

良

良

良

良

鹿

に示い貢橙色

にぶい橙色

明赤掲色

にぶい黄橙色

橙色

明赤掲色

暗褐色

口縁1/4残

日縁1/2残

日縁 1//4残

日縁1/5残

日縁1/3残

底部1/2残 臣部木票痕

付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表
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付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

霧 ヨ襲攀幣轄 十鮒 に 辮 諜R 1鰐日:認

163-10
163‐ 11

163-12
163-13
163-14
163-15
163-16
163-17

須恵器 郷

須恵器 郭

須恵器 不

須恵器 高台付郭

須恵器 高台付郭

須恵器 蓋

須恵器 甕

須恵器 甕

～
　
・

I割9

(31)

(21)

(11)

(63)

(24)

39

74
90
70

72

'マ

ミ21

底部回転ヘラケズリ

底部ヘラキリ

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

黒色柱子・石爽・長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子 石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

雲母・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

野

好

好

好

好

好

好

好

解

長

良

良

良

良

良

良

良

亀

灰色

灰色

灰色

灰白色

灰白色

黄灰色

にぶい黄褐色

底部1/3残

底部1/4残

底部1/3残

回縁i/3残

底部残

日縁3/4残

底部破片

伝部破片

,1114 1

166-2
166-3
166-4
166-5
166-6
166-7

工H印誘「4｀

土師器 甕

土師器 襲

土師器 襲

土師器 甕

須恵器 イ

132

224
204

166

０

６

①

か

り

つ

Ｂ

Ｇ

御

⊂

Ｑ

Ｏ

“

６

110

110

80
112

ロクロ成形

外画ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズけ

海締骨針・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

雲母・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

射
好

好

好

好

好

好

民
良

良

良

良

良

良

に示い貢褐色

橙色

浅黄橙色

明赤褐色

にぷい掲色

灰白色
匠 白毎

日縁]/8残

口縁73残
口縁1/4残

底部3/4残

底部残

底部残

口縁1/4嵯、底部1/2残

ミ色処理

170-1 郵

甕

希

器

師

師 144

70 属部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

毎綿骨針・石英・長石
好

諄

白
氏
白

月赤褐色 底部1/4残

171-1

171‐ 2

土師器 甕

須恵器 高台付郭

176 (49) 外画ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

ミ色粒子 石英・長石

億綿昏斜 石章・毎石

良用

滝鯛
「
褐色

兎色

日縁 1/8残

席蝋藉 片

天丼部回転ヘラケズリ ミ色粒子・石英・岳石
174‐ 1 と師器 藝 70 外面ヘラケズリ ヨ母 石葉 再石 鴬 1/5残 臣部木葉痕

,75‐ 1

175-2

,75-3
175-4
175-5

土師器 高台付郭

土師器 甕

須恵器 郭

須恵器 甕

108

望

９０

７０

．

．

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラナデ

底部回転ヘラキリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

猾締 官射 ● 共・長 狛

石英 長石

海締骨針・石英・長石

黒色粒子・石英,長石

海綿骨針・石英・長石

好

好

好

好

解

艮

良

良

良

蔵

こぷい橙色

目色

昂灰色

天白色

民辰俸

lRЫl1/4娠

底部1/4残

日縁1/2残、底部残

底部破片
伝 部 硝 片

黒色処理

質部木葉痕

124



Ⅵ図煮童



1 遺跡調査区航空写真

2 遺跡調査区航空写真



1 遠跡調査区航空写真

2 調査区全景
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1・ 2 旧石器時代剥片

3～ 5(SK179) 6・ 7 遺構外出土石器



PL.10

12  13

12・ 13 (S165(1))1～ 3(S101) 4～ 6(S128) 7(S130) 8～ 11(S164)



12  13

(S169)  11～ 13～ 3 (S165(2))   4 (S167)   5 (S168)   6´ 彰10 (S173)



PL.12

1 (S175)  2´ V4 (S177)

5 ・ 6 (S182)   7´ V12 (S185)

12



15

14   1 (s187) 2 (S188)   3 (S189)  4-15 (S192)



PL.14

12

1 (S193)
10 (S199)

２

１

(S194)   3´V8 (S195)   9 (S196)

(S1100)  12・ 13 (S1102)

13



10

14

12   1 ヘン5 (S1103) 7 (S1104)   8-14 (S1105)
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12,787∬ 店舗建設に伴う記録

保存の為の調査

遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

上ノ宿遺跡 集落跡 縄文時代、奈
良・平安時代、
中世以降

竪穴建物跡  66軒
掘立柱建物跡  6棟
土坑     202基
土坑墓    21基
円形有段遺構  1基
井戸      2基
柱穴    1,064基
溝      9条
方形区画遺構  1基

縄文土器・土師器・須
恵器。灰釉陶器・鉄製
品 (刀子・紡錘車)・土
製品に部避観併銭貨。

石製品(砥石。紡錘車・

石臼)

奈良。平安時代
の集落跡である。
竪穴建物跡から
灰釉陶器・耳皿
や墨書土器が出
土している。

要

　

約

縄文時代後期初頭の上坑 3基をはじめ、奈良・平安時代の竪穴建物跡64軒、中世以降の掘立柱建物跡 6

棟が検出されている。塞穴建物跡は南側調査区と合わせると109軒にのぼり、周辺地域における一大拠点

的集落である。その中で一辺6m級の堅穴建物跡から灰釉陶器と土師器の耳皿各 1点が共伴して出土して
おり特筆される。また調査区北端では、溝によって区画された方形区画遺構が検出され、区画内には中世

の方形堅六遺構や土坑および井戸とともに墓域が広がっている。
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